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Prologue









　──目覚めは。

　硬かたい床ゆか板いたの感かん触しよく。視界に広がる、細長い蛍けい光こう灯とうの並んだ天てん井じよう。

　その瞬しゆん間かんから、まだ覚かく醒せいしきっていない思考の中に、不ふ穏おんな予感を覚えた。

「────ッ」

　大の字になって仰あお向むけに倒たおれている身体からだを動かそうとすると、顔面に痛みが奔はしり、くらりとした。思わず頰ほおを押さえる。腫はれて、ズキズキと痛んでいた。何らかの外傷があるようだった。

　しかし、そんなことよりも。

「……ここ、どこだ……？」

　窓から斜ななめに差す日の光に目を細めつつ、首を振ふって周囲を見回す。

　自分が一体、どういった場所にいるのか。それはすぐにわかった。こういった造りをした空間には、普ふ段だんから身を置いていたから。

「……教室……」

　けれど、自分の通う学校ではない。帝てい成せい高校の教室とは、細かな部分で違ちがっていた。

　俺は──見知らぬ学校の、教室の中にいるのか？

　次第にクリアになってきた思考を存分に働かせ、記き憶おくを辿たどってみる。しかしどういうわけか、何も思い出せなかった。目覚めるより前の記憶が、欠落している。

　ゆっくりと身を起こす。並んだ机の間を通って、教室内を歩いた。

　窓から差す日の光が紅あかい。それで、時刻は夕方だろうと推測できた。その窓に寄っていって、外の景色を眺ながめてみた。

「……ここって」

　遠方に、帝成高校のある椿つばきヶが原はらの町並みが見えた。ここは、町から少し離はなれた小高い山の上であるようだった。

　そして、そんな場所に建っている学校について、俺は知っていた。

「……舞まい姫ひめ、学園……なのか？」

　──舞姫学園。

　帝成高校の近きん隣りんに位置する、私立の女子校。世間では『お嬢じよう様学校』と呼ばれるような格式高い学校で、入学するには上流階級の娘むすめでなければならないという噂うわさもあるほど、庶しよ民みんには縁えんのない場所だった。

　女子校ということはつまり、女子だけが通う学校であり、基本的に男が校舎内にいることはないはずである。

　そんな場所で、どうして俺は大の字になって寝ねていたのか。

　というか。ここにいて大だい丈じよう夫ぶなのか、俺。

「…………」

　教室内には俺以外に誰だれもいないが、耳を澄すませてみれば、そう遠くないところから生徒たちのものらしき足音やら喋しやべり声やらが聞こえてくる。

「……出た方がいいんじゃないのか、これ」

　記憶がないため、自分がどんな状じよう況きようにあるのかわかりかねるが。

　ひとまず教室を出て校門に向かおうと考えた。途と中ちゆうで他の人と遭そう遇ぐうしてしまっても、その反応を見れば俺がどうしてここにいるのか、あるいはここにいていいのかわかるだろう。

　そういうわけで、俺は教室の扉とびらを開き、廊ろう下かに出た。

「…………」

　素早く辺りを見回す。誰もいない。

「…………ふぅ」

　自然と息が漏もれた。

　歩き出す。校舎の構造も、校門がどちらにあるのかも把は握あくしていないが、進んでいればいずれわかってくるだろう。

　窓の外の景色から、今いるのは３階ないし４階だろうと推測がつく。まずは階段を見つけて、下を目指そう。

　……なんてことを考えていたところで、目の前の教室から１人の生徒が出てきた。

「っ」

　足を止める俺。

　その生徒の容よう貌ぼうや仕草には、いかにも舞姫学園の生徒らしい、上品で優ゆう雅がな様子が感じ取れた。

「！」

　生徒がこちらに視線を向けた。目が合う。

　彼女が俺を見て、どんな反応を示すのか、固かた唾ずを吞のんで見つめた。

　彼女は、俺を指さして、こう叫さけんだ。

「お……オトコがいるわぁ────────────────────────っ!!」

　それは、驚きよう愕がくと、敵意だった。

「なっ!?」

　一歩下がる。彼女はそんな俺をキッと睨にらみ付け──あろうことか、襲おそいかかってきたのだった。

　拳こぶしを握にぎる。顔の横に引いて振りかぶり、床を蹴けって、彼女は跳とんだ。

　繰くり出された攻こう撃げきをすんでのところで避よけることができたのは、以前経験した『戦争』のおかげかもしれない。

「────ッ!!」

　身を翻ひるがえすように横に跳ぶ。寸刻前に俺のいた場所を、拳が鋭するどく貫つらぬいていた。彼女は勢いそのままに壁かべに突つっ込こんでいく。

「お……おいおい」

　攻撃を外した彼女は、俺に向き直る。それは、敵意どころじゃない。──殺意だ。

　いやいや。殺意って。いくらなんでもそれはおかしいんじゃないのか。

　というか、『いかにも舞姫学園の生徒らしい、上品で優雅な様子』はどこいった。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。話をすれば──」

「問答無用ッ!!」

　再び床を蹴り、跳びかかってくる女子生徒。俺は逃にげ出すしかなかった。

　背を向け、廊下を駆かけ出した。

「待てぇ────ッ!!　オトコ────────ッ!!」

　背中に浴びせられた叫び声が、廊下中に響ひびき渡わたる。

　本当の恐きよう怖ふは、そこからだった。

「「オトコですって？」」

　彼女の叫び声に反応した他の生徒たちが、教室やら廊下の曲がり角やら、あちこちからぞろぞろと姿を現した。

　そして俺を見るなり──

「「成せい敗ばいッ!!」」

　──その全員が、一いつ斉せいに襲いかかってくる。

「なんでだっ!?」

　待て待て待て！　落ち着け。まずは状況を整理させてくれ。

　どうして俺を襲うんだ。何か悪いことをしたか？　いや、男子禁制の女子校空間に入り込んでいるのがいけないのか。でもそれは、俺の意思とは無関係……のはずである。

　あの舞姫学園が、こんなにもバイオレンスな場所だとは思いもしなかった。

　世間では『お嬢様学校』と呼ばれるような学校で、上流階級の娘だけが通う、庶民には縁のない場所──

　それはつまり、その実態について、外部の人間は知らないということで──

　兎とにも角にも、今すぐこの包ほう囲い網もうから脱だつ出しゆつしなければ大変なことになってしまいそうだ。視線を奔らせ、離れたところに階段を発見した。

　──突とつ破ぱするしかねぇっ。

　そこに向けて、全力でダッシュする。跳びかかってくる生徒たちの間を抜ぬけていく。

「逃がしてはなりませんっ！」

　誰かの金かな切きり声。俺も必死だった。阻はばもうとする奴やつは強引に搔かき分けていく。相手が女子だとか、そんなことは気にする余よ裕ゆうもなかった。

　そして──階段に辿り着つく。

「うおおおッ」

　スピードを緩ゆるめることなく、無我夢中で駆け下りた。そうして、１階に辿り着く。

　１階の廊下には誰も見えない。今のうちにどこかに身を隠かくしたかった。急いで探すも、隠れられそうな場所はない。数秒考えて、俺は窓を開いた。

　開けた窓から、身を投げ出す。

　校舎の外に転がり出ると、すぐさま窓を閉め、壁に背をつけてかがみ込んだ。

　ちょうどその時、どかどかと廊下を走る生徒たちの足音が、壁一枚挟はさんだ校舎内から聞こえてきて、通り過ぎていった。

「…………」

　額に浮うかぶ汗あせを拭ぬぐう。なんとか助かった。

　顔をあげると、そこは校舎裏だった。目の前には学校の敷しき地ちを囲むフェンスがあり、その向こうには林が広がっていた。

　しばし脱だつ力りよくし休きゆう憩けいを取ってから、膝ひざに手をつき、立ち上がった。

　フェンスを見上げた。上部が尖とがった剣けん先さきフェンスになっていて、よじ登れそうにない。この学校から脱出するためには、やはり校門に向かわなければならないだろう。

　周囲を警けい戒かいしつつ、歩き始めた。相変わらず校門の方向はわからないが、進むしかない。

「……止まって」

　──声がした。

　後方から、掠かすれたような、小さな声が。

　振り返る。そこには──小こ柄がらで、ほっそりとした体たい軀くの生徒が立っていた。

　やや俯うつむき、おかっぱ頭のまっすぐに切り揃そろえられた前まえ髪がみの間から覗のぞく瞳ひとみが、上うわ目め遣づかいに俺を見つめている。大人しそうな印象だ。それでも全く緊きん張ちよう感が緩まなかったのは、不気味なオーラを感じて仕方がなかったからだ。

　風が吹ふき抜け、木々が、ざわざわと音を立てた。

「……あの」

　何か話しかけようと、俺は口を開く。もしかすると、大人しそうな彼女なら話せばわかってくれるかもしれないと思った。

　だが、そんな期待は木こっ端ぱ微み塵じんに打うち砕くだかれた。

「……オトコは、ぶっ潰つぶさなきゃ……」

　小さく呟つぶやくのが、耳に入った。

　刹せつ那な──彼女は動き出した。ゆらり、と身体を揺ゆらしたかと思うと、瞬しゆん間かん的に目の前まで接近してきていた。

「ッッ!?」

　反射的に、両りよう腕うでで顔面を守った。そこにぶち当たってきたのは──

　──蹴り!?

「がッ」

　衝しよう撃げきで、後方に２、３歩もよろけた。休む間もなく、彼女は流れるような動作で、鞭むちのように脚あしをしならせ、スカートを翻して回し蹴りを繰り出してきた。

「くそ……！」

　反はん撃げきを試みて、拳を振ふり上げる。彼女は俺の攻撃を、ギリギリまで待ってから避けた。一瞬空あいた隙すきを狙ねらって──彼女は再び攻撃に転じてきた。身体を屈かがめる。反動をつけ、バク転でもするかのように跳び上がった。

　両手を地面につき、両りよう脚あしを開く。そのまま、回転する。両手で跳はねながら──回し蹴りを繰り出してきた。

　俺はその光景を目まの当たりにするまで、まさか回し蹴りというものが連続攻撃に適しているとは思わなかった。しかし彼女はアクロバティックに身体を回転させながら、目にも留まらぬ速度で脚を振り回し続けたのだった。

　１発目は右腕で凌しのいだ。２発目は身体を反そらして避ける。３発目、４発目、５発目、６発目、７発目、８発目……。攻撃が繰り返されるごとに、俺のガードは追いつかなくなる。

　とうとう、彼女の蹴りが脇わき腹ばらに入った。

「ぐふ────ッ」

　衝撃で身体が横に飛んだ。一瞬、目眩めまいがして視界が暗くなる。胃の中のものが逆流しそうなほどの、痛つう烈れつなダメージだった。

　身体に力が入らなくなって、崩くずれ落ちてしまいそうになる。しかし、そうなればゲームオーバーだ。

「……ッ」

　自分の足に神経を集中させ、ぎりぎりのところで踏ふん張ばって耐たえた。

　それを見て、目の前の彼女は僅わずかに目を見開いた。まるで、感心でもするように。

「……なんだ、コイツ……」

　大人しそうなのは見た目だけで、実際は他の生徒以上にヤバい奴やつじゃねーか。

　改めて彼女を見やる。すると、その上目遣いの瞳が酷ひどく不気味なモノに思えた。

　対話してどうにかできるとは思えない。が、戦って勝てるとも思えない。そもそも、肉にく弾だん戦は俺の守しゆ備び範はん囲いじゃないんだ。こういうのは、織お田だなんかが向いてるものだろう。

　とすれば、逃げるしかないが、果たしてそれすら叶かなうかどうか。

　畜ちく生しよう、俺は一体どうしてこんな目に遭あってるんだ？

　まるで、突とつ然ぜん『帰宅戦争』の中に放り出されたみたいだ──

「ッ」

　地を蹴り、駆け出す。彼女が再び、ゆらり、と揺れるのが見えた。

　背後から俺に迫せまってくる。振り返ると、鋭い回し蹴りが横から飛んできていた。なんとか反応し、かがみ込んで避ける。身体のバランスが崩れてつんのめりそうになった。

　地面に手をつき、倒たおれそうになるのを堪こらえて……なおも走る。

　しかし、前方を見やると──そこには、絶望が待っていた。

　俺の逃げる先に、10人近くもの生徒たちが待ち構えていたのだ。

　囲まれていた。もちろん、立ち止まることもできない。背後からは、おかっぱの少女が追いかけてきている。

　──万事休す、か。

　そう悟さとった瞬間────彼女は、現れた。

「おりゃあ────────っ!!」

　声は、上方から聞こえてきた。

　その声で、俺も、俺の前に並ぶ生徒たちも、追ってきたおかっぱ少女も、全員が止まり、視線を奪うばわれた。

　少女は、空から降ってきた。──一瞬、本気でそう思った。

　実際は、２階か３階か、あるいはその上からか……校舎の窓から、飛び降りてきたのだった。

　だんっ！　と両足を地面につき、ヤンキー座りするみたいに膝を曲げて衝撃を吸収して、着地した。

　彼女は俺を見て、こう言った。

「助けにきたよ」

　派手な外見──明るく染めた、巻き毛のサイドポニー。口元から覗いた八や重え歯ば。生足を剝むき出しにした、これでもかと短いスカート。

　……彼女のことを、俺は知っていた。

　いや、彼女の姿を目にした途と端たんに、欠落した記き憶おくが次々に蘇よみがえっていくのだった──




　１時間ほど前のことだった。

　学校が終わって放課後になり、俺は、帝成高校から自宅までの帰り道を歩いていた。

　自宅は学校から徒歩圏けん内ないにあるのだが、選ぶルートによって帰宅時間に開きがあった。

　椿ヶ原の町について、人々はよく『駅から北は繁はん華か街がい、駅から南はスラム街』と表現する。実際、駅の南側には古いビルやアパートがごちゃごちゃと密集した区域があった。

　帝成高校から自宅を直線で結ぶと、ちょうどそのスラム区域を通ることになってしまう。そういった理由があって、普ふ段だんは一応そこを迂う回かいして帰宅していたのだった。

　しかし──今日は近道をしようと、スラム区域を突つっ切って帰宅を試みた。

　大した理由じゃない。プレイ中のネトゲが、もう少しでレアアイテムを取れそうなところまで来ていたので、早く帰ってプレイしたかったからというだけだ。

　まだ昼間だし、そうそう何かに巻き込まれることもないんじゃないかと思った。

　スラム区域に入ると、辺りに人の気配はなく、不気味に静まりかえっていた。そして、やけに視界が薄うす暗ぐらくなったような気がした。こんなに天気悪かっただろうかと頭上を仰あおいでみると、ビルやアパートで太陽の光が遮さえぎられているのだと気がついた。

　嫌いやな雰ふん囲い気きに、自然と早足になっていた。足元にいくつも落ちていた空あき缶かんのゴミを蹴けってしまって、それが存外に大きな音を立てたので、驚おどろいて立ち止まってしまった。

　その時、誰だれかの声が聞こえた。

　男の声。少し離はなれた場所からだ。耳を澄すませてみると、喋しやべっている内容までは聞き取れなかったが、何やら怒ど鳴なっているようだった。

　厄やつ介かいごとに巻き込まれるのはごめんだ。俺は、そこを離れようとする。

　しかし、男の怒鳴り声の後に、女の人の声が聞こえた気がして、再び足が止まった。

「…………」

　なんだろう。

　気になってしまった。その声のする方に近づいていくのは危険だと理解していたが、何が行われているのか、それだけ確かめたくなった。

　そうして俺は、声のする方へ、ゆっくりと進んでいった。

　細い路地裏を通って、物もの陰かげから顔を出す。

「────」

　そこに見えたのは。

　舞姫学園の制服を身につけた１人の少女と、彼女を囲む５人の男たちだった。

　男たちの容よう貌ぼうは、いかにもなアウトローという感じだった。ある者は髪かみがど派手なモヒカンであったり、またある者は金色の龍りゆうが描えがかれた黒服を着ていたり。

　少女の方も、巻き毛であったりスカートが短かったりと、舞姫学園の制服に似合わずギャルっぽい外見だったので、お仲間かと勘かん違ちがいしそうになったが、どうも違うらしい。

　男たちは怒鳴り散らし、威い嚇かくしながら、壁かべ際ぎわに立つ少女を囲み、迫っていた。

「……おいおい」

　俺は、なんつー場面に遭そう遇ぐうしちまったんだ。

　眼前の状じよう況きようは、少女への集団暴行現場に他ならないだろう。

　ポケットを探り、スマホを握にぎる。今すぐにでも警察に連れん絡らくするべきだと思った。

　しかし、警察が到とう着ちやくするまでに何分かかるだろう？

　事件は、今まさに始まろうとしている。

　男のうちの１人が、少女に向けて一歩踏み出した。その時──俺の身体が、無意識に動いた。

「ちょ──ちょっと待った！」

　そう叫さけんだ後に、我に返った。自分の行動が信じられなかった。

　俺は、少女の前に立ち、両手を広げて、男たちと対たい峙じしていた。

「……アァ？」

　男の１人が、怪け訝げんな顔で俺を睨にらみ付け、舌打ちした。

「……関係ねぇ奴やつがしゃしゃり出て来てんじゃねぇぞボケ」

「いっ」

　ドスの利きいた声で威嚇され、思い切りガンを飛ばされたので、目線を逸らす。間近で見るアウトローは想像以上に迫はく力りよくがあった。

　何とかしないといけない。思いつくままに口を開いた。

　吉きちと出るか凶きようと出るか──それは、運任せだ。

「……既すでに、警察には連絡しておきました。そういうわけで、刑けい務む所しよに行きたくなければ、今すぐこの場は解散した方がいい」

「テメ……何余計な事してくれてんだオラァ！」

　凶と出た。

　激げき昂こうした男に胸むなぐらを摑つかまれる。身体が浮ういた。

　抵てい抗こうする間もなかった。

　男の右ストレートが、俺の顔面を捉とらえた。激痛。視界に星が飛ぶ。ぐらり、と身体が崩れていく感覚。

「…………っ」

　あぁ気を失うんだな、となんとなく理解した。そうして、意識は沈しずんでいった。




　──そんな、欠落した記憶が蘇ると同時に、まさかと思った。

　襲おそいかかってきた舞姫学園の生徒たちに囲まれ、絶体絶命の俺の前に現れたこの巻き毛少女は、あの時助けようとした彼女だったのだ。

　彼女は、周囲の生徒たちに向けて、大声をあげた。

「このヒトに手ぇ出したのは、どこのどいつだああぁぁ────────っ!!」

　そして、動き出す。

　ほとんど一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　身体を回転させながら宙に跳とび、例のおかっぱ少女に強きよう烈れつな拳こぶしを叩たたき込んだかと思うと、そのまま俺の前方に並ぶ生徒たちの方に向かい、目にも留まらぬ速さでバッタバッタと倒していったのである。

　……気づけば、そこに立っているのは、俺と、巻き毛少女の２人だけだった。

「うぅ…………」

　痛みに表情を歪ゆがめながら、おかっぱ少女が呻うめき声をあげていた。

「だいじょぶだった？」

　巻き毛少女が、短いスカートの裾すそを引っ張って整えてから、俺の顔色を窺うかがうように覗のぞき込んできた。

「あ、あぁ……」

　一体、何がなんだか。俺は、だいぶ困こん惑わくしていた。

「もしかして……俺を舞姫学園ここに連れてきたのって、あんたなのか？」

　訊たずねると、彼女は少しバツが悪そうに頭を搔かきながら頷うなずいて、

「……気絶しちゃったキミのこと、とりあえずガッコまで運んできたの。ゴメンね、巻き込んじゃって。なんだか知らんけど、アタシやたらあーゆー連中に絡からまれるんだよね」

「……よくあること、だったのか？」

「うん。週一のペースで超ちよう絡まれんの。……毎回ボコって返すんだけど、あいつら超懲こりなくってさ。ははは……」

　苦笑い。

「…………」

　つまるところ。

　あのとき、俺がアウトローどもから助けなくても、彼女は自力で切り抜ぬけられた、と。

　それどころか、俺は彼女に助けられ、舞姫学園まで運んでもらっていたのか。

　いやいや。

　あんなイカツい奴らをボコっちゃう女の子ってオイ。

　自分の顔がひきつっているのを感じた。

「にしても、さっきはマジ焦あせったよ……。気絶したキミを教室に寝ねかせてから、濡ぬれタオルでも持ってこようと思って、ちょっこし教室出たんだけどね。戻もどってきたらいなくなってたからさ。見つけたら、案の定じよう他のヒトたちに超囲まれてるし」

　巻き毛少女はそう言って、地面に伏ふしている他の生徒たちに顔を向けた。

「……俺、なんか超襲おそわれたんですけど」

　ギャルっぽい喋りが若じやつ干かん伝染しつつ、俺は訴うつたえた。

「あ～……この子たちがキミに襲いかかってきたのはね、悪気はないってゆーか、そーゆー規則だから仕方ないの」

「規則？」

　ますます訳がわからん。

　俺が訊き返すと、巻き毛少女は当たり前のように語った。

「ウチって、見知らぬオトコが校舎内に入ってきたら、叩きのめすのが規則だから」

　どんな規則だ！

　……絶句、である。

「オトコのヒト苦手って子が多いんだよね。……アタシもけっこー、そうなんだけどさ」

「……そうなのか？」

　改めて彼女を見やる。すると、今までギャルい外見や喋り方に意識が向いて気づかなかったが、実は気き恥はずかしそうに頰ほおを赤く染めているのに気がついた。

　俺の問いに、彼女は人差し指で髪をくるくると巻いていじりながら、こくこく頷いた。

「……それにしても、叩きのめすっていうのはバイオレンスだな……。俺の中の舞姫学園のイメージについて、大きな誤解があったみたいだ」

「もっとオジョーサマオジョーサマしてんの想像してた？　それ、超正反対かも」

　彼女はそう言って、可笑おかしそうに少しだけ笑った。

　そして、続けてこう言った。

　──それは、これから巻き起こっていく一連の事件の舞ぶ台たいとなる舞姫学園について、最もシンプルな表現をした言葉かもしれない。

「だって、ウチって──武道至上主義だからさ」




　　　　☆




　巻き毛少女に連れられる形で、俺は舞姫学園の校門を抜けた。

　彼女と一いつ緒しよにいる間は誰も襲いかかってこないようで、ずいぶん平和なものだった。

「……助かったよ。ここから自分の家までの道は、だいたいわかるから」

　校門を抜けたところで立ち止まり、彼女に向き直って礼を述べた。すると、

「えーっ。いいよいいよ、せっかくだしもっと先まで見送るよ」

　彼女は顔の前で両手を振ふり、そんなことを言う。

「そうか？」

「うん。あ、ほら、途と中ちゆうでまたヤバい目に遭あうかもしれないしさ」

「……さっき、あんたよく不良に絡まれるって言ってなかったか？」

　むしろ、一緒にいた方が危険そうじゃないか。

　しかし、彼女は俺のツッコミを無視して、無理矢理背中を押してきた。

「はやく帰らないと夜になっちゃうよっ」

　……そうして、俺たちは連れだって歩き出した。

　町に出るまでは、ずっと緩ゆるやかな下り坂が続いていた。舞姫学園は小高い山の上に建っているためだ。

　歩きながら巻き毛少女に名前を訊ねてみた。

　すると彼女は、月つきノの宮みや沙さ弥や、と言うらしい。

「月ノ宮さんか」

「ううん、沙弥。沙弥って呼んでよ」

「え？　あ、あぁ」

　呼び捨てでなければならないらしい。そういう文化の人なのだろうか。

「ねぇ、キミの名前は？」

　俺を覗き込みながら、訊ねてくる。

「佐さ藤とう太た郎ろう。……佐藤太郎さん、って呼んでくれて構わないから」

「何それ、超距きよ離り感あるんですけど！」

　テンポの良いツッコミが返ってきた。

「ねぇねぇ、太郎クンって制服からして、帝成のヒト？」

　マスオさん、と同じイントネーションの、太郎クン、だった。

「あぁ、そうだけど」

「やっぱそーだよね。ということはさ、帝成と舞姫の例の話、知ってる？」

「……例の話？　帝成と舞姫？」

　ピンとこなかった。きょとんとするしかない俺。

「……あれ、まだそっちには噂うわさがいってないのかな」

　意味深っぽい発言。気になった。

「どういう話だ？」

「ううん、いいや。たいした話じゃないから。どーせすぐに知ることになるだろうし」

　沙弥はそう言って、顔の前で両手を振った。

「…………」

　話そうとしないものを無理に聞き出すのも野や暮ぼかと考え、気にしないことにする。

　ちょうどその時、続いていた下り坂が終わって、町に出た。

　ここから自宅までは、そんなに遠くない。

「太郎クン家ちって、どこら辺にあるの？」

「あっちの方、かな」

　沙弥の問いかけに、人差し指で方向を指し示す。

「────って」

　驚おどろいてしまった。

　何故なぜなら、俺の指さす先には──

「あっち？」

　沙弥が俺に身を寄せるようにして顔を近づけ、指さす先を覗き込んだ。

「佐藤くん。……こんなところで会うなんて、珍めずらしいわね」

　指さす先に立つ彼女が、俺を見てそう言った。

　全国に名を馳はせた『天才声楽家』にして、帝成高校のプリンセス。

　──椎しい名な凛りん花か。

　椎名は、俺の隣となりに立つ沙弥に視線を向けた。

「……友達？」

　まるで、アンタにも女友達がいたのか、とでも言いたげな様子で、椎名は訊ねてきた。

「あー、まぁ……」

　沙弥との関係については、話せば長くなりそうだ。曖あい昧まいな返事をしてみると、椎名が怪け訝げんな顔つきになった。

「そう……」

　椎名は俺と沙弥を交こう互ごに見やりながら、納得していないような頷きをする。

　隣に立つ沙弥を見ると、彼女は彼女で俺と椎名を交互に見ていた。

　──何故だかわからない。けれど、直感が告げていた。

　椎名と沙弥は、気が合わない。

　水と油。そんな譬たとえが浮うかんでしまった。

「…………」

　気がつけば、２人は互たがいに見つめ合っている。椎名は怪訝な目つき。そして沙弥は──鋭するどく、睨にらみ付けるような目つき。

　おい、なんで敵意示してんだ。

「そ、そろそろ帰ろうかな。沙弥、ここまでありがとうな。ここからはすぐだから、もう１人で帰るよ」

　俺は、２人の間に身体を割り込ませて、そう言った。

















First Stage　青春アンチはまた反逆を始める









『帝てい成せいと舞まい姫ひめの例の話』。

　翌日の学校で、俺はその言葉の意味を知ることになった。

　朝。登校してきて教室に入った俺は、窓まど際ぎわにある自分の席に座る。

　いつもなら、幼おさな馴な染じみの優等生──橘たちばなひなぎくが俺の机にやってきて、生きていく上で役に立ちそうにない雑学を一方的に喋しやべったり、俺の体調管理やら成績低下やらについて意見を述べ出したりするのだが、今日は違ちがった。

「…………」

　彼女は最近、学校を休み続けていた。その理由はシンプルで、風邪かぜをこじらせてしまって、入院中なのである。

　他人の体調管理について常々心配するくせに、自分の体調には無む頓とん着ちやくなのが彼女らしい。

「……ったく」

　先日お見み舞まいに行ったが、『そんな深刻なものでもないんだけど、入院した方が楽だからさ。心配しないで』と、明るい口調で語っていた。

　──アホ。心配するに決まってるだろうが。

　１人でいるのがなんとなく落ち着かず、頰ほお杖づえをつきながら、周囲の喧けん噪そうに耳を傾かたむけて過ごす自分がいた。

　教室の前方では、椎しい名な凛りん花かが立っていて、その周りに生徒の群れができている。

　入学から２ヶ月も経たっている今でも、彼女は相変わらず『学校のプリンセス』で、いつでもどこでも生徒フアンたちに取り囲まれていた。

「ははは、高たか橋はしさん、それは素す敵てきな趣しゆ味みですねー。羨うらやましいです」

　椎名が両手を合わせてにっこり笑顔を作っていた。──そう、作っていた。

　清せい楚そで、可か憐れんで、優しくて、穏おだやかで、天使みたいな少女。そんな仮面を、かぶり続けているのである。

　外見に関しては無理矢理にだって文句の付けようもないが、俺は彼女の本当の性格を知っていた。実際は、口の悪い、フリーダムな奴やつである。

「…………」

　椎名から、視線を外す。別の生徒たちの会話に意識を向けた。

　そこに──決して聞き流すことのできない会話が、耳に入ってきた。

「……知ってるか？　例の噂うわさ……」

「……あぁ、帝成と舞姫の……」

「……そうそう。合併っていう……」

　頰杖が外れて、顎あごが机にぶつかった。

「ってぇっ！」

　思わず叫さけぶ。周囲の生徒たちが俺に注目した。

　……俺は、咳せき払ばらいを一つして、もとの体勢に戻もどる。

　それにしても……合併、だって？

　にわかには信じられない。

　昨日、沙さ弥やも帝成と舞姫について何か言いかけていた。それは、このことだったのか。

　しかし、それにしたって、こんな噂、鵜う吞のみにするわけにはいかない。噂は単なる憶おく測そくに過ぎないからこそ、噂なのである。

　まさか本当に、こんな話が現実になろうとは思っていなかった。──この時までは。

　……昼休み。

　トイレから教室に帰る途中、廊ろう下かを歩く俺の先に、周囲から浮いているちっこい金きん髪ぱつがぴょこぴょこ歩いていた。

　後ろから近づいていって、声をかけ──ようとしたところで、彼女の身体からだが後ろに回転した。

「わわっ!?」

　悲鳴と共に宙に浮く身体。見ると、石せつ鹼けんが飛んでいた。

　彼女は、廊下に落ちていた石鹼を踏ふみつけ、転んだのだ。

「────ッ」

　全力で駆かけ寄より、その身体が地面に落ちる前に、ギリギリで抱だき留とめた。

「……ふーっ」

　安あん堵どのため息が漏もれる。

「……あ、センパイ」

　彼女──イリス・ヴェルレーヌが、顔をこちらに向けてきょとんと呟つぶやいた。

　彼女は、今日も元気に不幸体質を発揮しているようだった。何故なぜか廊下に石鹼が落ちていたという、無理がありそうな事実についてはもう無視して欲しい。彼女の前では、どんな不運ことだって起こりうるのである。

　イリスは、わたわたと慌あわてて体勢を戻してから、

「こ、こんにちはッス！」

　両手で拳こぶしを作り、身体の前で腕うでをクロスさせてから振ふり開きながら、元気のよい挨あい拶さつを返してきた。お前は空手家か何かか。

　彼女は以前から、『センパイ（俺のことを指している）のような漢おとこを目指す』と言っていて、その外見とは不一いつ致ちすぎる体育会系の言動に勤いそしんでいた。

「何してたんだ？」

　訊たずねると、イリスは廊下の向こうを指さして、言った。

「あっちの方が騒さわがしいので、ちょっと見に行こうとしてたとこッス」

　指さす先に、視線を向けてみる。

「……ふーん」

　確かに、かなり大勢の生徒たちが集まって、何やら騒いでいる。

「よし、一いつ緒しよに行ってみようぜ」

「はいッス！」

　歩き出す俺と、その後ろにつくイリス。２人で、群衆に近づいていった。

　そして、そこで見たものは。

　大勢の生徒たちが、一様に同じ方向を見つめている。その先に、校内新聞──『帝成青春新聞』の号外が、壁かべに貼はられまくっていた。




『帝成、舞姫学園と合がつ併ぺいか──!?』




　特大の文字で書かれた見出しが、否応なしに目についた。

　記事を斜ななめ読みしてみる。すると、合併に向けた交こう渉しようが行われていることに対して、帝成高校の校長や、舞姫学園の理事長らから証言が取れたとも掲けい載さいされていた。

　正式な合併の合意形成がなされるのは、おおよそ２ヶ月後になるだろう、とのこと。

「…………」

　見上げるようにして新聞を見つめているイリスが、口をあんぐりと開けていた。

　噂が──ますます現実味のあるモノになってきている。

「いやぁ、激アツだぜ、これ！」

　近くで、誰だれかが叫び声をあげた。それに、思わず振り向く。

　途と端たん、彼の叫び声に呼応するかのように、周囲が歓かん声せいをあげた。

　俺は、きょろきょろと周りを見回す。──誰もが、笑顔だった。

　ガッツポーズするように拳があがる。ハイタッチやら、拍はく手しゆやらが巻き起こっている。

　そこで、ここら一帯にとんでもない熱気が渦うず巻まいていることに気づく。

「……歓かん迎げいムード、なのか？」

　俺は、まるで周囲の空気感から取り残されたかのように突つっ立ち、困こん惑わくしていた。

　と、遠くない位置に、他とは明らかに異なったオーラを漂ただよわせまくっている、４人組の男女の姿が見えた。

「あっ」

　俺と同じタイミングでイリスも彼らに気づいたようで、声を漏らす。

「……四天王の人たちも、来てるッスね」

　ラグビー部主将、ヤマト。剣けん道どう部主将、ムサシ。奇き術じゆつ部主将、マジック。茶さ道どう部主将、乙おと姫ひめ。──部活大好き帝成高校において、そのカリスマ的存在となっている連中。

　彼らは、４人合わせて『帝成四天王』と呼ばれている。

　そのリーダー格である、ヤマトと目が合った。

　彼は俺を見て、ニッと笑顔を作ってみせる。最近テレビで見た、ゴリラの笑顔によく似ていた。そして、そびえ立つ山を思わせるような、巨きよ大だいで屈くつ強きような身体を揺ゆすりながら、ずんずんと歩いて近づいてきた。

「わっ」

　イリスが驚おどろいて俺の背中に隠かくれる。漢はどうした。

「久しぶりであるなぁ。調子はどうだ、佐さ藤とうよ」

　目の前までやってきたヤマトは、腕を組み、仁に王おう立ちになって問いかけてきた。もの凄すごい圧あつ迫ぱく感。デフォルトで声がデカいので、辺りに響ひびく。

「まぁ……ぼちぼちかな」

「ガッハッハ！　冴さえない顔をしよって。こんなにもめでたい時であると言うのに」

　俺はヤマトの顔を見た。

「……あんたも、歓迎してるのか？　合併」

「当然であろう」

　何を言う、とばかりに眉まゆ尻じりをつり上げ、ヤマトは頷うなずく。

　そんな彼の背中から、ひょっこりと顔が出た。

　髪かみをツンツンに逆さか立だて、常時サングラスをしている不気味な男──マジックだった。

「やれやれ、佐藤よ。そんな無ぶ粋すいな問いかけをするのは野や暮ぼに過ぎないかぁ？」

「うおっ。いきなり出てきた」

「そこらのくだらん学校であれば、もちろん反対するさぁ。けれども、あの舞姫学園となれば話は違う。世間でも格式高いと評判で、そこに通うのは上流階級のお嬢じよう様さまばかり。合併が成立すれば、我ら帝成高校のブランド価値は間違いなく上がる。……それに、だ」

　そこでマジックはいったん言葉を切って、人差し指を立て、もったいつけるように数秒間を置いてから、

「帝成高校は、ハッキリ言って男女の比率が悪い。男が８割もいるだろう、８割も。そのせいで、青春において非っ常～に重要な要素が、謳おう歌かしにくくなっているのだよ」

　でました『青春の謳歌』。これ、帝成では何より優先するべき事じ項こうとなっております。

「その重要な要素とは何か？　それは……恋れん愛あいだよ、佐藤。レ・ン・ア・イ」

　マジックは、人差し指を振りながら、そう言った。

「……はい？」

「女子校である舞姫学園と合併すれば、男女比率は半々まで持ち直す。誰もが恋愛しやすくなる。そう！　この私だって、とうとう人生初の恋愛ができるかもしれないのだよ！　しかも、上流階級のお嬢様方との！　夢の、『青春ラブコメ』がッッ!!」

　マジックは、左手で額を押さえ、右腕を広げてポーズを決めながら、言い放った。

　……何言ってるんだろう、こいつ。

「青春ラブコメ！　実に良い響きではないか!!」

　ヤマトがガッハッハと笑い声をあげながら、同調する。

　笑い合っているヤマトとマジックの後方を見れば、腕を組みながらうんうん頷いているムサシと乙姫の姿が目に入った。

「青春ラブコメ……これが、我ら帝成に足りなかったものでござるか……」

　とムサシ。

「誰もが恋愛しやすくなるというのは、よくわからぬが正義っぽい感じじゃな」

　と乙姫。

「──者ども、よく聞けぇ!!」

　ヤマトが、周囲の生徒たちに向けて叫んだ。あまりの大声に、廊下の窓ガラスがガタガタと揺れる。いや、何枚かパリンと割れていた（おい）。

「我々は近々、舞姫学園と合併することになるらしい!!　それを、大いに歓迎し、祝おうではないかぁッ!!」

「「うおおおおおおおッ!!」」

　響き渡わたる、鼓こ膜まくを破りそうなほどの大歓声。

　こいつら──やっぱり、ただの『青春バカ』どもだ。

「イリス」

　俺は、傍かたわらに立つ彼女に顔を近づけた。

「なにッスか？」

　問い返すイリスに、俺は呟く。

「合併なんて、俺たち帰宅部は認めない。──反対、するぞ」

　こうして──『青春アンチ』の物語が、再び幕を開けることになる、
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　時計の針を早送りして、放課後のこと。

　１年生校舎の屋根裏部屋──元帰宅同好会、現在は『帰宅部』の『秘密基地』。

　他の帰宅部員たちに対して、放課後、ここに集まるよう伝達していた。

　現在既すでに、イリス・ヴェルレーヌ、織お田だ光ひかる、そして俺の３人がやって来ていて、長机を囲むようにして各々椅い子すに座っていた。

　入院中のひなぎくを除けば、全員そろうまで、後１人だけ。

「ここ、久しぶりに来たねぇ」

　織田が、明るい茶ちや髪ぱつに両手を載のせて、きょろきょろと室内を見回しながら言った。

「もしかして、帰宅部設立して以来入ってないのかな。……の割には、綺き麗れいだけど」

「あの、勝手ながら、いつでも使えるように、定期的に掃そう除じしておいたッス」

　少し恥はずかしそうにしながら、イリスが答えた。

「え、そうだったの」

「はいッス。今日みたいに緊きん急きゆう招集がかかることもあるかもしれないし、もしかしたら……みんなでおにぎりパーティーしたりとか、ワンチャンあるかな、と思ったッス」

「おにぎりパーティーって、なんだそのすぐにお腹なかいっぱいになりそうな企き画かくは」

　俺は思わずツッコんだ。

「お菓か子しだと、お腹がふくれないので……」

　両手の人差し指をつんつん突き合わせながら、イリスは言った。

　……ぐぅ。

「あっ、おにぎりの話したら、お腹空すいてきちゃったッス。食べてもいいッスか」

「…………あぁ」

　言うと、イリスはごそごそと鞄かばんを漁あさり、彼女の頭ほどの大きさもありそうな手作りのおにぎりを取り出し、もぐもぐ食べ始めた。

「もぐもぐしてるイリスちゃん可愛かわいいなぁー。写真、いいっすか」

　織田がポケットからスマホを取り出しながら、イリスに問いかける。俺が答えた。

「ダメに決まってるだろ。何に使うつもりだ」

「つ、使うってなんだよっ。眺ながめるだけだよ！」

「ロリコンの言葉は信じられないからダメだ」

「だから僕の場合、いわゆる『良いロリコン』だって言ってるだろー。……どうしてこう、イリスちゃんに関しては過保護なんだか……」

　織田がぼそぼそとぼやいた、その時。

　屋根裏部屋の、ドアが開いた。

　そうして、現れたのは帰宅部員、最後の１人──椎名凛花。

「あら？　もうみんな揃そろってるのね」

　俺たちを見回して、彼女は言った。歩いて、こちらに向かってくる。

「遅おくれちゃってごめんなさい。……何の話してたとこ？」

　言いながら、椅子に腰こし掛かけて脚あしを組んだ。──脚を組んで座る、という些さ細さいな動作すら、教室にいる時の彼女プリンセスでは、ありえないことだった。

　つまりそれは、帰宅部ここにいる彼女は、ありのままの姿ということで。

「今度、おにぎりパーティーをしようって話してたとこッス」

　おにぎりの最後の一口を口に入れながら（速はええ）、イリスが答えた。

「しないっての。……織田ロリコンの凶きよう悪あく性について議論してたところだ」

「凶悪だと思ってるのは太た郎ろうとか凛花ちゃんだけだってば。僕はただ、小さい女の子と一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入りたいという夢を持ってるだけなんだから」

　口々に言う俺たちを、腕うでを組みながら眺めていた椎名は、眉を寄せて言った。

「……なるほど、相変わらずくだらない話をしてたってわけね」

　そして、俺に顔を向ける。

「……で、佐藤くん。今日は久しぶりにみんなを招集したわけだけど、どういう目的？」

「どうしても話したいことがあって、緊急ミーティングを開きたいと思ったんだ」

　俺は、他の３人に向けて、そう切り出した。

「……みんな、既に耳にしてると思うが、帝成と、舞姫学園が合併するという噂うわさが立ってる。と言うより、もうほとんど事実になりつつある。帝成青春新聞によれば、両校の代表間で合併に向けた交こう渉しようが行われているという話だ」

「そうみたいね。驚いたわ」

　椎名が頷いた。俺は続けて、

「俺は──合併に、反対したいと思ってるんだ。交渉が行われている段階だということは、まだ覆くつがえる可能性だって残ってるはずだから」

　はっきりとそう言った。

「……そりゃまた、どうして？」

　織田が口を開いた。

「僕は特に賛成もしてないけど、別に、デメリットはないみたいじゃないか」

「デメリットならある。舞姫学園の生徒たちが同じ学校に入ってくるところを想像してみろ。ただでさえ鬱うつ陶とうしいウチの学校の『青春バカ』どもが、水を得た魚だ。あいつらは今『上流階級のお嬢様方との青春ラブコメ』にテンション上がりまくって、大おお騒さわぎしてるからな。そんなことになれば──学校の至るところで、青春ラブコメが始まってしまう」

「せ、青春ラブコメ」

「それに、帝成はいちいち極きよく端たんすぎる。入学当初、部活による青春を全生徒に押しつけてきたように、今度は恋愛ムーブメントが起きて、青春ラブコメを押しつけてくるようなことが起こるかもしれない。

　……俺は、青春を謳歌することに学校生活を懸かけてる連中とは違ちがう。そんな学校で、毎日を過ごしたくはないんだ」

「久しぶりに、黒い佐藤くんが現れてるわ……」

　椎名がぼそりと呟つぶやいた。

　喋しやべりまくった俺は、深く一呼吸置いてから他の３人に顔を向けた。

「そういうわけなんだが……合併の反対について、改めてどう思う？」

　すると、渋しぶい顔をしていた織田が、

「……別に恋愛が悪いことだとは思わないけどなぁ」

　イリスが勢いよく挙手した。

「織田さんは何もわかってないッス！　だめだめッス！　センパイの言うことは、正しいと思うッス！」

「えぇっ!?」

「ワタシ、またビビッと来ちゃったッス！　周囲の空気に流されず、己を貫つらぬくその姿……カッコいいッス！　センパイに、ずっとついてくッス！」

「ありがとうっ！」

　駆かけ寄よってきたイリスと、がっちり抱ほう擁ようする俺。

「えっ……イリスちゃん、えっ……」

　狼狽うろたえる織田。

　イリスはキッと織田を見た。

「織田さんは……別の道に進むッスか」

　織田は椅子からガタリと立ち上がり、よろけるように後ずさった。

「…………」

　熟考。

「ぼ、僕だって、太郎と同じ意見だよ！」

　……意見、変わった。

「さぁ、イリスちゃん、僕の胸にも飛び込んでおいでよ！」

「胸に……ッスか？」

　きょとんとしていた。

「なんで僕はダメなんだよぉ────っ!!」

　頭をがしがし搔かきながら、悔くやしそうに叫さけぶ織田。そんな彼は置いておいて、俺は椎名に声をかけた。

「椎名。お前はどうだ？」

「……うーん……」

　腕を組みながら、考える椎名。

「……ハッ!?」

　しかし突とつ然ぜん、何かを思い出したように顔をあげた。

「ねぇ、佐藤くん。これは別に深い意味はないんだけど……昨日、女の子と一緒にいたじゃない？」
















「あ？　あぁ……」

「あの子って……舞姫の制服着てた……？」

　椎名はそろそろと俺を覗のぞき込みながら、遠えん慮りよがちに問いかけてきた。俺は頷うなずく。

「そりゃ、まぁ……舞姫学園の生徒だからな」

　言うと、椎名の目が一度大きく開き、その後、表情がきゅっと引き締しまった。

「……決まってるじゃないっ。あたしだって、合併になんて反対よ！」

　言って、ばん、と机に両手をついて立ち上がる。どういう思考回路があってそうなったのかわからんが。

　いつの間にか俺たちは、長机を囲んで全員が立ち上がっていた。

　力強く、椎名が叫ぶ。

「帰宅部の設立理念は『青春への反逆』。今こそそれを思い出し、再び戦うべきだわ！」
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　…………────

　椿つばきヶが原はらの町の外れに見える、小高い山。

　麓ふもとより、曲がりくねった坂道を上っていくと、やがて木々に囲まれた格好で姿を現す、ひとつの建物がある。

　まるで巨きよ大だいな洋館のような佇たたずまいをしており、そこが学校であると、一目見て気づく者はそうそういないという。

　その場所こそが──舞姫学園である。

　細かな装そう飾しよくの施ほどこされた玄げん関かんの扉とびらを開き、建物の内部に入っていく。天てん井じようが高いためか、広々とした印象を受ける廊ろう下かがまっすぐに続いている。廊下には沢たく山さんの生徒たちが、皆みなしゃんとした姿勢をし、手のひらを合わせたり、口元に手を寄せて笑ったりと、上品な仕草で友人と談笑しながら歩いていた。

　そこに──スパァァァン!!　と、鋭するどい音が響ひびき渡わたった。

　生徒たちが、ゆっくりとそちらを振ふり返る。そして、内の１人が微笑ほほえみながら、呟くように口にした。

「……また、誰だれかが始めたのね」

　音の源は、廊下を突つき当たりまで進み、右に折れたところにある広間からだった。そこは、生徒たちの憩いこいの場ということになっていて、テーブルセットや、好きな時間に使用できるコーヒーメーカーなどが置かれていた。

　広間には、50人を超こえそうなほどの生徒たちが集まっている。

　そしてその中心には、２人の生徒が対たい峙じし、互たがいに睨にらみ合っていた。

「……あなた、新入生ルーキーのくせに少々出しゃばりすぎではありません？　一度、洗礼を受けさせる必要がありそうね」

　片方の生徒──大きな胸が特とく徴ちよう的な、長い髪かみをなびかせた少女が、高たか飛び車しやな口調でそう言った。

　彼女の手には、一本の竹刀しないが握にぎられていた。

「…………」

　もう片方の生徒は、それに沈ちん黙もくで答えた。この状じよう況きようについて、不味まずいことになった、と憂うれえているようにも見えた。

　その手には、何も持たれてはいない。

　ずいぶん大人しそうな印象を受ける少女だ。小こ柄がらで、ほっそりした体たい軀く。おかっぱのショートカット。やや俯うつむき、まっすぐに切り揃えられた前髪の下から、上うわ目め遣づかいに相手を見つめる瞳ひとみが僅わずかに覗いていた。

　２人の様子を、大勢の周囲の生徒たちが取り囲むようにして、独特な緊きん張ちよう感を伴ともなった熱気とともに注視していた。

「フン。３分で蹴け散ちらしてあげましょう」

　巨きよ乳にゆうの方の少女が、そう口にするなり、床ゆかを蹴けった。竹刀を振りかぶり、弾だん丸がんのような速度で接近する。対するおかっぱの少女は、腰こしを落として戦せん闘とう態勢になった。

　周囲から、おぉっ、と喚かん声せいが上がる。

　２人が交こう錯さくする瞬しゆん間かん、再び校舎内に、鋭い音が響き渡る──

　行われているのは──『決けつ闘とう』であった。

　舞姫学園には、特別なルールがいくつかあった。

　内の一つが、『決闘』。生徒たちはことあるごとにこれを行い、物事を決めるのである。白熱した議論を収しゆう拾しゆうする際だけでなく、些さ細さいな意見の食い違いが起きただけでも決闘は行われることがある。また、申し込まれれば断ることはできない。

　一にも二にも、まず決闘。困ったことが起きれば、暴力で解決。そんな学校であった。

　そして──それは、生徒たちの『序列』すらも決めていた。

　おかっぱ少女は、振り下ろされた相手の竹刀を軽々と避よけ、刹せつ那な、目つきが変わる。上半身を思い切り捻ひねって──スケート選手が回転ジャンプを決めるように、跳とんだ。

「なッ────」

　巨乳少女の表情が、驚おどろきで歪ゆがむ。

　おかっぱ少女が、身体を回転させながら繰くり出すのは、回し蹴り。回転のエネルギーを足に集中させ、相手の顔面を──蹴り飛ばす。

　この、小柄なおかっぱ少女こそ、学園内にたった２人しか存在しない『Ａランク』の１人──ミカであった。

　跆拳道テコンドー。あるいはカポエイラ。あるいはムエタイ。

　それらを組み合わせたような、独自オリジナルの武道──『蹴り』の極きわめ手。

　ミカに蹴り飛ばされた巨乳少女の身体は、衝しよう撃げきで横向きにぶっ飛ぶ。そのまま床に落ちて……力ちから尽つきたのか、動けなくなった。

　数秒遅おくれで落ちてきた竹刀が、床に当たって、からん、と乾かわいた音を立てた。

　驚きと、歓かん喜きと、残念そうなため息が同時にあちこちから聞こえてくる。

　ミカは、淡たん々たんとした表情のまま突っ立ち、相手を見下ろす。踵きびすを返し、こう言った。

「……コーヒー。先にいただきます」

　……今回の決闘は、コーヒーメーカーを使う順番を決めるための争いであったらしい。

　野次馬たちがぱらぱらと解散していく中で、ミカはいそいそとコーヒーを作り始めた。

　ガリガリという音と共に豆が挽ひかれ、コーヒーがカップの中に抽ちゆう出しゆつされていく様子を、ミカは両手で頰ほお杖づえをつきながら、楽しそうに眺ながめていた。──彼女はコーヒーが大好きなのである。

　そんなミカの様子を──広間の前を通る廊下、群衆とは離はなれた位置で、２人の少女が見つめていた。

　ひとりは、ミカの一つ年上の姉にして、舞姫学園の『Ａランク』の、残りの１人。

　──その名を、マカ、という。

　舞姫学園においてただ２人の『Ａランク』は、マカとミカという姉妹によって独どく占せんされているのだった。

　マカの容よう貌ぼうは、落ち着いた、優等生のような印象だ。前髪をピンで留めていて、広めのおでこがつるんと出ているのが特徴だった。

　切れ長の目つきをしているが、現在のようにミカを見ている時は、少しだけ目め尻じりが下がる。妹に対する愛情が感じられた。

　マカは、もう１人の少女の斜ななめ後ろに、控ひかえめに立っている。それはまるで──自分より身分が高い方の、御お付きをするようであった。

　実際、そうなのかもしれない。

　マカの前に立つもう１人の少女とは──月つきノの宮みや沙弥であった。

　沙弥の外見は、マカとは対照的だ。

　明るく染めた巻き毛のサイドポニーに、口元から覗く八や重え歯ば。生足むき出しの、これでもかと短いスカート。舞姫学園内では嫌いやでも周囲から浮ういてしまう、派手派手しい格好をしている。

「ミカっち、かなりやるねー」

　沙弥は、楽しそうな表情でマカに言った。

「ありがとうございます。……しかし、まだまだかと」

　妹を褒ほめられたマカは、恭うやうやしく頭を下げながら、そう答える。

「あはは。キビしいね」

「いえ。ミカは、鍛たん錬れんを積んでいませんから。努力次第では、まだ伸のびると思うのです」

「なる。マカろん、努力家だもんね」

　沙弥は、マカのことを、マカろん、と呼ぶ。彼女と出会った時、３秒で思いついたあだ名がそれだった。

　沙弥にそう言われて、マカは謙けん遜そんするように、少し首を振った。

「……でもさ、ミカっちもマカろんも、お洒落しやれっ気けがないよねー。もっとこう、アクセつけたり髪染めたりすればいいのに」

「は、はぁ……。左さ様ようですか」

　マカは曖あい昧まいな返事を返す。沙弥がマカに振り向いた。

「ホラ、スカートとか超ちよう長いじゃん。こんぐらいでいくない？　こんぐらいで」

　言いながら、沙弥はマカのスカートの端はしを持ち、めくり上げた。

「きゃっ！　……な、何をするのですか」

「スカート押さえない」

「は、はい……っ。あの……恥はずかしいのですが……」

　かぁっと顔を赤くするマカ。そんな彼女をよそに、沙弥は相変わらずスカートの端を持ち上げてぺらぺらとめくりながら、なるほどマカはこのくらいの丈たけだとこんなイメージなのか、とか考えている。

　完全に女子校のノリである。異性のいない空間だと、こんなことが日常的になってしまう。

　沙弥がスカートの端をパッと離すと、ようやく羞しゆう恥ちから解放されたマカが真っ赤な顔をしながらぱたぱたとスカートを下に伸ばした。

「恥ずかしがってちゃオシャレなんかできないよ」

「そ、そういうものでございますか……」

　マカは、自分にオシャレは難しいだろうな、と思った。

　それにしても、と沙弥は話題を変えた。

「最近、超騒さわがしくない？　決闘なんか、しょっちゅう行われてるじゃん」

　マカが、はい、と頷いた。

「皆、鬱うつ憤ぷんが溜たまっているのだと、下か名めいは思っております」

　マカは時折、聞き慣れない言こと葉ば遣づかいをする。

　下名、とは自分をへりくだって言う表現で『わたくし』の意だ。マカは必要以上にへりくだった敬語で話す。

　しかしそれはいつものことで、沙弥は気にする様子もない。

「……うっぷん？」

「はい。帝成高校との、合がつ併ぺいの件でございます」

　言われて、沙弥はなんとなく察したような顔をする。

「……一体、どうしてこのようなことになってしまったのでしょうか……酷ひどい話です。生徒の意思とは無関係に、学校の経営陣じんのみの思おも惑わくによって合併計画が進んでいたなんて」

　マカは、広いおでこに手を当てて、やれやれとため息を吐ついた。

　それに、沙弥も同調する。

「オトコと一いつ緒しよにガッコ通うなんて、想像もできないよね」
















「想像もしたくございませんね。なんて恐おそろしい……。オトコは、最下等の生き物です。皆一様にいやらしい目つきをしております。女子に蹴りを食らっても、自己保身よりスカートの中を覗のぞくことを優先するような連中でございます。下名は、あのような人達とは関わりたくない……おそらく、舞姫の他の生徒たちも皆同じ思いでしょう」

　げんなりした様子のマカ。彼女は、男嫌ぎらいばかりの舞姫学園内においても、とびきりの男嫌いであった。

「そ、そうなの……？　そんな……？」

　純じゆん粋すいな沙弥は真まに受けて、困った顔をした。

「どうにかできないものでございましょうか……」

　マカのため息を聞いて、沙弥があっけらかんと答えた。

「そだ。なら、アタシに任せてよ」

「えっ？」

　マカが目を見開いて、沙弥を見る。

「アタシが、経営陣にクレームつけてみるよ」

　マカは、その言葉に一いつ瞬しゆん、まるで世界滅めつ亡ぼうから救われたような心地ここちがした。

「……た、確かに、沙弥様のご意向となれば、合併計画も覆くつがえる可能性が大いにあります。いえ、覆らないわけがないでしょう。なにせ、『天てん子し』の権力は絶大。経営陣以上に強いのですから……！」

　ぶつぶつ呟つぶやきながら、そんな提案をしてくれた沙弥に、感激した眼まな差ざしを向けた。

　……しかし、沙弥はマカがぶつぶつ呟いている間に、すたすたと広間の方へ歩いていってしまっていた。

　広間では、ミカが一いつ杯ぱいのコーヒーを飲み終え、今度は手持ちの水すい筒とうの中にコーヒーを注いで、ストックを作っているところだった。──沙弥は、ミカがあんまりおいしそうにコーヒーを飲むのを見ていて、自分も飲みたくなったのだった。

　未だ大勢の生徒たちのいる広間の中に、沙弥が入っていく。するとそれに気づいた生徒たちが、ひれ伏ふす勢いで頭こうべを垂れ、

「「沙弥様、ごきげんよう！」」

　と、礼れい儀ぎ正しく挨あい拶さつをする。

　大勢の生徒たちが、皆みな一様に深々と頭を下げるので、その光景は新興宗教のようだった。

　その中心にいる、さながら教祖様といった格好の沙弥は、ははは、と照れくさそうに笑いながら、人差し指でくるくると髪かみをいじった。

　月ノ宮沙弥は──そういった立場にある少女だった。

　生徒たちは、沙弥のことを、『天子』と呼ぶ。

　天子とは、君主の称しよう号ごうであり、天下を治める者を意味する言葉である。

　ことあるごとに『決闘』によって物事を決める──そんな『武道至上主義』の舞姫学園において、超ちよう人じん的な戦闘能力を備えた沙弥は、絶対的存在として君臨し、崇あがめられる運命にあった。……本人の意思とは関係なく。

「……あ、沙弥様だ。こんにちは」

　唯ゆい一いつミカだけは、他と違ちがって、軽い口調で挨拶をしていたが。彼女は誰だれに対しても無愛想で、誰に対してもありのままだった。

「…………」

　マカは、皆から敬意を集める沙弥の姿を、少し離れた場所から、うっとりと見ていた。

　ずっと前から、憧あこがれていた。尊敬していた。

　そして、少し嫉しつ妬としてもいた。

　……ちら、とマカは沙弥のスカート丈を見た。確かに、彼女のスカートは自分のものに比べてずいぶん短い。

「…………」

　そういうのも、ありなんだろうか。

　マカは、自分のスカートをこっそり腰こしの辺りで数回折って、少しだけ丈を短くしてみた。

「……なるほど……」

　少しだけ、沙弥に近づいた気がした。

　……ともかく、沙弥はすごいのだ。天子の権力を使って、合併計画に反対してくれるなんて。舞姫学園を、救ってくれるなんて。

　マカは、改めて彼女に感激していた。……はず、だった。

　以上が、３日前の出来事である。

　────…………




　　　　☆




　ごぉぉぉん、ごぉぉぉん……。

　18時を知らせる、時計台の鐘かねが鳴る。

　帝成高校のシンボルとなっているその時計台の向こうに、太陽が沈しずみかけていた。

「この時間まで学校に残るなんて、久しぶりだな……」

　辺りに響ひびく鐘の音を聞いて、俺は思わず呟いた。

「ミーティング、みっちりやったッスから」

　と、やりきった顔でイリスが言った。

「後半、ほとんど駄だ弁べってただけじゃないの。合併に反対するって言ったっきり、具体的な策は練られなかったし……」

　椎名がスカートのポケットに手を突つっ込こみながらツッコんだ。

　すっかり夕暮れ色に染まった空の下。俺たち帰宅部は、４人一緒にインフォメーションギャラリーをぞろぞろと歩いていた。

　校門を出れば各々の帰路は分かれていくが、校門までは、今日のようにイベントがあろうとなかろうと、帰宅部全員で歩くのが習慣になっていた。

　いつの間にやら、どこからか心地よい歌声が流れていた。するとそれは、横を歩く椎名が小声で歌を口ずさんでいるのだと気づく。

　声楽家らしいと言えばそうかもしれないが、椎名は歌を口ずさむのが癖くせだった。それは織田やイリスも知っているから、皆その歌声をＢＧＭのようになんとなく聞いていた。

「あれ？　誰かいるね」

　歩いて、校門の近くまでやって来た時、織田が前方に視線を向けて言った。

　校門の先。

　その姿を見て、俺たちの足と、椎名の歌声が止まった。

　明るく染めた巻き毛に、生足むき出しの短いスカート。

「…………沙弥」

　こちらに向けて、えへへ、と八重歯を覗かせて笑う、月ノ宮沙弥が立っていた。

　その傍かたわらには、まるで控ひかえるようにして立つ、見知らぬ少女。

　２人とも、舞姫学園の制服を身につけていた。

「……あの時の……」

　椎名が、沙弥の姿を見て、低い声でぽつりと呟いた。

「あれ？　太郎、あのギャルい子と知り合い？」

　織田が驚おどろいた顔で俺を見る。

「あ、あぁ……」

　曖あい昧まいに答える。知り合いというか……まぁ、知り合いなんだけど。

　しかし……彼女は一体、何しに帝成にやって来たんだろう？

「太郎クン、１日ぶりーっ」

　沙弥は俺に近づいてきて、そう言った。……１日しか経ってないじゃねーか。

「あ、あぁ……」

「いま帰るトコっしょ？　アタシも帰宅中なんだよね」

　制服着てるし、通学鞄かばん持ってるし、見るからにそうだろう。

「あ、あぁ……」

　いつの間にか、あ、あぁ……を連呼していた。イカンイカン。

「……何しに来たんだ？」

　訊たずねると、沙弥は一瞬、まるで想定外のことを聞かれたような顔をした。

「えっ？　そ、それは、その…………あ、ほら！　昨日、太郎クンにアウトローなヒトたちから助けてもらったじゃん？　改めて、お礼がしたくって的な」

「へぇ……そんなことしたんだ」

　織田が感心したように俺を見る。

「いや……むしろ助けられたのは、俺の方なんだが」

　言うと、沙弥はぶんぶん顔を横に振ふった。

「そんなことないよーっ！　助けてもらったとき、アタシ、太郎クンのこと……」

　言いかけて──口をつぐんだ。

「ま、まぁ、そんなわけで、会いに来たんだよ」

　沙弥は、はは、と微び妙みような笑みを浮うかべてから話題を変えた。

「あ、そういえばさ、例の話、もう聞いた？」

　例の話。昨日、同じ言葉を彼女から聞いた。それが何を意味しているのか、今となってはすぐにわかった。

「……合がつ併ぺい、か？」

「そーそー！」

　沙弥はこくこく頷うなずいて、両手を肩かたの辺りで握にぎり、片足を後ろに上げたポーズで、目をやたらにキラキラ輝かがやかせながら、

「それ、ッちょお[image: ～][image: ～][image: ～]激アツだと思わない!?」

　と、俺に問いかけてきた。

「げ……激アツ？」

「うん！　だってさ、一いつ緒しよのガッコになるんだよ？　ワクワクするじゃん！　だいじょぶ、合併計画はアタシの方で進めとっから！」

「はぁ……？」

　思わず顔が傾かたむいた。沙弥が、進める？

　おっしゃられている意味がよく理解できないのですが。

　助けを求めて、周囲を見回す。沙弥の傍らに立つもう１人の少女と目が合った。

　凜りんとした鋭するどい目つきに、広いおでこが特とく徴ちよう的な少女。

「…………」

　すると、俺の視線に気づいた沙弥が、彼女を紹しよう介かいしてくれた。

「あ、この子はね、マカろん」

「マカロン？」

「あいや、ごめん、マカろんっていうのはあだ名で、マカが名前。……アタシがまたアウトローなヒトたちに絡からまれたり、問題起こしたりするかもしれないからっつって、監かん視しのためについてきてんの」

「なるほど、監視で……」

　そりゃ、昨日みたいなことが何度も起こると不味まずいだろう。日常的にアウトローに絡まれているらしい沙弥を１人にしておくのは、危険だ。

　マカ、と呼ばれた少女は、俺に視線を向けられることを嫌いやがるかのように、一歩後ずさって距きよ離りを取った。……警けい戒かいされてるのか、俺？

　彼女は、口を開く。

「監視ではございません。下名は、沙弥様の付き添そいをさせていただいているのです」

「下名？」

　難しい言葉使うな……。

　というか、沙弥のこと、『様』つけて呼んだか？

　沙弥を見る。くるくると髪をいじくっている。

「……勝手ながら、先の沙弥様のお話について補足をいたしますと」

　マカは、続けてこう語った。

「つまり、沙弥様には、その一存で合併計画の行方ゆくえを左右できるほどの力があるのです。下名や沙弥様の通う学校──舞姫学園では、常に強い者が正しいとされます。そして、最も強い者は『天子』と呼ばれ、巨きよ大だいな権力が与あたえられます。それが──沙弥様なのです」

　それは、ずいぶん突とつ拍ぴよう子しもない話だった。

　唯１人の一存で、学校全体の意思決定が行われてしまうなんて。

「あれ、僕の知ってる舞姫とは、違うような……」

　と、織田。

「は、ハチャメチャな学校ッスね……」

　と、イリス。

　帰宅部の面々は、信じられないという顔をしていた。

　けれど、先日の光景を目まの当たりにした俺には、その言葉が噓うそを語っていると、否定することはできなかった。

　確かに──舞姫学園は、そういう場所だった。

　沙弥は、照れくさそうに相変わらず髪かみをいじりながら、

「そーゆーわけで……アタシに任せてよ。合併は──バッチリ、成立させるから！」

　はっきりと、そう言った。

　……そこで、ふと、マカの表情に気づく。

　彼女は、俯うつむきながらも、苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔をしていたのだ。

「……マカ、あんたも賛成してるのか？」

　覗のぞき込み、訊ねてみる。

「気安く名前を呼ばないでください」

「え？　あぁ、悪い……。苗みよう字じって、何なんだ？」

「申し訳ございませんがお答えできかねます。これ以上、個人情報を知られたくございませんので」

「はぁ……」

　……愛想悪いな。

　そこに沙弥が、俺たちの間に入って、フォローしてくれた。

「ゴメンね。マカろん、生きつ粋すいのオトコ嫌ぎらいで」

　……オトコ嫌い？　あぁ、だから俺、こんなに警戒された態度取られてるのか。

　なんとなく、そう納得しておく。

　マカはややあって、

「合併計画の是ぜ非ひについてですが……天子のご意向は、絶対でございます」

　その答えで、やっぱり反対しているのだとわかった。

　ただ、遠回しに語られたマカの言葉の意味は、沙弥には通じていないようだった。相変わらずにこにこしている。

　そこで──今まで黙だまって俺たちのやりとりを眺ながめていた椎名が、口を開いた。

「悪いけど……佐藤くん含ふくむあたしたちは、合併に反対してるの」

　若じやつ干かん、刺とげ々とげしい口調で言い放たれたその言葉は、その場に流れる空気に、鋭く切り込むかのようだった。

「……へ？」

　沙弥がきょとんとした顔になって、椎名を見た。そして、俺に振り向く。

「そ、そうなの？」

「……あぁ」

　驚き、固まる沙弥の様子を認めながらも、俺は言葉を続けた。

「もし本当に、あんたの一存で合併計画の行方が決まるのなら、お願いしたいんだ。合併を──止めて欲しい」

「や、やだよ！」

　沙弥は、ふら、と後方によろけながら、頭を振って否定する。

「……合併することに、そんなに大きなメリットがあるか？」

　訊ねると、彼女は口ごもった。

「そ、それは……」

　視線を落として、何やら考え込む。そして、やがて顔を上げ、沙弥はこう言った。

「……それは言えないけど、でも、どうしてもって言うなら、ひとつ、合併を止める方法があるよ」

「方法？」

「うん。さっき言ってたとおり、ウチのガッコでは、強い者が正しいの。だから、対立したときは、武道で決着をつける。アタシたちは、それを──『決けつ闘とう』って呼んでる」

　沙弥は、俺を見つめ、そう語った。

「もしもキミたち４人が合併に反対してて、止めて欲しいってゆーんなら……アタシと戦って、勝てばいいんだよ」

　……話が、悪い方向にいっている気がする。

「武道、ねぇ……」

　織田が、沙弥をじろじろと見ながら呟つぶやいた。

　気持ちはわかる。沙弥は、見てくれだけならギャルい女子に過ぎない。体たい軀くは華きや奢しやな方だし、とても強そうには見えない。

　けれど──その戦せん闘とう能力を、舐なめたらいけないと、知っている。

「いいわよ。やろうじゃないの」

　椎名が腰こしに手を当て、自信ありげにそう言った。

「で、でも、学校で一番強いって言ってたッスよ？」

　イリスだけが、心配そうに慌あわてていた。

「…………はぁ」

　傍そばから俺たちを眺めているマカが、呆あきれたようなため息を吐ついたのが見えた。

　けれども、こうなったらやるしかない──

「じゃ、さっそく勝負ね。４人いっぺんにかかってきてよ。アタシが負ければ、合併計画は終わり。そのかわり、もしもアタシが勝ったら──」

　沙弥は静かに腰を落とし、戦闘態勢になる。

　俺を見み据すえた。

「──太郎クン、アタシとのデートにつきあってもらうかんね」

　そして、決闘は、始まった。

　軽くステップを踏ふんで、沙弥が動き出す。

　彼女が最初に向かっていったのは──織田だった。

「……面白いね」

　織田が、口元をつり上げる。最初のステップだけで、彼女が本物であることを見み抜ぬいたのかもしれない。その瞳ひとみは、真しん剣けんな色をしていた。

　拳こぶしを顔の前で構える。

　突つっ込こんでいく沙弥。しかし、先に攻こう撃げきを仕し掛かけたのは織田だった。左拳で放たれる、牽けん制せいの打だ撃げき。沙弥が首を反そらして避よけ、尚なおも接近。しかし織田のジャブは止まらない。近づけまいとするように、連続して放たれ続けた。沙弥はそれらを全て、避けたり受け流したりしていく。

「ッ」

　とうとう踏み込んで、右ストレート。躱かわされる。

　──しかし、織田はそれを見み越こしていたのか。

　拳を繰くり出した姿勢のまま、身体を回転させ、左後ろ回し蹴げりを叩たたき込んでいった。

「なぁッ!?」

　沙弥の悲鳴。決まった──と思った。刹せつ那な、沙弥は跳とんだ。

「──っと、危ないあぶない」

　地面を蹴り、織田の頭上まで跳ちよう躍やくすると、太ももで頭を挟はさんだ。

「が────」

　今度、声をあげたのは織田だった。沙弥は織田の頭を挟んだまま、バク転するように、両手で地面に着地する。

　勢いそのままに、足を振ふり下ろす──織田の身体が、持ち上がった。

「がハ────ッ」

　挟まれた顔面から、地面に叩きつけられた。さすがに、ひとたまりもない。

「……さて、と」

　地面でのびている織田を見下ろしながら、パンパンと、両手の砂すな埃ぼこりをはたき落とす沙弥。

「一気にいくよっ」

　そして──俺たちのいる方へ、向かってきた。

「ひいいっ」

　イリスの叫さけび声。そこからは──ほとんど一いつ瞬しゆんだった。

　というか、何が起こったのか、よくわからなかった。足あし払ばらいを受けたのか、それとも背負い投げでもされたのか。

　……気がつけば、地面に倒たおれていた。空中で、ぐるんと一回転させられたような感覚が残っている。

「ぐ…………」

　頭を動かして周囲を見ると、俺と同じように帰宅部全員が地面に大の字になっていた。

「はわぁ～…………」

　目をぐるぐる回しながらのびているイリスが、呻うめき声を出している。

　……痛感せざるを得なかった。月ノ宮沙弥との、戦闘能力の差を。

「へへ、アタシの勝ちだね」

　沙弥が歩いて近づいてきて、腰に手を当て、仰あお向むけの俺を見下ろした。

「…………っ」

　何も言い返すことができない。

「いつでも、決闘は受けたげる。でも、約束はちゃんと守ってもらうかんね」

　約束。何て言ってたっけ。確か……。

「デート。つきあってもらおーっと」

　沙弥は、ずいぶん嬉うれしそうな顔をして、そう言った。

「デートって何だよ……」

　俺は、それだけ呟いた。内心では、別のことを考えていた。

　……スカート短すぎて……パンツ見えてるっての。




　…………────

「しっ。……織田くん、足音立てすぎ」

　椎名が、後ろを振り向いて睨にらみ付けた。

「……ごめんごめん」

　苦笑いをして、頭を搔かきながら織田が答える。

　椎名の後ろにはイリスが張り付いていて、椎名の背中をぎゅっと摑つかんでいる。

「こういうの、探たん偵ていみたいで楽しいッスね」

「楽しんでるんじゃないわよ」

　椎名、イリス、織田。３人は、ひっそりと歩き、前方に見える２人を追いかけていた。

　周囲は既すでに、ずいぶん賑にぎやかになっている。沢たく山さんの人が道を歩き、どこかに設置されたスピーカーから、小気味の良いＢＧＭが聞こえてくる。

　駅の北側、繁はん華か街がいである。

『決闘』が終わった後、帰宅部員は太郎と別れた。沙弥が強引に連れて行ったからだ。

　去って行く太郎を、椎名が「追うわよ」と言いだし、こうして現在に至る。

　ちなみにマカは、『下名は空気を読んでおいとまいたします』と言って既に去っていた。

　太郎と沙弥が行き着いたのは、繁華街の片かた隅すみにあるアイスクリーム屋だった。

　沙弥が『オススメだから』と言って連れてきた。

　チェーンではなく、個人でやっている屋台である。白いミニバンを改造した移動式のアイスクリーム屋で、店の前には、店名であろう『32』と書かれた看板が置かれていた。

「…………」

　椎名ら３人は、ミニバンの後ろに隠かくれ、その陰かげから顔だけ出して太郎と沙弥の様子をうかがった。縦に３つ頭が並んでいる格好だ。

　太郎たちからは見えないが、周囲からは丸見えだった。

「ね、どれ食べたい？」

　店の様子を眺める太郎に、沙弥が訊たずねた。太郎は並べられたサンプルを眺める。

「オススメはね、ストロベリーチーズケーキ味かな」

「じゃあ、それでいいかな」

「アタシは大だい納な言ごんあずき味にしよっと。お代は太郎クン持ちだからね。デートのお代は、オトコが払うって決まってるんだから」

「決闘負けたし、別にいいけど……決まってるのか」

「アタシ、デートしたことないからわからんけどね。Yah○o知ち恵え袋ぶくろ先生がそう言ってたから、間ま違ちがいないでしょ」

「知恵袋先生が……」

　……というか、見た目に反して、デートしたことないのか？　太郎は思った。

　……というかというか、これやっぱりデートなのか？　太郎は首を捻ひねった。

　色々疑問はありながら、とりあえず全部置いといて、太郎は店主のおばさんにお代を渡わたし、アイスクリームを受け取る。

　けっこう値段が張ったので、２人分のお代は高校生男子の財布には痛い。けれども仕方がないだろうと思った。

　店の前のベンチに座って、太郎と沙弥は、食べ始めた。

　……それを、ミニバンの陰から３つの頭が一心に見つめている。

「なんであんなに近いの、あの２人っ」

「ば、バレるよ、凛花ちゃん」

　身を乗り出した椎名の頭を、織田が手で押して戻もどす。

「ああいうの、ドラマで見るッス」

「うん、恋れん愛あいドラマでね。……イリスちゃん、ドラマだとああいうシーンの後、２人はどうなると思う？」

　織田が悪戯いたずらっぽい顔をして訊ねた。するとイリスが、

「男の人が別の女と結けつ婚こんして、前の女が怒おこって男を刺さし殺すッス。でも今度は結婚した女が怒って、その女を殺すッス。憎にくしみの連れん鎖さは止まらないッス」

「普ふ段だんどういうドラマ見てんのさ！」

「……あぁもう、織田くん大きな声出さないでっ！」

　椎名が織田の顎あごに拳を入れた。

「ごっ」

　織田はどさりと倒れる。

　……その時、ベンチでアイスにかぶりついた太郎が、不思議そうな顔をしてミニバンの脇を覗のぞき込んだ。

「あれ、なんか今、悲鳴が聞こえたような……？」

「……そお？　気のせいじゃない？」

　沙弥がきょとんと答える。

「そうだよな。町なかでそうそう悲鳴なんて聞こえるわけないし……」

　太郎は納得したように、再びアイスにかぶりついた。

　……一方、ミニバンの裏では椎名が、倒れた織田の足を両りよう脇わきに抱かかえて、車体に背中をぴったりと張り付けていた。

「あ、危なかったわ……」

　太郎の視界に入る位置に織田が倒れたため、椎名は瞬しゆん時じにミニバンの陰に引きずり戻したのである。

「間かん一いつ髪ぱつッス……」

　イリスも安あん堵どの息を吐はく。

　とその時、近くの道を歩いていたサラリーマン風の男が、椎名の姿を見て足を止めた。

「あれ？　君ってもしかして……『椎名リンカ』じゃないのかい？」

「っ!?」

　言われて、椎名はバッと織田の足を離はなし、両手を顔の横にあげた。

　ちら、と太郎に目を向ける。大だい丈じよう夫ぶ、気づかれていない。刹那、椎名はサラリーマン風の男の胸むなぐらを摑んでミニバンの陰に引き入れた。

「わわっ？」

　男は驚おどろいて声をあげる。椎名は手で男の口を塞ふさいだ。

「っ…………!?」

　状じよう況きようが吞のみ込めず、困こん惑わくした目を椎名に向ける男。

　椎名は男から手を離すと、苦笑いを浮うかべた。

「……あ、あはは……椎名凛花です」

　……どうしたもんか。

　椎名は目を泳がせて思案し、思いつく限りの言い訳を述べた。

「えっと……そうだ。いま私、テレビ番組のロケ中でして……ほら、芸能人が鬼おにごっこして、逃にげ続ければ賞金がもらえるアレです」

「…………あぁ、なるほど。それで隠れてるってわけだ」

　数秒の沈ちん黙もくの後、理解が満ちて、頷うなずく男。

「すごいや、リンカちゃん。まさかロケ中なんて！　じゃあもしかして、ボクも今映ってたりする？　カメラどこ？」

　声を潜ひそめる様子もなくそう言って、きょろきょろ辺りを見回しだした。

「で、ですから静かにしていただければと……」

　椎名は苦笑いを浮かべた。後方で倒れている織田は、なんとか身体で隠していた。

　そこでイリスと目が合った。イリスが、アイコンタクトで訴うつたえかける。

（凛花さん、こいつどっか行かせるッスか！）

　椎名が頷きを返すと、イリスは、ぐっ、と親指を立ててみせる。そうして、毅き然ぜんとした態度で男に向かった。

「あのっ」

「ん？」

　男がイリスに振ふり向く。──顔が合った途と端たん、イリスが人見知りを発揮した。

「えっ……と、その……ちょっと、ごめんなさいなんですけど……」

　急にもじもじする。

「よ、よろしければ……あっち行ってくだ……くだ……あっちに行きませんかっ」

「え？　き、キミと？」

　可愛かわいいようじょ（男の主観）を見て、男の頰ほおが緩ゆるんだ。

「どうしたの？　何かあるの？　おじさん行くよ？」

　何か勘かん違ちがいされている。イリスはそう感じたが、もう割とテンパっていたので、とにかく男の手を取った。

「い、行くッスっ」

「う、うんうん！　行くいく！」

　男は、イリスに連れられるままに去って行った。

「……大丈夫かしら、イリスちゃん……」

　２人の姿が繁華街の雑ざつ踏とうに消えるのを、椎名は心配そうな顔で見ていた。

　……まぁ、逃げ足は帰宅戦争で無む駄だに鍛きたえられてるし、平気かな……。

　と、太郎と沙弥のことを忘れるところだった。椎名はミニバンの陰から顔を出し、２人に意識を向けた。

　────…………




　……どうも先ほどから、近くで聞き覚えのある声がするんだよな……。

　しかし、周囲を見回しても知り合いの姿は見えない。やはり、気のせいなのだろう。

　沙弥がアイスクリームをぺろぺろと舐なめながら、俺に訊ねてきた。

「ね、太郎クンってラインやってる？」
















「『ライン』？　……あー、チャットアプリのことか？　やってないな」

「マジでー？　今時やってないとか超ちようありえんって。無料だし、落としときなよ」

「そ、そうなん？」

　だから、ギャル喋しやべりが若じやつ干かん伝染してるって、俺。

　指示されるままに、スマホにインストールする。

「そしたら、こーしてＩＤ登録して……ほい！　これでアタシが友達登録されたっ」

　なるほど、俺の画面には友達リストなるものが表示され、まっさらなその中に、『さやぽん☆』という名前が載のっている。これがこいつか。

「へへ……太郎クンの初めて、とっちゃった」

　沙弥は何やらニヤニヤしている。

　それから、互たがいの学校生活について、あれこれと話をした。

　青春大好きな帝成高校のこと。学校の大半を占しめる『青春バカ』どもは、合がつ併ぺいを大歓かん迎げいしていること。あるいは、帰宅部のこと。

　そして俺は、舞姫学園について、訊ねてみた。

「この前、舞姫学園は『武道至上主義』だって言ってたけど……本当にそうなんだな」

「あぁ、うん。ウチって、武道の強さによって上下関係が決まるんよね」

　沙弥は足を組んで座り、アイスクリームをぺろぺろと舐めながら、こう語った。

「『ランク』っていうのがあってさ、例えばさっきのマカろんはＡランク。Ａランクはマカろんと、あとミカっちって子の２人しかいないの。マカろんとミカっちは姉妹で、舞姫学園の『地獄の番犬オルトロス』って呼ばれてたりする」

　マカろんとかミカっちとか、あだ名で人を紹しよう介かいされると、非常にわかりにくい。

　それにしても。

「オルトロスって……」

　苦笑いしてしまう。

　２人がどれだけ恐おそれられる存在なのか、なんとなく理解できるような呼び名だった。

「……けど、沙弥はＡランクじゃないのか？」

「へへ。よく聞いてくれたね。アタシは、Ｓランクだったりするのだよ。例外的な称しよう号ごうらしいんだけどね」

　……なるほど、１人、格が違うってわけだ。

　その時、沙弥が俺の口元をじぃっと眺ながめて、言った。

「あはは。太郎クン、口にアイスついてるよ」

「うそ」

「とったげよっか？」

　言うなり──顔を近づけてきた。

　どきりとした。

　とっさのことに、動けなかった。顔が近づく。沙弥が、唇くちびるを寄せてきた──

「すと────っぷ！」

　どこからか大声がして、

「わっ」

　慌あわてて沙弥が俺から離れた。きょろきょろと周囲を見回す。

　すると──俺たちの前に、とつぜん椎名が現れていた。

「し、椎名。どこからっ」

　椎名は、頰を赤くして、若干肩かたをいからせている。明らかに不ふ機き嫌げんな顔だ。

「キミはさっきのっ。な、何してんの、ここで」

　沙弥が、気き恥はずかしそうにくるくると髪かみをいじりながら、椎名に問いかけた。

「あ、あたしはたまたま、買い物があったからこっち来てただけよ。……というか！　何してるのはこっちのセリフよ。そういうの、公こう序じよ良りよう俗ぞくに反するって言うのよ」

　俺たちをびしっと指さして、椎名は言った。

「いや、そういうつもりはなかったんだ」

　俺は慌てて弁解する。というか、何が起ころうとしていたのかすら、混乱気味でよくわからなかった。

　椎名は俺を見てフンと鼻を鳴らしてから、沙弥に向けて告げた。

「町なかでそういうことするとね、法律違い反はんになって捕つかまるのよ。何なら、あたしの方から警察に告げ口するわよ。そしたらムショ行きよ、ムショ行きっ」

　……勢いに任せて、ずいぶんなことを言っている。

「えっ。そうなの、ムショはやだよ……」

　しかし、沙弥は明らかにびびって身体を縮こまらせた。……信じたのかよ。

「嫌いやなら、さっさと帰ることね」

　椎名の言葉を鵜う吞のみにし、沙弥は残りのアイスクリームを急いで食べた。食べ終えると、俺の顔を覗のぞき込んで、

「でも、おいしかったね。ね、また一いつ緒しよにここ来よう？」

　純じゆん粋すいな表情で、そう問いかけてくる。

　そんなに、楽しい話をしていたわけでもないのに、どうしてそんな顔で、俺とまた来たいと言うのか。

「あ、あぁ……」

　わからなかったけれど──俺は、思わず頷いてしまった。




　　　　☆




「ただいまー……」

　なんだかんだで、帰宅したのは20時前だった。

　玄げん関かんで靴くつを脱ぬぎ、家の廊ろう下かを歩いていくと、リビングで１人、ソファに体育座りしてテレビをじぃっと見つめる妹の姿が目に入った。

　もう寝ね間ま着きを着ているから、風ふ呂ろにも入った後なのだろう。

　妹の寝間着はお腹なかにでっかくウサギのイラストが描えがかれていて、かなり子供っぽい。もう中学生なのに幼い趣しゆ味みをしている奴やつである。

　俺の足音に気がついて、妹が、ちら、とこちらを振り向いた。

「おかえり。遅おそかったね。……今日も『帰宅部』の活動？」

「まぁ……そんなところだ」

　答えると、妹はふぅんと鼻を鳴らし、じぃっと俺を見つめた。

「……何だよ」

「なんかお兄ちゃん、最近変わったなーと思って」

「変わった？　どこが」

「どこっていうわけでもないけど……雰ふん囲い気きが。闇やみ属性じゃなくなった感」

　闇属性て。

「あ、そういえばご飯テーブルの上にあるから」

　妹は思い出したようにそう言った。

「作ったのか？」

「ん。鍋なべ。わたしの残りだけど。お父さんとお母さんは、今日も帰らないそうだから」

「……そか」

　相あい槌づちを残し、階段を上ってひとまず自分の部屋に向かう。

　鞄かばんをベッドの上に投げて、さっそく飯を食いに下りた。アイスクリームを買い食いしたとはいえ、高校生男子たるもの、この時間になれば腹が減って仕方がない。

　リビングに戻もどってくると、コンロで鍋を温める。磯いその香かおりが室内に充じゆう満まんしていった。

　鍋と言えば基本的には冬なのだろうが、６月であろうと、鍋は美味うまい。

　うちの家は昔から両親ともに仕事が忙いそがしかったから、手間をかけずに作れる鍋は、一年中よく食べていた。

　今も両親は仕事で出張する日々が続いていて、かれこれ５日ほどにもなる。

　ほとんど、妹との２人暮らしだ。

「あー、なんかいい匂においしてきた。またお腹減っちゃった」

　テレビがＣＭになったタイミングで妹がこっちを振り向いて、そんなことを言う。

「……わたしも、一緒に食べちゃおっかな」

「食べちゃおっかなったって、これ、１人前しか残ってないだろ」

「いいじゃん、分けてよ」

「嫌だよ。俺の分だぞ」

　拒きよ否ひしているのに、いそいそと自分の箸はしやお椀わんを用意してテーブルにつく妹。

「わたしが作ったんだもん。文句言う権利なし。足りないなら自分で用意して」

「冷蔵庫にまだ材料残ってるのか？」

「なし」

「ないんじゃん」

「買ってくればいいよ。走ればスーパー間に合うかも」

「なんだと」

　言い合う。年下だろうが飯のことになれば手加減しない。

　その時、ポケットのスマホが、ピコン、と音を立てた。

「……ん？」

　聞き慣れない音に、不思議に思いながらスマホを取り出し、画面を見る。




　さやぽん☆：やっほー！　さやだよ！　さっきは付き合ってくれてアリガトね[image: ]




「……………………あ、ラインか」

　数秒考えて、やっと合が点てんがいった。

「え、なになに？」

　白菜を口に運びながら、俺のスマホを覗き込む妹。だから食うなっての。

「なんでもないよ」

　自分の取り分を確保するため、急いでいくらか鍋をかっ込んでから、ラインの画面を開き、返信を試みる。




　太郎：また、お願いな




　……また決けつ闘とうさせてくれということを伝えようとしたのだが、目的語を打ち込んでいなくていまいち意味が伝わらないかもしれない。

　続けて補足を送ろうとしたのだが、そこで妹にスマホを奪うばい取られた。

「あれ。これ、彼女？」

　画面を見て、目をまんまるにする妹。

「お兄ちゃん……彼女できてたの？　ちょっと、聞いてないんだけど！」

「言ってねぇよ。彼女じゃないんだから」

「うそだ！　この文面、カップルのやり取り以外の何ものでもないもん！」

　わーわーとうるさく騒さわぐ妹。

「ばか。違うっての。スマホ返せ」

　ひったくり返す。

「お兄ちゃんに彼女なんて……やっぱり変わっちゃったんだねっ。ふくざつな心境っ！」

　妹はそう言って、瞳ひとみをうるうるさせた。だから彼女じゃないってのに。……いや、俺のことバカにしてるだけか、こいつ？

　残りの鍋を食べ終えてしまった俺は、席を立った。

「……自分の部屋行くの？」

「あぁ。こなさなきゃいけないクエストがあるから」

　答えて、リビングのドアに向かった。

「クエスト？　……って、ネトゲの話か。……変わったんだか変わってないんだか、わからん兄だ……」

　リビングを出る時、妹の呟つぶやく声が聞こえた。

















Second Stage　修行と告白とナース服









　沙さ弥やに敗北し『デート』が敢かん行こうされてから、幾いく日にちしか経たっていない日のことだった。

　放課後、今日も帰宅部の４人でインフォメーションギャラリーを歩き、校門に向かっていると、織お田だが校門の先に視線を向けて、

「あれ。今日も来てる」

　見ると、そこには月つきノの宮みや沙弥と、マカの２人が立っていた。

「やっほー！」

　沙弥は満面の笑みで、こちらにぶんぶん手を振ふっている。

「……楽しそうね、あの子」

　椎しい名なが不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやいた。

　そうして、俺たちが歩を進め、校門の前までやって来ると、沙弥は両手を背中に回して身体からだを傾かたむけ、にこにこした顔で俺を上うわ目め遣づかいに覗のぞき込み、

「太た郎ろうクン、数日ぶりーっ」

　だから、数日しか経ってないじゃねーか。

「ねぇ、見て見てこのキーホルダー。昨日買った新入りちゃん」

　沙弥はポケットから、キーホルダーがじゃらじゃらぶら下がったスマホを取り出した。

「どれが新入りちゃんなのか全然わかんないんだけど……」

「えっ？　うっそ。これこれ、シイタケのやつ！　可愛かわいくない？」

　なるほど、よく見れば様々なキャラクターたちの中に、茶色いシイタケが埋うもれている。

　なんだその独特のセンス。……と思ったら、傍かたわらに立つマカのポケットから、同じシイタケがぴょこんと出ていた。一いつ緒しよに買ったのか？　それとも流行はやってるのかそれ？

「それはそうと太郎クン、今日もアイスクリーム食べに行く？」

　沙弥はぐいぐい来た。

「じとー……」

　背中に突つき刺さすような視線を感じて、振り返る。すると、椎名が俺を見つめていた。

　不機嫌な様子だ。

「ま、まて。今日はアイスはなしだ」

「なんでよー。ノリ悪くない？」

　拒否すると、巻き毛をいじりながらぶすっとふくれる沙弥。

「そもそも、今日は帝成ここに何しに来たんだよ。まさかアイス誘さそうためだけに来たのか？」

「え？　それは、そりゃさ……」

　沙弥はもごもごした。それから、ははは、と露ろ骨こつな作り笑いを飛ばしてごまかす。

　その時、織田が一歩前に出て、彼女に向けて言葉を放った。

「やぁ。ここで会ったが百年目だね」

「え？　数日ぶりじゃん？」

「細かいことはいいんだ。……この前、君が言ったこと覚えてるかい？」

「……ど、どれ？」

「僕らに対して、いつでも決闘は受ける、って言ったんだ」

「んぁ、あぁ……言ったかも」

　沙弥はきょとんとした様子で頷うなずく。

「なら」

　織田は仰ぎよう々ぎようしく人差し指を彼女に向けた。

「今日も申し込ませてもらうよ──決闘を！」

　それは、突とつ然ぜんの通告だった。

　俺は、まさかまた今日決闘をするつもりはなかった。

「お、おい。いくらなんでも、突然すぎじゃ……」

　止めに入ろうとする。しかしそこで、織田の変化に気がついた。

「ごめん、太郎。でも、なんだか抑おさえきれないんだ。この間この子と戦った時……ここまで強い相手と戦ったのは初めてだと思った。楽しかったし、ワクワクしたんだ。あんなの、帰宅部設立のために、学校全体で戦争やった時以来だよ」

「…………」

　驚おどろいた。織田は、やたらにキラキラとした目つきをしていたのだ。

「この子に決闘で勝てば、合がつ併ぺいの阻そ止しもできるんだろ？　それならこの子と、戦わせてよ。本気で、勝負してみたいんだ」

　……やる気に、なっていた。合併の阻止に対しても、なぁなぁな態度だった、織田が。

　これをきっかけに本気になってくれるなら……それは、歓かん迎げいすべきことだろう。

「あーっ、思い出した！　そう、それだ！　アタシ、今日は決闘受けるためにココ来たんよね。そろそろ申し込まれるかなと思って」

　沙弥が、ぽん、と手を叩たたいてそう言った。だいぶ棒読みっぽかったが。

「……したら、今回もアタシが勝っちゃったら、また決闘受けるためにココ来なきゃダメだもんね。へへ、それは都合いいな」

　なんかニヤニヤしている。

「今こそ決戦ッス！　勝って、合併を阻止するッス！」

　イリスも織田に乗っかって、戦うモチベーションになってしまったようで、しゅっ、しゅっ、とシャドーボクシングをしながらそんなことを言っている。

　椎名を見る。すると彼女もまた。

「いいわね。やってやろうじゃないっ」

　その表情は、やる気に満ちていた。

　前回、あっさりとこてんぱんにされたわけだが……。

　それぐらいじゃ懲こりないのが、俺たち帰宅部なわけで。

「や、やめませんか、沙弥様……」

　マカが遠えん慮りよがちに言って、沙弥を止めに入る。しかし沙弥は戦せん闘とう前のウォーミングアップとして右みぎ腕うでをぶんぶん振り始めている。

「マカろん。オンナには、戦わなきゃいけないときがあるんだよっ」

「は、はぁ……？」

　マカはよくわからないという顔をして、困こん惑わくしていた。

　……そうして、帰宅部と沙弥は対たい峙じした。

　もう、やるしかない状じよう況きようだ。俺も、覚かく悟ごを決めた。

「キミたちが勝ったら合併計画は止やめね。アタシが勝ったら、太郎クン、またアイス付き合ってよ」

　沙弥は楽しそうに、そう言った。

「ふざけたこと言えるのも、今のうちね」

　俺が答えるよりも早く、椎名が敵意全開でそう返す。

　……２人の間に、バチバチと形けい而じ上じようの火花が散っていた。

　そうして、俺たちの決闘は開始された。

「前回の戦いで君の動きは全部見切ってるんだ。悪いけど、勝たせてもらうよっ！」

　織田が、そう言って飛び出していった。──いきなり、１対１の肉にく弾だん戦に持ち込む。

　織田の動きは軽快だ。前回以上に戦いに燃えているからか。

「はあぁッ!!」

　しかし、沙弥の方が、やはり一枚も二枚も上うわ手てだった。織田の攻こう撃げきを後方に跳とんで回かい避ひし、すかさずカウンターを叩き込む。

「がッ」

　強きよう烈れつな蹴けりが腹部にヒットし、織田の身体が浮ういた。あっけなくぶっ飛ばされる。

「織田くん！　……このぉっ！」

　椎名が飛び出した。

「見えたわ、あんたの弱点……！　あたしが倒たおしてみせるっ」

　勇ましく襲おそいかかる椎名。その言葉からは、自信がうかがえた。

　まさか、本当に弱点が……！

　と思ったら、負けた。背負い投げされて、椎名の身体は宙に舞まった。

「椎名！」「凛りん花かさん！」

　俺とイリスが同時に飛び出して、負けた。

「…………」

　４人、無ぶ様ざまに地面に伏ふして動けなくなる。僅わずか１ページ分で勝敗が決してしまった。

「ほい、いっちょあがりっ」

　沙弥は明るく染めた頭の上に両手を置いて、ははは、と笑った。

　実力が、違ちがいすぎる。

「……ぐ……」

「アタシの勝ちだね。また今度、頑がん張ばってねー」

　沙弥が、楽しそうな様子でそう言った。

　……そしてその後はアイスクリーム。２人分のお代に、高校生男子の財布は悲鳴をあげていた。
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　翌日、学校での昼休み。

　昼食を取り終えた俺が、教室で机に突っ伏ぷしていると、つんつんと腕をつつかれた。

「……ヒナか？　あいや、椎名？」

　若じやつ干かん寝ねぼけながら顔を起こし、まぶたを擦こすりながら前を見やる。

　そこにいたのは、思いがけないことにちっこい金きん髪ぱつだった。

「あれ？　イリス？」

「センパイ。相談があって参りましたッス」

　イリスは顔の前で人差し指をつんつんと付き合わせながら、もじもじしている。

「センパイ。ワタシ──告白されるかもしれないッス」

「はぁっ!?」

　がばりと椅い子すから立ち上がり、身を乗り出してしまった。大きな音を立ててしまって、何事かと周囲の生徒が一いつ斉せいに俺を見た。

「お、落ち着いてくださいッス」

「……すまん」

　そろそろと椅子に座り直す俺。

「どういうことだ」

「あのですね……」

　そうして、イリスは説明を始めた。

　彼女は説明下手べたで要領を得なかったが、要約すると、今朝、とある男子生徒から『想いを伝えたい』と言われ、指定の時間に屋上に来てくれと呼び出されたらしい。

「……その、呼び出されてる時間は、いつなんだ？」

「今からッス。昼休み、とのことだったので」

「今からか！」

　再びがばりと椅子から立ち上がってしまった。周囲から視線を集めたが、もう気にしてはいられなかった。

「相手はどういうヤツなんだ？」

「同じクラスの男の子ッス。ワタシ、その人と話したことないんですけど……最近、色んな人に告白してはフラれてっていう噂うわさがあるようでして……」

「……何？」

　看過できなさすぎる話だ。大体、イリスに告白するというだけでも認めがたいのに。

「お前、もし告白されたら」

「もちろん、無理むりッス！　でもワタシ、人の頼たのみを断ったりするのが苦手なので、流されてしまいそうで……どうしようかと」

　なるほど。だいたい話はわかった。

　任せろ、と言って、俺は教室内にいた椎名に向けて手を振ふった。

「？」

　気づいた椎名が、怪け訝げんな顔をして寄ってくる。彼女に向けて、俺はこう言った。

「椎名。久々に『アンチ青春遊び』しようぜ」




　……その10分後、１年生校舎の屋上にて。

　人ひと気けのない屋上の中心に、イリスと、彼女を呼び出した男子生徒が対峙していた。

「よく来てくれたねぇ」

「は……はいッス」

　男子生徒はイリスと同じくらいに背の小さい、けれどもいかにも態度の大きそうなヤツで、両手を腰こしに当ててふんぞり返っていた。

「来てくれたってことは……つまり、そういうことでいいのかな？」

「ふぇっ？　え、ええと……？」

　まるで声変わり前の少年のような高い声で、男子生徒はイリスに問いかけた。イリスは困惑して、おどおどする。

「……あいつ、気にくわないわね」

　俺の隣となりにいる椎名が、ぼそりと呟つぶやく。

「まったくだ」

　俺と椎名は、事前に屋上の給水塔とうに上り、隠かくれていた。うつ伏ぶせになって、端はしから頭を出して下を覗のぞき込み、イリスの様子を見守っている。

　また、俺はトランシーバーを持ってきていた。一方イリスの頭にはヘッドセットがつけられ、長い髪かみで隠している。俺と椎名の声が無線によってイリスに届けられる仕組みだ。

　男子生徒は、イリスに向けて言葉を掛かけた。

「ハハっ、否定しないってことはオーケーってことだよね？　よかった、安心したよ」

「いえ、あの……えと」

　イリスは緊きん張ちようしているのか、口をもごもごするばかりだ。助けを求めるかのように、給水塔──俺たちの方を涙なみだ目めで見上げた。

　しかし、もう少し様子を見よう。

　男子生徒は薄うす笑わらいを浮かべながら、言葉を続ける。

「……ハハっ、本当のことを言えば、キミならボクをフるようなことはないと踏ふんでいたんだ。いつもクラスでは静かにしてるし、気弱そうだし……。恋こい人びとだってできそうにないから、むしろボクに告白されてラッキーだったんじゃないかい？　ハハっ、もしかして図星？　大だい丈じよう夫ぶ、ボクがキミのこと、これから可愛がってあげるからね」

　ダンッ！　と椎名が俺の横で給水塔を叩たたいた。

「……ムカつくっ。あたしのイリスちゃんをっ」

「……お前のイリスちゃんではないけどな」

　男子生徒は、いい気になってべちゃくちゃと喋しやべり続けている。

「ようし、ボクにも念願の彼女ができたぞ。いやぁ、実を言うとキミのことは大して好きでもなんでもなかったんだ。でも、今や帝てい成せいは恋れん愛あいブームだろう？　みんな恋人を作りたいと思ってるし、恋人がいる奴やつはうらやましがられる。だって、恋愛ってまさしく『青春』だからね！　キミも、これでクラスでの身分はアップだ。良かったねぇ」

　男子生徒の発言は、クズそのものだ。一方でイリスは、なんと言えばいいのかわからずあたふたもじもじしている。

　しかし……恋愛ブーム、か。

　なるほど確かに、最近の帝成はそういった雰ふん囲い気きになってきている。原因は、間ま違ちがいなく舞まい姫ひめ学園との合がつ併ぺいの噂にあるだろう。夢の『青春ラブコメ』が始まると言いだし、学校中が沸わいたのだ。

　……合併の弊へい害がいが、こうして日常の中に現れてきている。

　今、目の前の光景を見て、改めて思う。まったくもってバカらしい。

　何が恋愛だ。──何が青春だ。

「……やるか」

　俺の言葉に、こくり、と椎名が頷うなずく。彼女がトランシーバーを取って、口元に寄せた。

「イリスちゃん、お前みたいなチンパンジーと付き合うくらいなら今すぐ屋上から飛び降りた方がましだと言ってやりなさい」

　するとイリスは、椎名の言葉の通りに男子生徒に言った。

「お前みたいなチンパンジーと付き合うくらいなら、今すぐ屋上から飛び降りた方がましだと言っ……ましだッス」

「ち……チンパンジーだと？」

　男子生徒の目が驚おどろきに見開き、その後、怒いかりに変わった。

　しかし、今度は俺がトランシーバーを取って語りかける。

「今すぐ森に帰れと言うんだ」

「今すぐ森に帰れッス！」

　イリスが人差し指をびしりと向けて、言い放つ。

　顔を真っ赤にする男子生徒。しかし、イリスの毒どく舌ぜつは止まらない。俺と椎名が指示する言葉を、次々に吐はいていった。

「何が告白されてラッキーッスか。妄もう想そうが過ぎるぞこの野や郎ろう。お前みたいなやつは教室の掃そう除じ用具入れの中で大人しくしてろ。あほ。ばか。おたんこなすぼけかぼちゃ」

　だんだん単なる罵ば倒とうになってきた。ただ、イリスはノリノリだった。

「ワタシがただの気弱なやつだと思わないことッス。青春への反逆者、あの帰宅部の一員ッスよ。お前とは格が違うッス。わかったら口を慎つつしむッス」

　もはやイリスは指示しなくても自分の言葉で罵声を浴びせていた。

「こっ……このぉ────っ!!」

　とうとう男子生徒が怒りにまかせて、イリスに近づいてきた。

「あっ」

　やば、とイリス。

「イリスちゃん、給水塔の下へ！」

　椎名が無線を通して言った。イリスは指示の通り、給水塔の下に逃にげてくる。

「今だっ」

　俺は、給水塔の上に用意していたバケツを抱かかえ、男子生徒めがけてひっくり返した。

　中になみなみと入れていた水が、ばっしゃーん、と音を立てて男子生徒に降りかかった。

「…………」

　ずぶ濡ぬれになり、驚きで硬こう直ちよくする男子生徒。

　俺は給水塔の上から彼を見下ろして、声を掛けた。

「あ、悪い！　水かかっちゃったか？」

「……悪いじゃないだろ！　お前、わざとだな。こんなことして良いと思ってるのか？」

　俺たちを見上げて思い切り睨にらみ付け、叫さけぶ男子生徒。

「わざとじゃないって。給水塔の上掃除してたら、バケツひっくり返しちまったんだ」

　そこに、椎名が顔を出した。すると、男子生徒の目の色が変わる。

「し、椎名凛花さんっ？」

「ごめんなさい。私たち、ボランティアでやっていたことなので、許してくださいっ」

　椎名は必殺のプリンセスボイスでそう言って、申し訳なさそうに両手を合わせる。

「い、いやその……っ」

　たじろぐ男子生徒。

「許してくれますか？」

　甘い声こわ色いろで、問いかける。露ろ骨こつな色仕じ掛かけだが……男子生徒はぼたぼた水すい滴てきを滴したたらせながら、顔を赤く染めて、こくりと頷いてしまった。

　……ま、こんだけ天気も良ければ、屋上にいれば10分かそこらで制服も乾かわくだろう。

　椎名が無言で、さっと俺に拳こぶしを向けた。俺は、そこに自分の拳を、こつんと合わせる。

　男子生徒に見えないよう、椎名がニシシと悪戯いたずらっぽく笑う。俺も思わず口元がにやけた。

　男子生徒を屋上に残して校舎内に戻もどった後──もちろんイリスとも拳をぶつけ合った。




　　　　☆




「……面会ですか？」

　ナース服を着たお姉さんに訊たずねられ、はい、と頷く。

「では、こちらの書類をお読みになった上で、該当事じ項こうについてご記入をお願いします」

　書類を受け取ると、俺の背中に隠れるようにしていたイリスが、俺の脇わきの下から顔だけぴょこんと出して、物もの珍めずらしそうに書類を覗き込んだ。仕草が小動物そのものである。

　隣では、椎名が施し設せつ内を眺ながめながら、

「病院って、独特の匂においがするわよね……」

　と呟き、後ろで織田は１人、ストレッチをしている（なんでだ）。

　その日の放課後、俺たち帰宅部の４人は──椿つばきヶが原はらの病院にやって来ていた。

　５人目の帰宅部員、風邪かぜをこじらせて入院中の、ひなぎくのお見み舞まいのためだ。

　受付を終えると、俺たちは病院の廊ろう下かを歩いていく。エレベーターで４つ上に行き、彼女の病室の前までやって来た。

「ヒナさん、大丈夫ッスかね……」

　イリスの心配そうな様子を横目に、俺はドアを横にスライドさせた。

　……そうして、目の前に現れたのは、必要最低限のモノしか置かれていない、狭せまいフローリングの室内。

　窓のカーテンは開け放たれていて、太陽の光が差し込む窓まど際ぎわのベッドに、彼女はいた。

　ドアの開く音に気づいて、ベッドからゆっくりと身を起こし、顔をこちらに向けた。

「やぁ。来てくれたんだ」

　橘たちばなひなぎくは、テーブルの上から黒ぶちの眼鏡めがねを取って掛けると、屈くつ託たくのない笑顔を見せて、そう口を開いた。

「お久しぶりッス！」

　イリスが、駆かけるように彼女に近づいていって、ベッドに両手を乗せた。

「体調はどう？」

　椎名が問いかける。それに、ひなぎくは頭を搔かきながら、

「だいぶ良くなったよ。大事をとって、まだもうちょっとだけ入院は続けるんだけどね」

「そっか……」

「これ、フルーツな」

　俺は、お見舞い品として持ってきた林りん檎ごと桃ももを、テーブルの上に置いた。

「ほんと、ありがとね」

　俺たち４人は、ひなぎくのベッドの周りに集まった。

「学校の方は、何かあった？」

　ひなぎくの問いかけに、皆みな、苦笑いするような顔になった。

「え、なになに？」

　目を開いてきょろきょろと俺たちを見回すひなぎくに、俺は語った。

「うちの学校なんだが……舞姫学園と、合併するかもしれないんだ」

　突とつ拍ぴよう子しもない話に、ひなぎくの目が点になった。

「舞姫って……あの舞姫だよね」

「そう、あの舞姫なんだよ。そういう計画が進んでるみたいなんだ」

「は、はぁ……合併。びっくりだね。まぁでも……相手が舞姫学園なら、そんなに悪いものでもないのかも」

「そんなことはない！」

　ひなぎくの言葉に、俺は語気を荒あらげて否定した。

「……あ、え、なんで？」

「色々と理由はある。話すと長くなるので詳しよう細さいは省くが……一言で言うなら、『青春ラブコメ、ダメ。ゼッタイ』ということだ」

「…………」

　ぽかんと口を開けたまま固まるひなぎく。しかし、ややあってから、なんとなく理解したようで、ははぁと言って頷いた。さすがは幼おさな馴な染じみ。

「それで……皆で、合併を阻そ止ししようと考えてるってこと？」

「その通りなんだよ」

「ふぅん。……でも、学校同士の合併を止めるなんてこと、わたしたちにできるの？」

　ひなぎくは、眼鏡をくいと直して、訊きいてきた。

「シンプルな方法が、ひとつあるんだ」

　そうして、俺は月ノ宮沙弥の存在について語った。

　舞姫学園において『天てん子し』と呼ばれる彼女には、学校全体の意思決定ができる権力があることや、彼女と『決けつ闘とう』し勝利することができれば、自分たちの意思を叶かなえることができる──つまり、合併を、阻止できるということを。

「でも……何度か戦ったけど、正直、手も足も出なかったわね。まともに戦って勝てる相手じゃないわ」

　やれやれと椎名が言った。織田が続けて、

「悔くやしいなぁ。何か、方法があるといいんだけど」

　すると、話を聞いていたひなぎくが、

「なるほど……。それならその、月ノ宮さんに勝つための策を、考えてみようよ」

「策、か」

「うん。まともに戦って勝てる相手じゃないなら、何かしらのプラスアルファがあればいい。皆で考えれば、きっと出てくるはずだよ」

「……難しいわね」

　椎名が腕うでを組んで、難しい顔をして呟つぶやいた。

　そうして皆、各々思案を巡めぐらせ始める。

「なんか、帰宅戦争の時の作戦会議みたいッスね」

　イリスが嬉うれしそうに笑った。こいつは『帰宅部のみんな』といる時が一番好きなのだ。

「…………」

　策について考える俺の脳のう裏りには、舞姫学園に入ってしまった日、沙弥が他の生徒たちを次々に倒たおしていく光景や、帝成の校門前で、自分たちがこてんぱんにやられた時の瞬しゆん間かんが焼き付いていた。

　策は必要だ。けれども月ノ宮沙弥に勝つためには、圧あつ倒とう的に欠けているものがあった。

　……戦せん闘とう能力。

　俺は、頭を使って味方を動かしたり、戦略を組み立てることはできても、自分自身で戦う力がない。肉にく弾だん戦は守しゆ備び範はん囲い外なのだ。

　けれども、それでいいのだろうか？

　彼女の強さを目まの当たりにして、芽め生ばえた気持ちがあった。

　強くなりたい──と。

「例えば、なんだけど」

　その時、ひなぎくが口を開いた。

「自分たちの土俵で勝負するっていうのはどう？」

「土俵？　相撲すもうの話ッスか？」

　イリスが嬉しそうに食いついた。

「言葉の綾あやだよ。土俵って言うのは、自分たちの得意な戦い方ってこと」

「んー、つまりどういうこと？」

　織田の問いかけに、ひなぎくは、こう答えた。

「だから……『帰宅戦争』で戦えばいいんだよ。正面から喧けん嘩かしても勝てないなら、いつかのわたしたちみたいに、校門ゴールを目指す側と守る側の戦いにすればいい。もちろん、ルールを変へん更こうすることを、相手が認めればの話だけど」

「確かに、それならあたしたちには経験もあるし、戦略も増えるわね」

　椎名がなるほどと手を打った。

「さすがヒナギクちゃん。グッドアイデアだね」

　織田も続く。

　俺も、賛成だった。もし沙弥に勝つ可能性があるとすれば……これしかない。

「良かった、ちょっとは役に立てそうで」

「なんとか交こう渉しようしないとッスね」

「じゃ、太郎。あの子に交渉、よろしくね」

　織田が俺の肩にぽんと手を置いて、そう言った。

「……俺に丸投げすんのかよ」

「太郎なら大だい丈じよう夫ぶだよ。あの子、太郎の頼たのみならコロッと聞きそうじゃないか」

「……は？」

　織田は俺の顔をじろじろ見ながら、ニヤニヤ笑いを顔に貼はり付けている。

「どういう意味？」

「いやいや。一体、どんな事情があったのかは知らないけど、あの子、太郎のことずいぶん慕したってるみたいだったから」

「…………そうか？」

　いまいち、ピンとこなかった。俺には慕われる理由が見当たらなかったからだ。舞姫の生徒たちに襲おそわれているところを助けられたり、アウトローに絡からまれている彼女を助けようとして逆に助けられたり、彼女を打ち負かそうとして逆にこてんぱんにされたり。

　こう並べてみると……かなりかっこ悪い。

　あれだけ凄すさまじい奴やつから慕われるなんて……ありえないことのように思えた。

「…………」

　その時、椎名が腕を組み、俺にジト目を向けていることに気がついた。

「な、なんだよ」

　訊たずねると、顔を逸そらされ、

「……別に」

　と、露ろ骨こつに不快感を含ふくんだ声こわ色いろで返された。

「なんで怒おこってるんだ？」

「いや……なんか、よくわかんないけど……佐さ藤とうくんがあの子といると、こう、胸の辺りがむかむかするのよね」

　すると、織田が手をわきわきしながら椎名の方を向いた。

「胸の辺りねぇ。ちょっと調べてあげようか？」

　椎名が無言で織田の顔面に拳こぶしを叩たたき込んだ。

「ぐほぉっ」

　倒れ込む織田。

「え、なになに。太郎、月ノ宮さんと何かあるの？」

　ひなぎくがベッドの上で身を乗り出して、椎名と俺を交こう互ごに覗のぞき込んでくる。

「だ、だから、何もないって……」

　何故なぜか追い込まれ始める俺。両手を振ふって弁明（？）する。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ」

　椎名とひなぎくは、疑ぎ惑わくのまなざしを俺に向けてくる。

　織田は、そんな俺をニヤニヤしながら見ている。

　一方でイリスは、テーブルに置かれたフルーツを、物欲しそうな顔でじろじろ見つめていた。いや、もう辛しん抱ぼうたまらんという様子で、手を伸のばしている。

「……それ、お見み舞まい品だからな」

「ハッ!?」

　バッ、と離はなれるイリス。

「ご、ごめんなさいッス……」

　皆がイリスの方に顔を向けたのをいいことに、俺は話題を変えることにした。

「さ、さてと……合がつ併ぺい阻止のための作戦を、もっと練っていこうぜ」




　　　　☆




　それからまた幾いく日にちか、時間は流れて。

　俺は、もやもやとした気持ちがあって、放課後になってもなかなか家に帰る気になれず、遅くまで学校に残る日が続いていた。

　学校で、何をしていたわけでもない。

　初めて帝成と舞姫の合併の噂うわさを目の当たりにした日、帝成青春新聞には、合併の正式合意は２ヶ月後と載のっていた。それがどれだけ信しん憑ぴよう性せいのある情報か知らないが……あれから２週間ほど経たった。とすれば、タイムリミットまでは１ヶ月半といったところだろう。

　……今日も俺は、目的地すら決めず、ぶらぶらと帝成高校内の敷しき地ちを歩いていた。

　すると、様々な部活があちこちで活動していて、こんな部もあったのかとか、この部はこんな活動もしていたのかとか、今まで知らなかったものが見えてきた。

　グラウンドの脇わきを通り、第二体育館の方へ進んでいく。グラウンドや体育館内からは、体育会系の部員たちの掛かけ声やら、激しい足音やらが耳に入ってくる。

　そして、まるで断だん末まつ魔まみたいな、奇き声せいすらも。

「キエエエェェェエエエッッッ!!」

　いやはや。

　とんでもない声が聞こえるもんだな。……何部だ？

　気になって、その声が聞こえる方に、ちょっと向かってみることにした。

　それは──剣けん道どう場の中から発せられた声だった。

「……なるほどな」

　剣道部って、何故なぜだか知らないけどとてつもない奇声を発しながら戦ってるもんな。

　体育館の裏手にある剣道場は、換かん気きのためか全ての扉とびらが開けっ放しになっていて、そこから室内を覗くことができた。

　覗き込んで、驚おどろいた。

　鼓こ膜まくをつんざくような叫さけび声は、たった一人から発せられているものだったからだ。

「イヤアアアァァァアアアッッッ!!」

　……帝成四天王の１人、ムサシ。

　すごい剣けん幕まくで、汗あせだくになりながら、一人で竹刀しないを振るい続けている。

「……すげぇ」

　思わず足が止まって、彼の練習風景に見入ってしまった。

　周囲から隔かく絶ぜつされたような印象を受ける、剣道場。

　そこに、ムサシが、たった一人で、凄まじいほどの熱気を放っていた。

「…………」

　洗練された動き。竹刀を振る一連の流れ、足の運び、そして息づかいすら──一切の無む駄だを感じさせず、それでいて躍やく動どう感に満みち溢あふれている。

　１人だけなのに、そこには、見えない相手の姿すら浮うかんでくるような。

　ムサシの動きに、俺は、圧倒的な戦闘能力を見た。

　それは、俺にはないものだ。無意識に引き込まれた。

　そうして、気がつけば……俺は、30分も、彼の練習風景を見つめていたのだった。

　地面に腰こしを下ろし、見学を続けていた。

　ムサシも、俺の姿に気づいていたに違ちがいない。しかし意に介かいすることもなく、たった１人きりの世界で、竹刀に向き合い続けていた。

「キエエエェェェァァァアアアッ!!」

　渾こん身しんの叫び声をあげながら、ムサシは竹刀を振り下ろす。

　その──身のこなしのせいか。

「──ッ!!」

　一いつ瞬しゆん──彼が、２人いるように見えた。

　分身──。

「な、なんだ今のっ」

　思わず大声を出してしまった。

　……さすがにムサシは動きを止めて、ゆっくりと俺を振り返る。

　目が合って、数秒、そのまま沈ちん黙もくが流れた。俺は口を開く。

「……悪い。驚いたんだ」

　謝って、けれども、ずいぶん引き込まれていたからか。

　俺は続けて、臆おく面めんもなく問いかけた。

「今の、どうやったんだ？」

　その問いに、ムサシは、少し笑った。

「そんなに難しいモノでは、ないでござるよ」

　俺たちは、親しい仲でもないはずだ。

　けれど同じ時間を共有していたせいか、一時的に壁かべがなくなっていたのかもしれない。

「俺でも、できるかな」

　俺の言葉に、ムサシは眉まゆを上げる。少し驚くように。

「……まぁ、練習すればな。……教えてやろうか？」

「い、いいのか？」

　ムサシの招く手に従って、俺は剣道場に足を踏ふみ入れた。

　靴くつ下したまで脱ぬいで裸足はだしになり、冷たい床ゆかの上に足を落とす。

「これを」

　竹刀を渡わたされ、握にぎって──構えた。

「なかなか、様になってるでござるよ」

　ムサシは微笑を浮かべながら、俺を見み据すえて言った。

「では……いくでござる」

　彼もまた竹刀を構え──俺の前に立つ。

「……た、戦うのか？」

「案ずるな。そなたの求めるモノを、拙せつ者しやは教えてやる。けれども全ては実じつ践せんの中で身につけるのが、拙者のやり方でござる。──拙者の動きについてこい。さすれば、そなたの身体に自然と染みこんでいくでござろう」

　それだけ言って──ムサシは、竹刀を振りかぶった。

「ッ!?」

　振り下ろされるソレに、咄とつ嗟さに自分の持つ竹刀をぶつけて、身を守る。

「ハァァァッ!!」

　ガードによってできた隙すきに対して、ムサシは一歩踏み込み、構え直した竹刀を突つき込んできた。

　すんでのところで──避よける。

　しかし、足運びも身のこなしもあったもんじゃない。俺の体勢はぐちゃぐちゃで、目の前の攻こう撃げきを避けることに精せい一いつ杯ぱいだ。

「──隙だらけでござるッ!!」

　剣道場に響ひびき渡った、ムサシの声。

　頭上から、竹刀が下りてきていた。ガードは間に合わない──

　──バシィィィン!!　と音がして、俺の脳天に、星が舞まった。

「ぐぅ……ッ」

　膝ひざから、崩くずれ落ちる感覚。




　……それから、どれだけ経たったのか。いつの間にやら、日はとっくに暮れていた。

　知らぬ間にムサシが点つけたのか、剣道場の中は蛍けい光こう灯とうの光に照らされていて、相変わらず開け放たれた扉の向こうに見える外の景色は、真まっ暗くら闇やみに包まれていた。

「ハァ……ッ、ハァ……ッ」

　俺は──あれからずっとムサシと稽けい古こを続けていた。

　何度も倒たおされた。その度たびに起き上がり、竹刀を構えた。

　今も目の前にはムサシが立っていて、俺を睨にらみ付けている。

　額から汗がぼたぼたと滴したたり落ちて、着ている制服に染みこんでいく。

　ムサシが一歩、踏み込んできた。

「イヤァァァァアアアアッッ!!」

　叫び声と共に、繰くり出される攻撃。

　それが──突とつ然ぜん──止まって見えた。

「！」

　まるで、時空が歪ゆがんだように。

　竹刀の軌き道どうも、次にどんな動きをするのかも。

　俺は、右足を横に出して身体を斜ななめに開き、その攻撃を受け流す。そのまま左足で踏み込み、竹刀を振ふるった。

「──ラァッ!!」

　俺の竹刀が、ムサシの頭部を、捉とらえた。

「がぁ……ッ!?」

　完かん璧ぺきなタイミングでヒットした俺のカウンターは、ムサシが思わず頭を押さえながら尻しり餅もちをつくほどの衝しよう撃げきを生んだ。

「……な……なんだ、今の……？」

　床に倒れるムサシの姿を見つめながら……俺は、不思議な感覚に包まれていた。

「……ハハハ、もう身につけたでござるか」

　尻を床につけたまま、ムサシが笑った。

「やはり、吸収が早いでござるな。剣道を極きわめたはずの拙者すら、今の動きはそなたが分身でもしていたかのように見えたでござるよ」

「……でも、今俺、どうやって……？」

　自分でも、よくわかっていなかった。周囲が一瞬、止まって見えた。その不思議な感覚に突き動かされて竹刀を振るった、それだけだったからだ。

　つまるところ、まぐれ、である。

　俺を見て、ムサシが顎あごに手を当てながら、

「必然ではなく、偶ぐう然ぜん、か……まだまだ、完全に身につけたとはいえないでござるなぁ」

　床から、ゆっくりと腰を上げ、立ち上がる。

　それから、柔やわらかい口調で、こう語った。

「以前から思っていたが……そなたは面白いでござる。もし望むのであれば、明日あした以降も剣道場に来るといい。今日と同じように、いくらでも拙者が相手になるでござるよ」

「い……いいのか？」

　それは、俺にとって、願ってもない提案だった。

　強くなりたい──そう、強く思っていたから。

「でも、他の剣道部員はどうしたんだ？」

　ずっと気になっていたことを訊たずねた。するとムサシは、

「うむ。実はどうやら……今日から、剣道部は海外合宿だったようでござるのだ」

「へ？」

「拙者、それを完かん膚ぷなきまでに忘れていた。集合場所の空港ロビーに現れない拙者に、他の部員たちがわんさと連れん絡らくを寄こしてきたでござるが、飛行機の時間には間に合いそうもないのでどうしようもなく、拙者抜ぬきで合宿に行ってもらっている。……罪悪感にさいなまれたので、１人、思い切り竹刀を振り回し、感情を振り払はらっていたのでござる」

「…………」

　あんぐりと口を開けてしまった。

　そういえば、ウチのクラスの剣けん道どう部員も、朝からいなかったような気がする……。

「そんなわけで、明日以降もひとりぼっちでござる。是ぜ非ひとも剣道場に来て、拙者と一いつ緒しよに稽古してくれると寂さびしさが紛まぎれて助かるでござる」

「……それが目的かよ」

　しかし、利害は一いつ致ちしていた。

「それなら……お世話になってもいいか」

　俺は、ムサシを見据えて言った。

　それに、彼は少し口元を吊つり上げ、

「そなたは、どうして剣道の習得をしようと？」

　その問いかけには、はっきりと答えることができた。

「強くなりたいんだ。戦う力が欲しい」

　月ノ宮沙弥の戦せん闘とうを間近で見て……こんな力が、欲しいと感じたんだ。

　壁を、自分で乗り越こえる力が。道を切り開く力が。

「ふむ……」

　ムサシは神しん妙みような面おも持もちでこくりと頷うなずくと、

「そういうの、拙者は大好きでござる」

　と、満足そうに答えた。

　その日から────俺の、修行の日々が始まった。

　最初の３日間は、ひたすらにムサシと稽古を繰り返していた。

　剣道の基き礎そ、『間ま』の作り方、そして決め手となる身体の動き。

　何時間も竹刀しないを振っていると──時折、その瞬しゆん間かんは訪れた。

　相手の動きや思考──数秒先の未来が見える、そんな瞬間だ。

　ムサシ曰いわく、それをスポーツの世界では「ゾーン」と呼ぶという。

「その『ゾーン』を、求めるタイミングで、意図的に生み出すこと。それができる者こそ、本物だと言えるでござろう」

「どうすればいい？」

「ゾーンの発生には、身体的要素、精神的要素、外部的要素、それらが全て揃そろっていなければならないでござる。自分の身体や精神をコントロールし切るだけでなく、敵もうまくコントロールし、支配する必要があるでござる」

　ムサシは、そう言った。

　そしてそれらは、頭で理解するのではなく、やはり身体で覚える必要があるという。

　俺は、俺らしくもなくがむしゃらに努力を続けた。

　３日目の修行が終わった時、ムサシは俺にこう提案した。

「それほどに意い欲よくがあるのなら、他の者からも修行を受けるが良いでござる」

　紹しよう介かいされたのは、あろうことか、ヤマト、乙おと姫ひめ、マジックといった、他の『帝成四天王』たちだった。

「佐藤……お前が修行？　一体どういう風の吹ふき回しであるか」

　ヤマトをはじめ、皆みな驚おどろいていたが、面白がって修行を受けさせてくれた。

　俺が本気で取り組んでいるのがわかると、向こうも真しん剣けんになってきて、様々な鍛たん錬れんを積ませてくれた。

　日々、誰だれかしらの元へ行き、俺は修行を続けた。

　ある日のことだ。

　それは、朝から薄うす暗ぐらく、午後からは大雨の降りしきる日だった。あまりに雨風が強いので、普ふ段だんは外で活動している部活も、屋おく内ない練習に切り替かえているほどだった。

　そんな中で俺は、グラウンドに出て、ヤマトの修行に参加していた。

　ヤマトは、一にも二にも基礎体力を重要視する。

　大雨に打たれながら、俺はグラウンドをひたすらに走らされ続けていた。

「ッ……ハァ……ハァ……ッ」

　ぬかるんだ地面に足を取られそうになりながら、前に進む。一歩地面を踏ふみつけるたび、水がびしゃびしゃと跳はねて足を濡ぬらした。

　運動着に着き替がえていたが、下着まですっかりびしょ濡れになっていた。それでも酷こく使しした身体は寒さどころか、熱さを感じるほどだった。

「佐藤、ペースが落ちておるぞぉッ!!」

　ヤマトの、地を揺ゆるがすような大声が轟とどろく。

「くそ……ッ」

　意識が飛びそうになる肺の痛み、筋肉の痛み、関節の痛み。

　懸けん命めいに腕うでを振るって、前に進んでいく。雨を吸った服が、身体が重い。

「あと一周ぅッ!!」

　一周４００メートルある巨きよ大だいなトラックを、力の限りに進む。

　今にも前に倒れてしまいそうだった。

　倒れようとする身体を、足を前に出すことで堪こらえる。それを繰り返して進んでいる。

　意識がぼんやりとしてくる。

　その時、前方にゴールが見えた。

「うらぁ……ッ」

　必死に進んで進んで……ゴールした。

　気を抜ぬいた瞬間、身体の限界がやって来て、どさりと倒れた。

　雨にぬかるんだ泥水の張った地面に、顔面からダイブした。

「ッ…………」

「ガッハッハ!!　よく頑がん張ばったではないか。よし、今日の修行はここまで!!　明日に備え、身体を休めると良い」

　ヤマトは満足げにそう言って、倒れている俺の頭をぽんと叩たたくと、背を向けてのしのしと歩き去って行った。

「…………終わった……」

　が、俺の身体は動かない。どう力を入れても、荒あらい呼吸を繰くり返すことしかできず、立ち上がれなかった。

　なんとか、ごろんと仰あお向むけになった。降りしきる雨あま粒つぶを、顔面で受ける。

　そこに──彼女の声を、聞いた。

「なーにやってんのよ」

　雨空の広がる視界に、赤色の傘かさが現れた。

　そして、俺を見下ろす──椎名凛花の顔。

「窓から見てた。なんでこんな雨の日に校庭なんか走って、あげくぶっ倒れてんのよ」

　ため息を吐つくように、彼女はそう言った。

「ほら。そこで寝ねてると風邪かぜ引くわよ」

　椎名は傘を地面に置いて、雨の中に立った。

「……濡れるぞ」

「あんたほどびしょ濡れにはならないわよ」

　椎名はそう答えて、俺の身体を抱だき起こそうとする。背中から脇わきの下に手を入れた。

「ん[image: ～][image: ～][image: ～]っ」

　一いつ生しよう懸けん命めいな声をあげながら、俺を座った状態にさせた。

「……悪い、サンキュ」

　未だ荒い呼吸をしながら、俺は感謝を告げる。椎名は再び傘を差して俺の横に立って、

「だから、なんでこんなことしてんのって」

　と、再び問いかけてきた。

　俺は少し間を置いてから、答えた。

「…………強く、なりたくて」

「はぁ？　……佐藤くん、どうしたの？　頭のネジ飛んだ？」

　怪け訝げんな顔。けれども俺は、心底真ま面じ目めなのだった。

「月ノ宮沙弥に負けた時……悔くやしかったんだよ。あるいは、もっと前から……『帰宅戦争』してた時から、思ってたのかもしれないけどさ。

　織田はどんな奴やつとでも真っ向から戦える力を持ってるし、それ以外の皆みんなだって、得意なことがあって、自分の手で戦うことができてた」

　椎名は拳けん銃じゆうを持たせれば類たぐい希まれなる才能を発揮していたし、イリスやひなぎくも、帰宅戦争では多くの敵を相手に活かつ躍やくしていた。

　俺は、指示を出すことはできても、自分が戦う能力は、持っていなかった。

「だから、俺も戦う力が欲しいと思ったんだ。四天王の修行受けて、死ぬ気で努力してみれば……俺も、強くなれるかもしれないって考えた」

　椎名は、俺の前にしゃがみ込んだ。

　一つの傘に、２人で入って。

「……佐藤くんって、バカよね」

「……は？」

「いちいちやり過ぎなのよ。四天王の修行だなんて、あんたは少年マンガの主人公か」
















　吐き捨すてるように、そう言われた。

　でも、と椎名は言葉を続ける。

「でも……佐藤くんのそういうところ、あたしは良いと思うよ」

　俺の顔を覗のぞき込んで、穏おだやかな口調で、椎名は言った。

　俺の頭の上に手をのせた。

「ははは、雨でずぶ濡れじゃないの」

　笑いながら、俺の頭をわしゃわしゃと搔かいた。そして、立ち上がる。

「さて、と。このまま帰るんじゃなくて、体育館の更こう衣い室で、シャワー浴びてからにしなさいよ。マジで風邪引くから」

　椎名は右手を差し出した。それを握にぎって、俺も立ち上がる。

「ほら、いこ」

　椎名が、歩き出す。俺もそれに続いた。いつの間にか疲ひ労ろう感は和やわらいで、身体は動けるようになっていた。

　つながった俺たちの手が、離はなれた。

　同じ傘に入ったままで、俺たちは体育館に向かった。

「あたしも、頑張ろっかな」

　歩きながら、椎名が呟つぶやいた。その横顔を見ると、どこか遠くを見つめていた。

　──そんな日が、あった。

　そして、修行は次の日もまた、続いていく──

　とうとう、最初にムサシの修行を受けた日から……10日が経った。

　あるいは、たった10日間、かもしれない。

　けれども俺にとって、今までの人生で最も濃こい10日間だった。

　ひたすら修行を繰り返し、己を磨みがいた。

「……良くなったでござるな、佐藤」

　２人きりの剣けん道どう場で、目の前に対たい峙じするムサシが、竹刀を構えながら言った。

「これだけできるようになれば、十分でござる」

　言って……ムサシはどすんと床ゆかに座った。

「……もう、稽けい古こはしないのか？」

「疲つかれてしまったでござるよ。そなたについていくのは体力を使うでござるからな」

　ムサシは額の汗あせを道衣の袖そでで拭ぬぐい、息を吐いた。

「ずいぶん強くなったでござるなぁ」

「そりゃどうも」

　答えて、俺もムサシの前に座った。

「そういえば、そなたが何をしようとしているのか、聞いていなかったでござるな」

「え？」

　聞き返す。

「何かしようとしていたのでござろう？　そのために力を求めていたのではなかったか」

　ムサシは俺の目を見み据すえ、そう訊たずねてきた。

「……言ってなかったな」

　そう答え、口をつぐんで考えた。

　俺が強くなって、果たしたいモノ──それは、一体何だったか。

　合がつ併ぺいの阻そ止し、だった。

　…………言えないな、これ。

「ん？　どうした？」

　ムサシが俺の顔を見て、不思議そうに首を傾かしげる。

「いや、なんでもないんだ」

　首を横に振ふって、その場を濁にごす。

　……『青春バカ』の前で、合併反対を堂々と口にすることはできないだろう。




　　　　☆




　その翌日、俺は放課後になると同時に帰路についた。

　帰宅部の椎名・イリス・織田も一いつ緒しよで、インフォメーションギャラリーを歩いていた。

「センパイ、最近一緒に帰ってくれなくて寂さびしかったッス」

　隣となりを歩くイリスが俺を見上げてそう言った。

「なんだか、身体つきがちょっと逞たくましくなってない？」

　と、俺の全身をじろじろ見ながら織田。……そんなに変わっただろうか。

「それよりも、お前ら……戦う準備は、できてるよな」

「もちろんよ」

　俺の問いかけに、椎名が頷うなずいて、残りの２人も続いた。

　昨日のうちに、他の部員に連れん絡らくを取り、今日、作戦を実行することを伝えていた。

　作戦とは──当然、合併反対のための活動。

　月ノ宮沙弥との、決けつ闘とうだ。

「月ノ宮さんはちゃんと呼んであるんでしょうね？」

　椎名に訊ねられた。しかしちょうどその時、校門の方から声が聞こえた。

　見てみれば──

「あ、太郎クン！　ひっさしぶりーっ」

　ぶんぶん手を振る、沙弥の姿。

「ライン使って、ちゃんと伝えておいたんだ」

　……というより、毎日のように沙弥と、




　さやぽん☆：今日も校門で待ってよっかな！[image: ]

　太郎：ごめん今日は用事ある




　というやり取りが交わされていて、その延長線上で呼んだだけのことだが。

　俺の返答に、椎名は表情を曇くもらせた。

「ライン……そう言えばあたし、佐藤くんのラインＩＤ知らないんだけど」

「え？　だってメアドも電話番号も交こう換かんしてるし、使わないだろ？」

「ま、まぁそうだけど……」

　椎名は、納得したようでしていない顔をした。

　そこで、俺たちは校門に辿たどり着つく。沙弥が駆かけ寄よるようにして俺の前までやって来た。

「やっほー。元気してた？」

　えへへ、と笑いながら沙弥は首を傾げた。……しかし俺はそれに答えず、

「……今日は、御お付きが２人もいるのか？」

　沙弥の後ろには、いつものようにマカと──そして、見覚えのある、おかっぱ頭の小こ柄がらな少女が控ひかえていたのである。

「ん？　あぁそう。なんか、ついてきたんよね」

　沙弥は意に介かいさない様子で答える。……軽いなオイ。

　おかっぱ頭の少女を眺ながめる。彼女は一体、誰だれだったか。

「この子はミカと申します。天子の戦せん闘とうの見学のため、連れてきているのでございます」

　マカが口を開き、おかっぱ少女について紹しよう介かいした。

　それで、俺は思い出す。彼女は、かつて舞姫学園に入り込んだ俺に襲おそいかかってきた──凄すさまじい回し蹴げりを放つ少女。

　同時に、ミカ、という名を聞いて納得した。以前沙弥に聞いた、舞姫学園の『地獄の番犬オルトロス』──それは、マカと、ミカだったはずだ。

　ミカは、沙弥の後ろに控えるマカの、さらに後ろに隠かくれるようにして立っている。まっすぐに切り揃そろえられた前まえ髪がみの奥から、上うわ目め遣づかいに覗き込むように俺たちの方を見ていた。

「可愛かわいい……」

　織田が気持ち悪い声を出した。

「小さくて、可愛いんですけど」

　織田はそう言いながら、ミカに近づいていこうとする。ミカの小柄で華きや奢しやな容よう姿しは、ロリコンレーダーにヒットしてしまったらしい。

「お、お姉ちゃん……オトコが近づいて……っ」

　ミカは見るからに動どう揺ようしている。マカをぎゅっと摑つかんで、その背中に顔を隠していた。

「おい、そこの悪いロリコン。ストップだ」

　俺は近づいていく織田の襟えり首くびを摑んで止めた。

「……ちぇ」

「……ふぅ……」

　ミカの方は、安あん堵どの息を吐はいていた。いつの間にか、片足を上げた、戦闘姿勢になっていた。織田がもう少し近づいていたら、蹴りを入れようとしていたのかもしれない。

「とにかく、今日は目的があるんだからな」

　俺は織田にそう言って、沙弥と御付き２人の前に立った。

「既すでに、ラインで伝えてあると思うけど……また、決闘を申し込ませてもらいたい」

　すると、沙弥は口元を吊つり上げ、八や重え歯ばを覗かせて可笑おかしそうに笑った。

「あはは。いいよ。でも、毎回こてんぱんなのに懲こりてないん？　こー言っちゃアレだけど、武道なら負ける気なしだよ」

　その言葉に、俺は咄とつ嗟さに食いついた。

　自分たちの土俵で勝負する──その、交こう渉しようのチャンスだ。

「確かに、今まではそうだったな。だから……ハンデをくれとまでは言わないけれど、ルールを調整してもらえないか」

　こういった交渉ごとは、俺は昔から結構得意だった。

　まずは下した手てに出て話だけでも聞いてもらう。ルールの「変へん更こう」ではなく「調整」という言葉を使うことで、初しよっ端ぱなから否定されるのを防ぐのだ。

「ん、ルールを？」

「俺たちは、物事の決着を『決闘』で決める、舞姫そつちのやり方に乗っかってるだろ？　だから……そこに帝成こつちのルールを持ち込んでも、まだ平等な戦いになるんじゃないか」

「……どゆこと？」

　首を傾げる沙弥。

「つまり──帝成の決着のつけ方、『帰宅戦争』で、勝負したい」

「帰宅戦争……あぁ、あの、帰宅部を設立する時にやったとかいう……そんで、その『帰宅戦争』をルールに持ち込んだら、どーなんのさ？」

「『帰宅する側』と『帰宅させない側』に分かれて戦うことになる。こっちが前者、そっちが後者だ。ゴールは……」

　俺はポケットからスマホを取り出し、マップのアプリを表示して見せた。

　マップには、一カ所だけピンマークで示された、登録済みの場所がある。

　──『帰宅』のゴール地点だ。

「ここって？」

　沙弥はスマホを覗のぞき込んでから、顔を上げて聞いてきた。

「俺の家だ」

「ふぅん……ここが太郎クンの。え、ちょい待ってその情報アツすぎるっしょ」

「……え、何が？」

「あ、噓うそ。失敬しっけい」

　沙弥は慌あわてて否定し、舌を出して頭を搔かく。……ウチの住所、何かに悪用する気じゃないだろうな。

「そんで、キミらはここを目指す、と」

　沙弥は結構ノリノリの様子だ。ルールの調整に関しては、抵てい抗こうや不安はないようだった。

「……え、でもさ。それ、アタシひとりで守るの？」

　と、気づいたように訊ねてくる。俺が答える前に、マカが口を開いた。

「『帰宅戦争』……下か名めいも知っております。帝成の新聞部の方が、駅前で『帝成青春新聞』の号外を配っているのをいただいたことがあり、そこに載のっておりました。

　……確かあれは、ゴールを守る側には特に人数制限がなく、全校生徒が参加したのではありませんでしたか？」

　俺は、マカの言葉に、黙だまって頷きを返す。すると沙弥が、

「あ、そうなん？　じゃあウチの生徒たち集合させよっか。今からだと、何人集まるかわからんけど……」

　そんなことを言い出す。

　じゃらじゃらキーホルダーの付いたスマホをポケットから取り出し、電話を掛かけた。

「あ、もしもし？　今ガッコ？　あのさ、ガッコに残ってるヒト、帝成の校門前に集めてくれない？　ゴメンね」

　沙弥は電話を切って、俺に向き直り、言った。

「来てくれるって。空手派となぎなた派のヒトたちで、だいたい50人くらいかな」

　……すげぇなおい。これが天子の権力というものなのか。

　というか『派』とかあるんだ。使う武道の種類によって、派は閥ばつがあるのかもしれない。

　敵は、武道の精せい鋭えいたる舞姫学園生徒、約50人。しかし、帰宅戦争というルールを持ち出した以上、相手がある程度の応おう援えんを呼んでくることは、一応想定通りではあった。

　マカが、怪け訝げんな顔をして言った。

「……ということは、下名やミカも参加するのですか」

「そ。手ぇ抜ぬいたら絶対ダメだかんね。あ、そうだ。全員で、誰が相手を仕留める数が多かったか、勝負しようよ」

　沙弥が、いいことを思いついたという風に手を叩たたいて、そう言った。

「はぁ……了りよう解かいですが……」

　マカは合がつ併ぺい計画に関して反対していたはずなのだが、天子の命とあっては断れない。

「ミカ、決闘、するの？」

　ミカが、制服のポケットから水すい筒とうを取り出して蓋ふたをくるくると回して開けながら、マカに訊たずねた。水筒の中から湯気が立ち上り、濃のう厚こうなコーヒーの香かおりが俺の方まで漂ただよってくる。……コーヒー持ち歩いてんのか、この子？

「えぇ。そうみたいです」

　マカが答えた。ミカはふぅんと呟つぶやいて、コーヒーをごくごく飲みながら緊きん張ちよう感のない顔で頷うなずいた。今から何が行われるか、ちゃんと理解しているのだろうか。

　ぎくしゃくした様子の相手方を見て、椎名がふふんと笑った。

「なんだか、いけそうじゃない」

　確かに、向こうは本気になり切れていない感がある。沙弥は慢まん心しんを感じさせ、マカは嫌いや々いやという風で、ミカは割とどうでもいいという様子である。

　けれども、この戦いは一ひと筋すじ縄なわではいかないと、俺は知っていた。

「帰宅させないためなら、何しようと問題ないんだよね？」

　沙弥が不穏なことを訊ねてきた。

「……まぁ、致ち命めい傷しようを負わせるようなことがなければな」

　そうしてルールの確認が終わり、それぞれ、帰宅戦争に向けた準備を始めた。

　この戦いが──予想もしなかった展開に繫つながろうとは、つゆほども思わず。




　……そして、15分後。

　帰宅戦争は開戦しようとしていた。

　校門の前には、帰宅部の４人。俺は竹刀しないを手に握にぎり、椎名は『拳けん銃じゆう』を制服のポケットに忍しのばせていた。イリスは様々な道具の入った、自分の身体よりも大きなリュックを背負い、そして織田は何故なぜかサッカーボールを抱かかえていた（ヘイ）。

　さらに、連れん絡らくを取り合えるよう、それぞれがトランシーバーを持っている。

　戦闘のための武装をした俺たちは、横一列に並んで立つ。

　前方正面には、沙弥が１人、俺たちを見み据すえて立っていた。

　楽しそうな、笑みを浮うかべて。

　沙弥以外の舞姫の生徒たちは、ここからゴール地点までの様々な場所に、あらかじめ配置されているという。50人を超こえる生徒たちをかいくぐり、ゴールを目指さなければならないというわけだ。

「行くぞっ！」

　俺の声を合図に、帰宅部４人は一いつ斉せいに駆け出した。

「来たね！」

　沙弥が嬉き々きとして叫さけぶ、が──。

　俺はポケットから煙えん幕まくをいくつか取り出し、地面に投げつけた。

　シュゥーッと音がして、噴ふき出した白はく煙えんが周囲の景色をかき消す。

　その間に、俺たちは正面に向かうのではなく、左右の道に分かれていった。

「……って、そうくるかぁ」

　沙弥のがっくりした声が聞こえた。

　いきなり４人で沙弥に向かい、突とつ破ぱを図はかれば、たちまちやられてしまう可能性がある。なるべく戦せん闘とうを回かい避ひしながらゴールを目指す戦略を取っていたのだった。

　校門の右方向にイリスと織田が走り、左方向に俺と椎名が走った。

「お達者でッス！」

　織田と共に駆かけていくイリスが、俺と椎名に向かって手を振ふった。




　…………────

　帝成高校から右方向に進むと、線路沿いの道に出る。

　沙弥から距きよ離りを取るため、ダッシュでそこまでやって来た織田とイリスは、いったん速度を緩ゆるめて呼吸を整えていた。

　辺りに、舞姫学園生徒の姿はない。

　その時、２人の制服のポケットに入れているトランシーバーに、着信があった。

『こちら佐藤。織田とイリスは無事か？　今どこにいる？』

「こちらイリス。バッチリ平気ッス。ええと、今は……線路の横まで来てるッス」

『よし。それなら、ゴールの位置は線路を右にして立って、左前方だ。そんなに遠くないから、敵になるべく見つからないように、焦あせらず向かってくれ』

「了解ッス！」

　イリスは元気よく答えて、無線を切る。

「つまり……あっちに向かえばいいわけだね。よし、進もう」

　織田がゴールの方向を指さしながら、そう言った。２人で歩き始める。

　普ふ段だん、イリスはバス通学で、織田は電車通学だ。太郎のように椿ヶ原に住んでいるわけではないので、土と地ち勘かんがなかった。

　敵に見つからないよう、急ぎながらも足音を立てずに進んでいく。

　帝成高校から太郎の家を直線で結ぶと、途と中ちゆう、『スラム』と揶や揄ゆされるような古いビルやアパートがごちゃごちゃと密集した区域を通ることになる。イリスと織田は、意図せずそこに入っていった。

「なんか、薄うす暗ぐらい場所ッスね……」

　びくびくした様子で、イリスが言った。そこらに野良犬の一いつ匹ぴきでも棲すみついていそうな雰ふん囲い気きだ。──その時、狭せまい路地に風が吹き込んで、道みち端ばたに落ちていた空あき缶かんが、からん、と音を立てた。

「はわ────っ！」

　緊きん張ちようしていたせいか、跳とび上がるイリス。

「お助けっ」

　織田のもとに駆け、抱だきつこうとした。

「おぉっ！」

　顔を輝かがやかせる織田。抱えていたサッカーボールを足元に落として両手を広げ、イリスを迎むかえ入れようとする。

　そこに──。

「見つけたわっ!!」

　叫び声が聞こえて、シャッターの降りたパチンコ屋の陰かげから、真っ白い道衣を着た女子たちが飛び出してきた。

　その数、４人。道衣に『舞姫』と書かれていて、舞姫学園生徒たちだとわかった。

「見つかったッス────っ」

　パニック状態のイリス。

　一方で織田は、イリスとの抱ほう擁ようを邪じや魔ました敵を、恨うらみがましい目つきで睨にらみ付けた。

　敵４人は、身体を斜ななめに開いて腰こしを落とし、片方の拳こぶしを地面に、もう片方の拳を天に向けた構えをしている。──『空手派』の連中だろうと推測できた。

　彼女たちは、肉食動物の群れを思わせるようなどう猛もうさで、一斉に襲おそいかかってきた。

「合併には賛成していませんが……オトコに負けるなど、あってはならないことです！」

　舞姫の生徒たちは、オンナのプライドを懸かけているのだった。

「いやぁッ!!」

　１人が、身体を捻ひねって跳び、回し蹴げりを繰くり出してきた。織田が両りよう腕うでで受ける。

「っ」

　舞姫学園の生徒の用いる武道は、戦闘のためのものだ。スポーツの武道とは違ちがう、相手を倒たおすための技だった。

　沙弥ほどではないにしろ、その攻こう撃げき力は織田の想像以上だった。

「負けるかっ」

　織田が叫ぶ。ガードの姿勢から攻撃に転じ、相手の懐ふところに入り込もうとする。それを、相手は素早く後ろに退ひいて避よけた。

　敵が再び攻せめてくる。正せい拳けん突づき。数が４人なら、繰り出される攻撃の数も４倍だ。連続で叩き込まれる拳に、織田は身体を細かく動かしてすれすれのところで避けていく。

「く…………」

　このままでは追い込まれるばかりだ。攻撃を仕し掛かけていきたいが、一いち分ぶの隙すきもない。

　その時、イリスが落ちていた空き缶を投げつけた。

「そらっ」

　当然敵を狙ねらったものだったが──それは不運にも織田の頭に命中した。

「あ」

「いてっ」

　予期せぬところから攻撃がヒットし、頭を押さえてうずくまる織田。ちょうどその織田の頭の上を──４つの蹴りが通っていった。

　敵に──隙ができた。

「！」

　織田はその瞬しゆん間かんを狙い、敵１人の懐に入り込んだ。握った拳を繰り出す──

「ぐぁッ────」

　それは、敵を捉とらえていた。膝ひざから崩くずれ落ちる。──しかし、まだ３人いる。

「お、織田さん、逃にげるッス！」

　イリスが叫んだ。この『帰宅戦争』は、相手を倒すことが目的ではない。ゴールに辿たどり着つきさえすれば良いのだ。

　イリスの言葉に従って、織田は敵に背を向けた。

　サッカーボールは忘れずに回収し、２人で駆けだした。

「まてぇ────ッ！」

　敵は追いすがる。織田とイリスの前に、川が見えた。小こ美み川がわという、スラムを二分するように流れている小さな川だ。

　小美川は、昔はその名の通り美しかったのだろうが、周囲がスラム区域となった今やゴミだらけで汚よごれていて、『ゴミ川』と呼ばれてさえいた。

　その小美川の上に設もうけられた橋を、全力で駆け抜ぬける。

「ワタシに、任せてくださいッス！」

　橋の上で、イリスが振り返りながら、両手を制服のポケットに突っ込んだ。

「こんなこともあろうかと……ビー玉を入れておいたッス！」

　じゃら、と橋の上にばらまかれた、大量のビー玉まきびし。イリスは制服のあらゆるポケットにビー玉を入れていた。

「すごい……制服って、そんなにビー玉入るんだ！」

　織田が感かん嘆たんの声をあげた。

　橋は狭く、イリスのビー玉まきびしは橋を渡わたる足止めをするのに十分なほどの量だった。

　敵は驚おどろき、橋の前で立ち止まる。しかし──

「舐なめないでっ」

　１人が、あろうことか──僅わずか10センチほどの幅はばしかない欄干の上に飛び乗り、そこを走って渡ってきた。

「なぁッ!?」

　織田とイリスは驚いて目を見開く。続いて、残る敵２人も欄らん干かんの上に乗った。

「……って、きゃあああ────っ!!」

　……後に乗った２人はバランスを保てず、ゴミ川の中に身を投じていった。アーメン。

「捕つかまえたっ！」

　しかし、最初の１人はたちまち橋を渡りきり、織田とイリスに追いつく。そして、織田の背中を摑つかんだ。

「ッ」

　織田は振り払はらおうとするも、敵はすぐさま織田の首に腕うでを回し、がっちりとホールドした。ある種の固め技になっているのか、なかなか離はなれない。

「織田さんっ」

　イリスの声がした。振り向く。瞬間、何かが織田の方に投げられてきていた。

　イリスの背負うリュックは太郎が用意したものであり、そこには様々な戦闘の道具が入っている。

　投げられたソレは──爆ばく竹ちく。

　パパパパパッ!!

　鼓こ膜まくをつんざく破裂音と共に、ソレは火花をまき散らした。

　その火花の正体を知らない敵は、思わず織田から距離を取る。

「──今だッ!!」

　織田が、叫さけんだ。

　刹せつ那な、織田はサッカーボールを宙に蹴り上げる。そのまま、バク転するかのように自身も跳んだ。──オーバーヘッドキック。

　蹴り放たれたボールは、凄すさまじい勢いで敵に向かい──その身体を捉えた。

「ぐッ!?」

　敵の身体は、衝しよう撃げきでぶっ飛ぶ。

「よしッ！」

　そうして舞姫学園生徒の襲しゆう撃げきを切り抜けたイリスと織田は、進んでいく。

　────…………




「……太郎くん、こっちで良いのね？」

「あぁ、信じてくれ」

　廃はい墟きよと化した建物の群れが、太陽の光を遮さえぎるほどに密集している、汚きたならしい路地を進んでいた。──俺たちはあえてスラム区域に入り、ゴールに向かっていた。

「ふぅん……」

　椎名は納得し切っていないような顔で頷うなずきながら、右手で『拳けん銃じゆう』をくるりと回す。

　その拳銃は、サバゲー部から拝借してきた、ペイント銃だった。

　特とく殊しゆな弾だん丸がんが入っていて、撃うち出されたソレが何かに当たると、はじけて中身の塗と料りようを周囲にまき散らす。敵の顔に当たれば目に入り、視界を奪うばうことができるので、先の帰宅部設立を賭かけた帰宅戦争ではお世話になっていた。

　椎名は、拳銃の扱あつかいに関して天才的なセンスがあるのだ。

「……不気味な場所ね。こういう機会でもない限り、こんな場所歩きたくないけど……」

「あちこちにアウトローたちのたまり場あるしな」

「え、何それ。そういう人達と関わりたくないんだけど」

　椎名が聞いてないという風に俺を睨み付ける。

　仕方がない。スラムを通った方が身を隠かくしやすいし、色々と都合がいいはずだ。

　注意深く周囲を見回しながら歩く。稼か働どうもせずに放置されている自動販はん売ばい機きや、『世界人類が平和でありますように』と書かれた看板が、ボロボロに黒ずんでいるのが見えた。

「…………」

　呟つぶやくくらいの小さな声で、椎名が癖くせで歌を口ずさんでいた。

　それは、ホラーのＢＧＭみたいな、不気味なメロディーだった。

　……灰色世界みたいなスラムの中で、一カ所だけ彩さい色しきされたような印象のコンビニエンスストアの前を通る。

　そこに、ピーンポーン、と音が聞こえてコンビニのガラスのドアが横に開き、店内から５、６人の女子がぞろぞろと出てきた。

「…………」

　目が合った。彼女たちは購こう入にゆうしたばかりであろうお菓か子し類の入ったビニール袋ぶくろを、ぽとりと地面に落とした。

　舞姫学園生徒たちだ──紺こん色いろの袴はかまを身につけてるけど、『舞姫』って書いてあるもの。

「み──見つけましたわッ！」

「なんでコンビニから出てきたっ!?」

　彼女たちは慌あわてて俺たちに向かい、すぐさま周囲を取り囲んできた。

　両手で、身長よりも遥はるかに長い、竹刀しないのようなもの──『なぎなた』を持っている。『なぎなた派』と呼ばれた連中だろう。

「ふふ……コンビニの中で待ち伏ぶせしていたのが、吉きちとでましたわ……」

　一番前に立つ敵が、なぎなたを槍やりのように持ち替かえ、不敵な笑みを浮うかべて言った。

　……いや、お菓子買ってたじゃねーか、お前ら。

　ともかく、気を引き締しめる。

　なぎなたは、剣けん道どうや柔じゆう道どうなどに比べればマイナーであるが、現代武道の代表格のひとつであるという。曰いわく──『剣に対するなぎなた』、と。

　竹刀に比べ、長さがその倍はありそうなソレは、圧あつ倒とう的なリーチがある。

「……やるしかないようね」

　椎名が呟いて、右手に持った拳銃を──敵に向けた。

　ロックオン。

「そんなモノで私たちを捉えられれば、ですけどね」

「上等っ！」

　椎名が引き金を引いた。

　パァン！　──銃じゆう声せいと共に、銃じゆう弾だんが敵に向かって飛んだ。

「はッ！」

　敵は、素早い身のこなしで横に跳とび、それを避よける。外れた銃弾が、スプレーで派手な落書きがされたコンクリートの壁かべに当たって、べちゃりとピンクの塗料をまき散らした。

「やれッ！」

　誰だれかが叫ぶと同時に、四方八方から敵が俺たちに向かってきた。

　俺は、竹刀を構える。修行の成果を発揮すべき時が、来た。

「ちっ……避けられるもんなら、全部避けてみなさいよっ」

　椎名は連射する。扱いが難しいと言われるペイント銃であるのに、放たれる銃弾は正確に相手のいる位置に飛んでいく。

　パァン、パァン、パァン！　銃声がひっきりなしに響ひびき渡る。

　一方で俺は、自ら敵の方へ飛び出していった。

　竹刀を身体の横に引く。敵は姿勢を落として構えた。

「──ハァッ！」

　竹刀を振ふるった。なぎなたを当てて防がれる。武器同士のぶつかる、鋭するどい音が響く。

　敵が、なぎなたを竹刀に当てたまま円を描えがくように回した。竹刀は横に弾はじかれ、俺の身体はがら空きになる。

「ッ」

　敵が踏ふみ込み、胴どうめがけて突きを繰くり出した。──間かん一いつ髪ぱつ、身体を横に開いて避ける。

　俺も踏み込んで攻こう撃げきしようとする──が、その時。

　敵が、朗々と叫んだ。

「──秘技・巨きよ大だい扇せん風ぷう機きッ!!」

　長いなぎなたを、両手を使って身体の前でぐるんぐるん振り回し始めた。

「…………」

　……なんだこれ。そう思ったが、確かに回るなぎなたが牽けん制せいになって近づけない。

「でやあああッ」

　しかも、振り回すなぎなたでちょいちょい攻撃してくる。俺は、じりじりと後退せざるを得なかった。

　……それならっ。

　俺は竹刀で斬きりかかる。回るなぎなたに当たり、弾かれるも、そのまま踏み込んだ。もう一度。それがダメでも、もう一度──。そうして、射程範はん囲いに入った。

「らぁッ！」

　振った竹刀は、避けようとした敵の肩かたを掠かすめる。敵の表情が歪ゆがんだ。

　そこだ──さらなる追つい撃げきを繰り出そうとした俺は──横から飛び込んできた敵が視界に入り、後方に跳んで保身を優先させた。

「……ち」

　不味まずい。周囲の状じよう況きように視線を奔はしらせ、考えた。

　椎名のペイント銃は、弾たま数に限りがある。このペースで連射を続ければ、すぐに尽つきてしまうだろう。

「このッ!!」

　息いきつく暇ひまもなく、敵が突つき込んできた。俺は身体をかがめて避け、更に反転させながら敵の背中を取った。

「!?」

　目を見開き、振り返る敵に──横から、斬り込む。

　──倒たおしたッ。

　しかし、そんな俺の体勢は、ガードががら空きになってしまっていた。

「隙すきありぃッ!!」

　別の敵の攻撃に、反応できない──

　パァン!!　──銃声。目の前でピンク色の塗料が飛び散る。ペイント弾だんがヒットしたのだ。敵は、衝撃で地面に倒れた。

「もう、危ないわよ！」

「……さんきゅ」

　安あん堵どのため息が漏もれた。周囲を見回し、瞬しゆん時じに思考を巡めぐらせる。

「いったん退ひこうっ」

　椎名に声を掛かけた。そうして、２人で駆かけ出す。

「逃にげ切れないわっ」

　後ろを振り返ると、まだまだ残っている敵がぐんぐん接近してきている。

　……先ほどから、何度も銃声が響き渡わたっていた。その音は当然、周辺の人たち──このスラム区域にたむろしている連中の耳にも、入っているだろう。

　連中は、何事かと、音のする方へ向かってきているかもしれない──

　俺は声の限りに叫んだ。

「舞姫学園のオンナが、スラムを荒あらしに来たぞぉ────っ!!」

「「なにぃっ!?」」

　その声で、あちこちから、５、６人のアウトローたちが、一いつ斉せいに顔を出した。もしかすると、沙弥のことだと勘かん違ちがいしてくれたのかもしれない。

「どいつだっ」「アイツらかぁ！」「ぶっコロ！」

　連中は舞姫の生徒たちを指さして叫ぶ。舞姫の生徒たちはアウトローの姿を見ると、反射的に足を止めた。

「た、大量のオトコっ」

　……それは、恐きよう怖ふではなく嫌けん悪お感によるものだった。

　俺と椎名は、そんな光景を尻しり目めに、これ幸いと逃げる。

「……んなアホな」

　椎名が、アウトローたちにたじろいでいる舞姫の生徒たちを見やって、苦笑いをした。

　俺たちは、走りに走って、とうとう、スラム区域を抜ぬけた。

　いったん落ち着いて、トランシーバーを取った。

「こちら佐藤。椎名と共に無事だ。そっちは？」

　すると、すぐに応答は返ってきた。

『こちら織田。こっちも平気だよー。……というか』

　トランシーバーから聞こえる織田の声が途と切ぎれた。

　何があったのだろうと思った時……そこに、２つの影かげが見えた。

「合流しちゃったね」

　現れたのは──織田とイリスだった。

「お元気そうで何よりッス！」

　イリスがびしっと挨あい拶さつする。

「こういうこともあるものね」

　椎名が笑う。

　４人集合。まだ一人も欠けてない。ここからゴールは遠くない。順調と言えばそうだが、４人まとまってしまったのは、不安要素もある。

　すなわち、今敵に見つかれば、一いち網もう打だ尽じんにされる可能性もあるということで。

　俺たちが、敵に発見されたのは──最悪のタイミングだったかもしれない。

「っ、すとっぷッス！」

　叫さけんだのは、イリスだった。

　ぞろぞろと足音がして、目の前に現れたのは、20はいようかという、舞姫の生徒の大群だった。空手派もなぎなた派も、ごっちゃになっている。

　ゴール直前に、人数を割さいてきたわけか。

　ここまでくれば、迂う回かいすることもできない。こいつらを突とつ破ぱしなければならない。

　──しかし、俺たちの身体は疲つかれ切っており、武器も使い切っていた感があった。

「っ」

　敵に向け、椎名が先制攻撃として引き金を引いた。

　銃声が鳴り響──くと思いきや、それは、カチャ、と乾かわいた音を立てた。

　弾が尽きたのだ。

「な……噓うそっ」

　イリスもリュックを漁あさり、使える道具を探すが、その間に敵は向かってきていた。

「くそ……強引に突破するしかないっ」

　俺たち４人は、固まった状態で駆けだした。

　先頭は俺と織田だ。俺は竹刀しないを振り、織田は拳こぶしを繰り出して、群衆に切り込んでいく。

　20人の群れは、何がなんだかわからないほどに多い。とにかく目の前の敵を倒し、振り払はらい、少しでも前に進んでいく。

「止めろ！　前に行かせてはなりません！」

　叫び声が、あちこちから聞こえてくる。

　飛んできた敵の拳が、振り下ろされたなぎなたが、頰ほおに、脳天に叩たたき込まれた。一いつ瞬しゆん視界が暗くなり、くらりと倒れそうになる。

　けれども倒れるものか──無我夢中で竹刀を振った。

「あぁっ」

　そんな中、最初に脱だつ落らくしたのはイリスだった。数人にしがみつかれ、取り押さえられる。

「イリス！」

　しかし──助けに行くことはできない。

　続けて、織田も脱落した。元々、一番警けい戒かいされていたのが織田だ。最も多くの人数が割かれた敵の前に、さすがに屈くつした。

「頑がん張ばってっ」

　残る俺と椎名に言い残し、織田は群衆の中に取り込まれるかのように、捕とらえられた。

　厳きびしい状況。もうダメかもしれない、と思った時、群衆の終わりが見えた。

　もう少し、なのか。

「椎名……っ」

　椎名の安否を確認しようと、彼女を探す。そこで、どん、と背中が押された。

「────」

　俺の背中を押したのは、椎名だった。

　つんのめりそうになりながら前に押し出された俺は──群衆を、抜けていた。

「行って！」

　椎名は、犠ぎ牲せいになりながら俺を前に進めてくれたのだ。

　その言葉に従って前に進むかどうか、一瞬、葛かつ藤とうがあった。いつも俺は、仲間に助けられてばかりだ。

　けれども──その犠牲を、無む駄だにするわけにはいかなかった。

「くそ……っ」

　駆けた。夢中で。群衆から逃げ出す。

　後ろを振り返ることなく、ゴールに向けて、一直線に走っていく。

　絶対に、辿たどり着ついてやる────

　残り、１００メートルほど。しかし、30メートルも前方に、最後の砦とりでが待ち構えていた。

　明るく染めた、巻き毛のサイドポニー。口元から覗のぞいた八や重え歯ば。生足を剝むき出しにした、これでもかと短いスカート。

　──月ノ宮、沙弥だ。

　彼女は俺を見み据すえ、戦せん闘とう姿勢で構えている。しかし、俺は足を止めなかった。

　突っ込んでいく。

　20メートル、10メートル……どんどん近づく。

「ッ」

　そして──残り５メートル、沙弥を目の前にした俺に、不思議な感覚が訪れた。

　世界が一瞬、止まったかのように全ての動きがゆっくりになる。

　沙弥の動きも、数瞬先の展開も、まるで脳に情報が流れ込むようにして、理解できてしまった。

　……『ゾーン』、だった。

　沙弥が俺に攻こう撃げきを繰くり出そうとする。俺は一瞬右に重心をずらす。

　右に躱かわすと見せかけて──左に突き進んだ。沙弥は、目を見開いて驚おどろく。

　そうして────俺は、沙弥を抜いた。

　そのまま、無我夢中でゴールに走った。ただ前だけを見て、走りに走る。

「ハァ……ッ……ハァッ」

　あと少し──ッ。

　自宅に向けて────ダイブした。

　ゴールに倒れ込む俺の身体を────止める者は、いなかった。

　──ゴール。

「か……勝った……？」

　がばりと顔を上げた。

　後方を振ふり返る。そこには、沙弥がぺたんと尻しり餅もちをついて、うなだれていた。

　確かに──俺は、勝ったのだ。

「たはは……さすがに、しんどいね」

　頭を搔かきながら、沙弥が言った。

「俺の……勝ちなんだよな？」

「……ま、そーなるよね」

　苦笑い。

　……なんとなく……沙弥の様子がおかしい。

　彼女から伝わってくるのは、悔くやしさというよりも──虚むなしさだったのだ。

　何か違ちがう。

　どうしてか、しっくりこない。勝負に勝ったという、実感がわかなかった。

　そこに──２つの人ひと影かげが近づいてきた。

　おでこを出した切れ長の目つきの少女と、おかっぱ頭の小こ柄がらな少女。──マカとミカ。

「結果は、どうなりましたか？」

　マカの声は、ずいぶん冷静で、まるで帰宅戦争の結果を気にしていないようだった。

　ミカはマカの制服の裾すそをつまむように摑つかんで突つっ立っていて、目の前のことに興味を持っていないように、ぼんやりと明後日あさつての方向を向いている。

「…………っ」

　沙弥が、２人を見て唇くちびるを嚙かむのが見えた。

「……どうやら、沙弥様の敗北だったのですね」

　マカは、残念です、と息を吐はいた。しかしそこに、悔しさは見えない。

　どういうわけだ？

　沙弥がマカを睨にらみ付ける。それに、ちら、とだけマカは視線を合わせた。

　俺は、沙弥とマカを交こう互ごに見る。彼女たちは、今までの主従関係が噓のようだった。

　マカは沙弥に目を合わせようとしない。一方で沙弥は、じっと睨み付けていた。

「あんたら……何があったんだ」

「……大したことではございません」

　マカが答えた。

「帰宅戦争の最中ではございましたが……先ほど、沙弥様に『決けつ闘とう』を申し込ませていただいたのでございます」

「は──はぁ？」

　決闘？　帰宅戦争の最中に？

「一体……何の目的で」

「天子の座を譲ゆずっていただくためです。舞姫学園は、力を持つ者が正しく、偉えらい。……天子は下か名めいの憧あこがれであり、そこに就つくためのいかなる機会も逃のがすことはできません。その機会が、先ほど訪れてしまったという、それだけのことです」

　……マカが、そんなことを口にするとは思っていなかった。

　急展開に、思考がついていけていない。

「それで……沙弥を、倒たおしたのか？　まさか、２人がかりで」

「……そのような形で、決闘を申し込ませていただきました」

　マカは、肯こう定ていした。

「ミカたちの勝ちだよ。お姉ちゃんの作戦通り。ね」

　ミカが軽い口調でそう言って、にっこりと口元を吊つり上げてマカを覗き込んだ。

「……っ」

　沙弥が、再びマカを睨み付ける。

　なんだよ……それ。

　マカは、沙弥を──裏切ったのか？

「そういう訳で、大変申し訳ございませんが……現在の沙弥様は、もはや天子の座にはございません。帝成と舞姫における合がつ併ぺいに対する意思決定権も、下名に移っております。

　あくまで今回の戦いは、沙弥様とあなた方との決闘でしたので……下名に対し、あなた方が何かを命じる権利もございません」

　マカは、一方的にそう語った。

　つまるところ、彼女は……俺たちとの帰宅戦争中を狙ねらって、ミカとの２人掛かりで沙弥を倒し、天子の座を奪うばい取ったのだ。

「でも……そんな卑ひ怯きようなやり方で沙弥を倒したところで、周囲が納得するか？」

　俺は訊たずねた。マカはそれに、淡たん々たんとした口調で答える。

「問題はございません。既すでに、舞姫学園のほぼ全ての学生は、下名が新たな天子となることに賛成しておりますから」

「……既に？」

　天子の座を懸かけた決闘が行われたのは、つい先ほどのはずだろう。

「……あんた、もしかして」

「……以前より、他の生徒たちには伝えて回っていたのです。このまま沙弥様が天子の座にあり続ければ、どんな結果が待っているのか。

　元々沙弥様は、帝成高校との合併について反対するとおっしゃられていました。それは、舞姫学園の生徒たちの総意でもありました。けれどもその後……極きわめて私的な理由で意見を変へん更こうなさいました。舞姫学園を、オトコと共学にすることを、肯定なさいました」

　マカは、抑よく揚ようのない声こわ色いろで、そう語る。

「下名は、その事実を周知しました。そして、自ら天子になることを宣言しました。

　今や、舞姫学園に沙弥様の味方はおりません。皆みな、下名の下もとについていますから」

　……沙弥のショックは、並なみ大たい抵ていのものではないはずだろう。

　味方だと思っていた相手に裏切られ、自分の味方はいなくなったと聞かされた──きっと、そのことを告げられた上で『決闘』を申し込まれたのだろう。

　もはや、戦う気力なんてあるはずがなかった。

　どう考えたって、マカのしたことは卑怯なやり方だ。決闘の勝敗が全てという舞姫学園のルールの中においてさえ。

「……事情は理解できた」

　俺は、マカの顔を見据えて言った。

「それで……合併計画はどうなるんだ？　あんた、合併に反対してたんだろ？」

「はい。その通りでございます」

　マカは頷うなずく。

「しかし……あえて、と申しましょうか。進行させることにいたします」

「どうして」

　俺は返す。しかし、それにマカは答えなかった。

「……少々、お話が長くなってしまいました。そろそろおいとましなければなりません」

　踵きびすを返して背を向ける。

「ミカ、行きますよ」

　突っ立っていることに飽あきた様子で、近くをうろうろし始めていたミカを呼んで、マカはゆったりと歩き始めた。

「…………」

　俺も沙弥も、その姿を、何も言えずにじっと見つめていた。

　２つの人影は、遠くなっていって、とうとう見えなくなった。

　……どうしてなんだろう。

　マカは……口調こそ淡々としていたものの。

　どうしようもなく、辛つらそうな顔をしていた。

















Third Stage　俺たちの青春は……









　…………────

　とき──その翌日の、午後１時。静かな雨の降る日。

　場所──椿つばきヶが原はらの町の外れの、山の上。私立舞まい姫ひめ学園内。

　広く、厳おごそかな印象を受ける廊ろう下かの突つき当たり、生徒たちの憩いこいの場となっている広間には、大勢の生徒たちが集結していた。

　彼女たちの中心にいるのは、マカである。広間に設置されたテーブルセットに、静かに腰こし掛かけていた。

　そしてその隣となりには、妹にして『地獄の番犬オルトロス』の片割れ、ミカがいて、ガリガリと音を立ててコーヒー豆を挽ひいているコーヒーメーカーを、楽しそうに眺ながめていた。

　マカは、いつでもマイペースなミカを、羨うらやましく思った。

　……ミカは、昔から他者に興味を持たない子だった。

　その反動か、姉であるマカだけにはよく懐なついていて、常に従順で、マカの言うことには一切の疑問を持つこともなかった。

　こうして、今も。沙さ弥やに対して仕し掛かけた謀む反ほんはマカ一人で考えたものであり、ミカは、言われたとおりに協力しただけなのである。

「……っ……」

　マカは、これだけの生徒たちに囲まれ、注視されている状じよう況きように、緊きん張ちようで手が震ふるえそうになっていて、それが周囲に露ろ見けんしないよう必死だった。

　自分は、とうとう天てん子しになったのだ。ずっと憧あこがれていた、その座に就ついたのだ。

　今生徒たちが集まっているのは、マカがとある発表を行うと予告していたからだった。

「ずず……はっ！　新作豆っ。また新しいヒーコーに出会ってしまった…！」

　ミカは１人でぶつぶつ呟つぶやきながら、おいしそうにコーヒーを飲んでいる。

　大勢の生徒たちは、マカが口を開くのを、今か今かと待っている。

　……マカが立ち上がった。

　いよいよか、とどよめきが伝でん播ぱした。

　こっそり、マカは唾つばを飲み込む。緊張して仕方がない。以前の天子──沙弥は、どれだけ多くの生徒に囲まれても、照れくさそうな様子を見せるだけで、臆おくしたりはしなかった。みっともない姿を見せることなんてなかった。

　自分はトップに立つようなタマじゃないのか。いや、そんなことはないはずだ。

　思考がぐるぐる回っている。無理矢理断ち切った。

　こほん、と咳せき払ばらいを一つしてから、マカはこう切り出した。

「……帝てい成せい高校との合がつ併ぺい計画について、お話しいたします」

　せめて、声こわ色いろだけでも感情を隠かくしきろうと思った。それで、淡々とした口調になった。

「結論から申しますと……合併計画は、このまま進行いたします。天子の権限を用いて、無理矢理に止めることはいたしません」

　その言葉には、他の生徒たちに、ええっ、という困こん惑わくのどよめきが奔はしった。皆、沙弥からマカに天子の座が移ったことで、計画は破は綻たんとなるものと考えていたからだ。

「何故なぜですか！」

　強い口調で、誰だれかが言った。マカは一いつ瞬しゆん、肩かたがびくっと震えたが、ポーカーフェイスを崩くずさない。

　威い厳げんを失ってはならない。弱みを見せてはならない。人の上に立つとはそういうことだ。

「その理由をお話しします。……そもそも皆みな様さまは、舞姫学園と帝成高校の合併計画が持ち上がった経けい緯いについて、ご存じでしょうか」

　訊きかれて、誰もが口ごもった。知らなかったからだ。

「つまり、帝成高校が資金難に陥おちいったためだと聞いております。詳しよう細さいはわかりかねますが……もしかすると、入学希望者が減り、受験料の収入が減ったせいかもしれません。あるいは公的機関から支給される援えん助じよ金が減ったせいかもしれません。ともかくそのような外部要因に、帝成の経営陣じんは対応を怠おこたったのです。結果として、潤じゆん沢たくな資金力を持つ舞姫学園との合併計画を持ち出したと──そんなところでございます」

　確かにそれは、ありそうな話だったかもしれない。

　マカの話が正しいという保証はないものの、皆、疑うことはなかった。

「そういった背景を前提にすれば、合併交こう渉しようについて、舞姫に有利になるよう進めることは可能でございます。──皆様が満足できる交渉を締てい結けつすることが、下か名めいにはできます」

　マカは、断言する口調で、そう言い切った。

「ということでございますから、合併計画は進行するものの、前天子の沙弥様とは、大きく意向の変わったものとお考えください。

　沙弥様は、帝成高校の生徒たちを『仲間にする』と仰おつしやっていたのです。しかし下名はそうではなく、あくまで舞姫を帝成の上に置くつもりでございます。要するに──帝成高校の生徒たちを自分たちの支配下に置く、ということです」

　言って、マカは周囲に視線をさっと奔らせた。皆の反応を窺うかがうように。

　それが決して否定的ではないことを確認すると、言葉を続けた。

「下名たちは、舞姫学園の生徒であることに大いなる誇ほこりがございます。舞姫学園は気高く、優ゆう雅がで──そして女性であるからこそ、舞姫学園なのです。そうであるのに、オトコと共に学校に通うなどということは、本来的にあってはなりません。

　そこで、徹てつ底てい的に上下関係を示すことで、オトコは女性の下に立つべきということを、学校の経営陣や、この社会に、知らしめてやりましょう。そして、帝成が舞姫に合併計画を持ち出したことを、後こう悔かいさせてやるのです！」

　淡たん泊ぱくだった口調は、いつの間にか、力強くなっていた。

　緊張が解けてきていた。それだけでなく、最初は懐かい疑ぎ的な視線を向けていた生徒たちが、次第に同調する雰ふん囲い気きになっていたからだ。

「まったく、その通りです！」

　誰かが叫さけんだ。それに呼応するかのように、

「帝成の連中を、酷ひどい目に遭あわせてやりましょう！　マカ様！」

「素晴らしい、マカ様こそ私たちの総意を実現してくださるお方だわ！」

　マカの顔が、パッと輝かがやいた。

　重圧から解き放たれて。あるいは──ずっと憧れていた光景の中に、自分が立つことのできた嬉うれしさで。

　胸の内から、感情があふれた。

「マカ様、万ばん歳ざい！」

　称しよう賛さんの声が、ひっきりなしに降り注ぐ。

　群衆には責任がない。責任は常にトップの人間にあるからだ。だから、過激な思想であればあるほど、歓よろこばれた。

「皆様の総意は、下名の意思でもございます。下名は新たな『天子』として、この舞姫学園を背負います。だから──皆、ついてきなさい！」

「「はいっ!!」」

　カリスマ的存在に成り上がったマカは、使命感に燃えていた。

　自分は、舞姫学園を救うために、天子になったのだ。

「帝成高校の生徒たちを……懲こらしめるのです」

　小さく、呟いた。まるで、自然と口から漏もれ出たように。

「うん。お姉ちゃん」

　その声は、すぐ隣にいたミカだけに届いて、ミカは不気味な笑みを浮うかべて、頷いた。

　マカはこの時から──暴走を始めた。

　周囲の期待に応こたえるために。称賛を浴びたいがために。




　　　　☆




　１年とちょっと前のこと。




　その春、舞姫学園に入学してきた生徒たちの中に、月つきノの宮みや沙弥とマカはいた。

　当時から沙弥は髪かみを染め、惜おしげもなく足をさらした短いスカートを穿はいていた。

　そして、当時からマカは、優等生然とした身だしなみで、前髪をピンで留めて広めのおでこをさらしていた。

　舞姫学園の授業には、武道・戦せん闘とう術という科目がある。武道至上主義の舞姫ならでは、といった感じであった。

　……それは、実じつ践せん形式で行われる戦闘術の授業中のことだった。

「──たあぁっ！」

　沙弥の声が響ひびき渡わたると同時に、女子生徒の身体からだが、くるりと回転して床ゆかに落ちる。

　床に落ちた女子生徒は、何が起こったのかもわからないという風で、２人の対戦を見ていた周囲の生徒たちは、沙弥の強さにどよめきを漏らした。

　沙弥は、誰と対戦しても連戦連勝だった。

　舞姫学園の生徒とは思えないようなハデな外見をしていたため、入学した日から悪い意味で注目されていたのだが、次第に、別の騒さわがれ方をするようになっていた。

　──月ノ宮沙弥という、とんでもなく強い新入生がいる。

　その噂うわさは瞬またたく間まに広がり、沙弥はめきめきと頭角を現し、新入生ながら近いうちに天子になるのではないかとも言われていた。

　沙弥は、生徒にも講師にも称賛された。

　……そんな彼女を横目で見ながら、ひっそりと汗あせを流す少女がいた。

　マカである。

　実践形式の授業は、生徒同士の１対１の対戦が交代で行われ、対戦中でない他の生徒はその周りを囲んで観戦する形をとっていた。

　マカは、そんな輪から少し離はなれた場所で、ひとり鍛たん錬れんしていた。

　ゴムチューブを柱にくくりつけて、背負い投げをするような格好で引っ張る。それを、何度もなんども繰くり返している。

「頑がん張ばってるね」

　そんなマカに、ふと、声が掛かけられた。

　……動きを止めて、ちら、と声の主ぬしを見やる。するとそれは、沙弥であった。

「でも、どーして１人でやってるん？　向こうでみんなと試合見ようよ」

　沙弥は、首を傾かたむけて、そう訊たずねた。

「……他人の試合を見ている時間があるのなら、鍛錬した方が、強くなれますから」

　ぼそりと呟くように語られたマカの言葉に、沙弥は、おぉ、と感かん嘆たんの声を漏らす。

「すごいね……努力家だ」

　マカは、目の前に沙弥がいるのに構わず、再び鍛錬に戻もどった。

　ゴムチューブを相手に、基き礎そ練習ともいえる動きを、繰り返す。

「…………っ」

　マカは、違ちがう、と思った。

　本当は、悔くやしかっただけなのだ。マカは先ほど、対戦した相手に負けていた。

　それが悔しくて悔しくて、１人、ゴムチューブで鍛錬をしていた。

「……なんですか」

　マカは再び動きを止め、口を開く。

　彼女の前には、まだ沙弥が立っている。さっさと向こうに戻ればいいのに。

　すると、沙弥はこう言った。

「アタシ、月ノ宮沙弥ってゆーの。……名前、教えてくれない？」

　マカは眉まゆをひそめる。あまりにも唐とう突とつだったからだ。

「……どうして、でしょうか」

「アタシら、仲良くなれるんじゃないかって思うんだよね」

　沙弥は口元から八や重え歯ばを覗のぞかせて、屈くつ託たくのない笑みを浮かべた。マカはなんと言えばいいか、しばし迷って、ようやく口を開いた。

「……マカ、です」

「マカ……マカ……。マカろん？」

「は？」

「マカろんね。オッケ、あだ名決まりーっ！」

　呆あつ気けにとられるマカ。彼女にとって、月ノ宮沙弥は今まで接したことのないタイプの人で、戸と惑まどっていた。だいたい、こんなギャルい格好した友達はいたことがない。

「ね、マカろんは何のために強くなりたいの？」

「……それは……」

　沙弥の質問に、マカは口をつぐむ。答えは決まっていた。言うかどうか、悩なやんだ。

　けれども、言うことにした。

「下名は……天子になりたいのです。それが、目標です」

　その答えに、沙弥はまた、おぉ、と感嘆の声を漏らし、にっこりと笑顔を作って、

「なれると思うなー。マカろんなら」

　……この出会いをきっかけにして、２人は、なんとなく一いつ緒しよにいるようになった。

　そして……それからすぐに、沙弥は天子の座に就つくことになり、その後を追うようにして、マカもＡクラスへの昇しよう進しんを果たすことになる──。

　────…………




　　　　☆




　しとしとと、静かな雨の降る日だった。

　梅雨つゆの時期だから仕方ないけれど、雨の日はなんとなく気が滅め入いって嫌いやな感じがする。

　午後の授業が終わって放課後になり、まっすぐ帰宅してきた俺が、自宅の前で見たのは、傘かさも持たずに突つっ立っている、月ノ宮沙弥の姿だった。

「さ……沙弥？」

　驚おどろいた。早足で近づく。

　差していた傘を彼女にかざしてやりながら、うなだれた顔を覗き込む。

　明るく染めた巻き毛はぐっしょりと濡ぬれて頭に張り付き、制服の白いブラウスも肌はだ色いろが透すけるくらいにびしょ濡れになっていた。

　沙弥は、ゆっくりと顔をあげた。

「太た郎ろうクン……？」

　酷く、落ち込んだ表情をして、俺を見る。昨日の今日だったから、理由はわかった。

「……来てくれたの？」

「アホ。来たのはお前だ、俺ん家ちなんだから。……とにかく、風邪かぜ引くから家の中入れ」

　事情を訊きく前に、沙弥の背中を押して自宅に入れた。

　玄げん関かんで待たせて、風ふ呂ろ場ばからタオルを取ってくる。

「これ、使って」

　取ってきたタオルを、ぼたぼた水すい滴てきを滴したたらせている沙弥の頭の上に置いた。

「……サンキュ」

　それだけ言って、自分で頭を拭ふこうとしない。

「ったく」

　代わりに、俺が彼女の頭をわしゃわしゃと拭いてやった。

　拭き終えると、髪は水滴を落とさなくなったが、着ている制服はびしょ濡れのままだ。短いスカートは普ふ段だんでも寒そうなのに、水をたっぷり含ふくんでいっそう寒そうだ。

　風邪、引くだろう。

「……シャワー、浴びるか？」

　少し遠えん慮りよしながらも、そう訊ねてみた。

　すると沙弥は、こくりと頷うなずきを返した。

「じゃあ、足だけ拭いて上がって」

　俺は、沙弥を風呂場に案内した。

　妹の部屋から下着とジャージを拝借してきて、沙弥に手て渡わたす。

　一緒に浴室に足を踏ふみ入れ、シャワーの使い方について一通り説明をした。

「じゃあ、俺はリビングで待ってるから。シャワー浴び終わったら、そっち来て」

　そう言い残して浴室を出ようとすると、後ろから制服の裾すそを摑つかまれた。

「待って」

　か細い声で──彼女は、そう言った。

「な……なに？」

「…………」

　そのまま、沈ちん黙もく。

　振ふり向く。すると、存外近い位置に彼女の顔があった。

　その顔は──今まで気づかなかったのが不思議なくらいに綺き麗れいで、引き込まれそうな魅み力りよくを持っていて。

　少し潤うるんだ大きな瞳ひとみが、まっすぐに俺を覗き込んでいた。

「っ」

　思わず後ずさろうとすると、手首を握にぎられた。

　ま……待てまて。

　心臓が、どくり、と大きな音を立てた。

「太郎クンが、離れるの……イヤ」

「い……イヤったって……」

　すがるような表情で見つめられて、目を逸そらす。

　沙弥らしくもない表情だ。寂さみしげで、悲しげで、俺をどこかに誘さそい込むみたいな。

　手首を握られたままで後ずさると、背中が壁かべについた。

　沙弥の顔が、近づいた。

　逃にげるようにして顔を逸らしていくと、背中が壁についたまま落ちていった。

　浴室の床ゆかに、どすんと座り込んでしまった。沙弥の身体が、俺の上にかぶさる。

　沙弥の尻しりが俺の腹部に下りてきて、俺は彼女に乗っかられる格好になった。

「…………」

　心臓がどくどくとうるさい。

　沙弥の濡れた夏服の制服は、肌や下着を透かしていて、その肉感的な身体が、嫌でも目に入ってしまう。腹部には、柔やわらかな尻の感かん触しよくがあった。

　くらくらとしていた。理性が、飛んでしまいそうで。

「太郎クン……」

　沙弥の手が、俺の襟えり元もとに伸のびてきて、つかまれた。

「まっ…………」

　顔が、近づいてくる。──唇くちびるが、

「待てっ」

　咄とつ嗟さに彼女をふりほどくようにして強引に抜ぬけ出し、立ち上がってしまった。

「ほ、ほら、早くシャワー浴びないと風邪引くから」

　何故なぜだか、まるで言い訳でもするかのような心境でそう言って、浴室から出た。

「……ちぇ」

　沙弥は浴室の床に座ったままで、不満げに俺を見上げる。

「ねぇ、じゃあさ、せめてそこにいてよ」

「そ、そこ？」

「うん、脱だつ衣い所。他人の家って不安だし……」

　俺は、なんと答えるべきか、わからずに口をつぐんだ。

　……結果として。

　10分後、俺は脱衣所に１人で座り、扉とびら一枚隔へだてた浴室から聞こえてくるシャワーの音に、そわそわしているのだった。

「…………」

　ちら、と視線を動かす。脱衣所にある籠かごの中には、先ほど沙弥が脱ぬいだばかりの制服や、下着が入っている。

　曇くもりガラスになっている扉の向こうには、肌色がぼんやりと透けて見えている。

「太郎クン」

　シャワーを浴びながら、沙弥が俺の名を呼んだ。

「は、はいっ。なんでしょうか!?」

「……なんで敬語さ」

「あ、いや、思わず……」

　沙弥の、ははは、と力なく笑う声が聞こえた。

「……アタシね」

　その声は小さく、流れるシャワーの音に、ほとんどかき消されていた。

　俺は、浴室の扉に近づいて、耳をそばだてる。

「けっこー、ショックなんだよね」

　落ち込んだ声。

「あって当たり前のモノを失うってさ。……マカろん、言ってたじゃん。舞姫に、アタシの味方はもういないって。居場所、なくなっちゃったんだなぁって……」

　……俺は、黙だまって彼女の声を聞いていた。

「実感わいてきて……なんか、ぽっかりしてるんよね。アタシ、急に寂さびしくなっちゃって。……ヒドいよね、マカろん。あんな風に裏切らなくたっていいのにさ」

「…………」

「アタシとマカろんって、そんなトクベツな仲でもなかったのかな。でもさ、けっこー一緒にいたんだよ。アタシは、スキだったな。みんな言うけど……当たり前のことのありがたみって、なくなってみないと気づかないよね。今になって、マカろんの大切さに、気づいたような気がしたよ」

　そこで──シャワーの音が、やんだ。

　突とつ然ぜんに静せい寂じやくに包まれたような心地ここちのする空間に、彼女の小さな声がした。

「心、通じてるって思ってたんだよね。でも、もしかしたらそれって……アタシだけだったのかも。なんか、寂しいよ。アタシ……誰だれも、信じられなくなっちゃいそうで」

　その言葉に、俺は口を開いた。

「そうだな。……その気持ちは、俺もよく理解できるよ」

　同情。いや、それは──過去の自分に重ね合わせた、同調、と言うべきか。

「……アタシもう、１人だよ」

「いいや、そうじゃない」

　俺は、否定する。

　そして、思考を巡めぐらせた後、少しだけ身の上話をすることにした。

「俺も、同じような経験がある。そんなに昔の話じゃない。ほんの数ヶ月前のことだ」

「……太郎クンも？」

「信じていた奴やつらに裏切られたと感じた。当時『帰宅同好会』だった５人が、帰宅部を設立しようと、帝成の全校生徒相手に戦争を仕し掛かけた時のことだ」

「……それって」

「俺たちは大きな壁にぶつかって、一時は皆みんな諦あきらめムードになった。それで、一つになりかけていた仲間意識は壊こわれたんだ。その時俺は、皆に裏切られたと思った」

　浴室の扉に背中と頭をもたれて座り、記き憶おくをゆっくりと辿たどりながら、言葉を紡つむいだ。

「……けれど、最終的には、また一つになれた。帰宅部設立の目標も達成できた。今では……そいつらとは、毎日放課後に、一いつ緒しよに家に帰る仲だ。一度関係が壊れてしまっても、だからといってそれが一生の溝みぞになるわけじゃないんだよ」

「…………」

　沙弥は、何も言わない。

　俺の言葉の意味を、１人反はん芻すうしているように。

　ややあって、問いかけてきた。

「……どーやって、一度壊れた関係を、もとに戻もどしたの？」

「戻したんじゃなく、戻ったんだ。……そもそも、壊れていたと感じたことさえ勘かん違ちがいだったのかもしれない。皆、お互たがいに憎にくみ合ってたわけでもなく、そして、帰宅部設立を本気で諦めていたわけでもなかった。

　俺たちは──会話したんだ。それで、誤解は全部解けた。話せば、互いの本心は案外見えてくるもんだよ」

「……話せば……」

「あぁ。……だから、沙弥、お前も絶望する必要なんかないと俺は思う。とりあえずもう一度、ちゃんとマカと会話してみたらどうだ？　そうしたら、互いの本心をちゃんと理解しあえるかもしれない」

　俺は、そう提案した。

　沙弥とマカの間には齟そ齬ごがある。互いに互いをちゃんと理解していないように思えた。

　俺の言葉に、彼女の返事があるまで、また少し時間があった。

　それでも、

「……うん」

　沙弥の、頷く声が聞こえた。

　次の瞬しゆん間かん──もたれていた、浴室の扉が動いた。

「わっ」

　沙弥が、扉を開いたのだ。

　もたれるものがなくなって、仰あお向むけに倒たおれる俺。がん、と浴室の床に後頭部をぶつけた。

　痛みよりもなによりも、俺の意識の全てを占しめたのは、視界に現れた、裸はだかの身体をタオル一枚で隠かくした沙弥が、突つっ立っている姿だった。

「いっ!?」

「……あ……っ」

　その身体は、一応タオルが巻かれていたが……下から覗のぞく形になった俺には、太ももの付け根付近まで見えてしまっていた。

　文字通り、手を伸ばせば触ふれられる場所にある、女子の身体。

　驚おどろきと、困こん惑わくと、興奮と──様々な感情がごっちゃになって、頭の中が真っ白になった。

「────」

　そんな俺を見下ろして、顔がかぁっと赤くなっていく沙弥。

「……あ、アタシの方から扉開けたわけだし、覚かく悟ごはしてたけどさ……あの、さすがに下からはハズいよ……」

　もじ、とタオルを動かす沙弥。

「あの、これはっ」

　慌あわてて立ち上がり、弁明しようとするも、言葉が出てこない。

「な、何も見てないから！」

　見た。見ました。

「本当だから！」

　でも、そう言うしかなかった。

「……う、うん」

　恥はじらいながら、沙弥が答えた。




　　　　☆




　翌日の放課後。

　帰宅部４人でインフォメーションギャラリーを抜け、校門の前までやって来ると、沙弥が１人で立っていた。

「今日もいるのね」

　沙弥を見て、椎しい名なが呟つぶやく。

「俺が呼んだんだ」

「へ？　どうして、佐さ藤とうくんが」

　それに答える前に、沙弥がこっちに寄ってきたので、よう、と挨あい拶さつした。

「うん。ちゃんと来た」

　と沙弥。その表情には、まだいつもに比べて若じやつ干かん元気がない。

　俺は沙弥の横に立ち、イリス、織お田だ、椎名の３人の方を向いた。

　３人には既すでに、沙弥がマカに天子の座を奪うばわれていたこと、そのため前回の帰宅戦争で勝利したものの合がつ併ぺい計画の阻そ止しは果たせなかったことは伝えていたが、それ以上のことはまだ話していなかった。

「皆に、話しておきたいことがあるんだ」

　それは、昨日俺の家で、風ふ呂ろから出た後の沙弥と話した内容だった。

「今まで、沙弥と俺たちは合併問題について対立関係にあった。でも今日からは、同じ立場になったんだ」

「同じ立場？」

　織田が首を傾かしげた。俺は頷うなずいて、

「つまり──沙弥も、俺たちと同じく、合併に反対する」

「は……はぁ」

　イリスが驚きに目を開いて、曖あい昧まいな相あい槌づちを打った。

　椎名は、怪け訝げんな顔をしている。

「沙弥はこれまで、舞姫学園全体の意思決定ができる立場にあった。けれど、今はその立場にマカが就いてる。そしてマカは、舞姫と帝成を合併するだけじゃなく、帝成の生徒たちを『支配』しようとしているみたいなんだ。沙弥は、もともとは合併に賛成してたけれど、マカの暴走を止めたいと言ってくれた」

　俺が語ると、沙弥は続けて、

「アタシを、仲間に入れて欲しいです」

　と、はっきりと口にして、頭を下げた。

「へぇ……」

　織田は、驚いたような、あるいは感心するような顔で頷いた。

　椎名は腕うでを組んで口をつぐんでいたが、沙弥がそこで、続けて口を開いた。

「このままじゃ、帝成のヒトたち全員が不幸なことになると思うんだよ。それに、マカろんはミカっちとか沢たく山さんのヒトを味方につけてるし、アタシ１人じゃどうにもできなくて……。暴走してるあの子のこと、どうにかしたいから」

　沙弥は、訴うつたえかけるようにそう言葉を紡いだ。

　それに、椎名がしばらく考えた末に、答えた。

「そうね……確かに、今はお互い協力する時かもしれないわ」

　その言葉に、沙弥は一いつ瞬しゆん、嬉うれしそうに顔をほころばせた。

「一緒に、頑がん張ばりましょうッス！」

　イリスが元気よく言って、沙弥に近づく。

　俺たちが立ち向かう相手は──マカになった。

　マカは、『地獄の番犬オルトロス』の片割れのミカをはじめとした、大勢の生徒たちを『護衛』につけているという。

　大きな壁かべだ。けれども、俺たちには月ノ宮沙弥が加わった。

「よし……全力で戦って、合併を阻止するぞっ」

　力強く、皆に言葉をかける。

「うんっ！」

　沙弥が強く頷いた。そして他の３人も、同じように。

　沙弥を加えた俺たち『帰宅部』は、改めて結束しようとしていた。

　後は、どうにかしてマカを止め──合併を止める。

　そして願わくは、沙弥とマカの関係も、修復できるように。

「ねぇ、円えん陣じんしようよ」

　織田が言った。

「おう！」

　俺も、それに同調する。

　円陣──それは、俺たちが大きな壁に立ち向かう前の象しよう徴ちようのようになっていた。

　イリスが手を前に出し、それに織田が手を重ねる。続けて、椎名、俺、そして沙弥。

「帰宅部、ふぁいと────っ!!」

「「おぉ────っ!!」」

　思いっきり叫さけんで、手を頭上に掲かかげる。全員の声が、空に響ひびいた。

　こうして──俺たちは、ひとつになった。




　　　　☆




「……ちゃんと、来るッスかね」

　イリスが、不安そうに呟いた。

　俺、椎名、イリス、織田、沙弥の５人は、椿ヶ原の外れの山の上、舞姫学園の校門前にやって来ていた。

「きっと来るさ」

　と、織田が答える。

　待っているのは、マカである。沙弥に連れん絡らくを取ってもらって、呼び出したのだ。

　目的は、合併阻止を懸かけた、決けつ闘とうの交こう渉しようだった。

「あ、あれ……」

　椎名が、舞姫学園の校舎から出て、こちらに向かってくる２つの人ひと影かげを指さした。

　その姿に、沙弥の表情が自然と曇くもる。

「マカろん……」

　そうして──マカとミカの姉妹は現れた。

　もう、すっかりミカはマカの御お付きになっているのかもしれない。以前、沙弥に対してマカがそうしていたように。

　ミカは今日もコーヒーの入った水すい筒とうを持っていて、飲みながら「……グッテイスっ」とか１人で呟いている。

「いかがしましたか、いきなり呼びつけて。……それも、こんなに大勢で」

　開口一番、マカはそう言った。

「ごめんね」

　沙弥は無理に作ったような笑みを顔に貼はり付けて、謝る。それにマカは沈ちん黙もくで答えた。

　話の本題へは、俺が切り込んだ。

「頼たのみたいことがあって、会いに来たんだ」

「……はぁ……頼みたいこと、ですか」

　眉まゆをひそめ、なんでしょう、とマカ。

「決闘を申し込みたい。もちろん、合併計画の阻止を懸けて、だ」

　言うと、マカは露ろ骨こつに表情を硬くした。

「……ふん」

　腕を組んで、顔を背そむける。

「……下か名めいにメリットのないものは、申し訳ございませんが受け付けられません」

「決闘は、申し込まれれば断れない。──舞姫学園の規則には、そうあるはずだよね」

　沙弥が言った。

「…………っ」

　マカは、恨うらめしそうに沙弥を睨にらみ付ける。それに、沙弥は表情をややこわばらせた。……沙弥は、マカとの仲を戻もどし、彼女の暴走を止めたいだけなのだ。

　そこに、俺が畳たたみかけた。

「こっちが申し込んだわけだし、そっちに分ぶがあるルールで戦っても構わない」

「……つまり、ハンデがあって良いということですか」

「あぁ。──『帰宅戦争』でどうだ？」

「……帰宅戦争」

　怪訝な顔で、マカ。

「一回やっただろ。前回、舞姫生徒そつちは50そこらしか参加しなかったけど……今回は事前に予告しておいて、全校生徒を集めてくれていい。俺たちこつちは、ここにいる５人だけだ」

　マカがぴくりと眉を動かし、沙弥を見て、続けて俺を見た。

　俺たちの側に沙弥が参加することを、目で確認するように。

　それを認めながら、俺は続けた。

「舞ぶ台たいは舞姫学園の校舎を使えばいい。そっちが校門を守る。俺たちが校門を目指す。阻止できれば合併は好きにすればいい。けれど、もし俺たちが校門を抜ぬければ……合併計画は、止めてもらう」

　マカは、値ね踏ぶみするような目つきだ。

　けれども、彼女は自分たちが負けるとは露つゆほども思っていないだろう。舞姫学園の生徒たちは、皆みな戦せん闘とう能力に優すぐれている。それに、こちらに沙弥がいるとはいえ、マカとミカの２人掛がかりで彼女を倒たおした前例がある。
















　俺は、さらに口を開いた。

「この形での決闘なら、そっちにメリットがないこともない。俺たちには沙弥が加わり、あんたは舞姫学園全員を統率する形になるからだ。舞姫の生徒たちは、実際にあんたが沙弥を倒した瞬しゆん間かんを目もく撃げきしていない。天子の交代があったという事実が知らされただけだ。それじゃ、まだ信しん頼らいされ切ってないんじゃないのか。

　もしあんたが全校生徒を統率し、沙弥を含ふくめた俺たちを倒すことができれば、あんたは自分の地位を完全なものにできる」

　そう告げると、

「……なるほど、悪い話ではございませんね」

　マカは、頷いた。

「あなたの言う話は、魅み力りよく的に思えます」

「お姉ちゃん、いいの？」

　ミカがマカを覗のぞき込んで訊たずねた。マカはミカをちら、と見てから、

「……ただ、あえて申し上げさせていただきますが」

　俺の目を、見み据すえた。

「そんなことを言いながらも、あなた方は本心では自分たちが勝つと信じている。しかし、ハッキリと申します。──勝つのは舞姫学園です。

　舞姫には、武道に優れた何百もの生徒たちがおります。それをたったの数人で突とつ破ぱするなんてことは、不可能でしょう」

　マカの瞳ひとみには、疑うことのない自信がうかがえた。

「それと」

　マカはまだ続けた。

「次の決闘で、下名が勝利した場合……合がつ併ぺい計画について、あなた方がこれ以上介かい入にゆうすることは、一切やめていただきます。よろしいですね？」

　その問いに──俺は、頷うなずくしかなかった。

　今いま更さら、後に引くことなんてできない。

　客観的に見れば、俺たちが勝つことは、奇き跡せきか何かだと思われるかもしれない。

　けれど俺は、奇跡を信じていた。

　帰宅部を設立する時だって、起こせたんだ。

　もう一度、それに懸けてみたって、いいじゃないか。

　なんとなく、うまくいくような気がしているんだ。

「不可能だと思うのは勝手だけど、やってみなきゃわからないでしょ」

　椎名が、マカに向けてそう言った。

「……いいでしょう」

　マカは、頷く。

「では、下名の方で日程は決めさせていただきます。決まり次第、そちらを通して連絡いたします」

　マカは、ずっと視線を合わせていなかった沙弥に対し、そこで初めてちらりと視線を向けて、そう言った。

「……っ」

　沙弥は、唇くちびるを嚙かむ。

　そうして──俺たちは、そこで別れた。




　　　　☆




　私立帝成高校の１年生校舎、最上階のさらに上──我らが帰宅部の『秘密基地』である屋根裏部屋に、部員たちが集合していた。

　俺、椎名、織田、イリス──そして沙弥。

「……普ふ通つうにウチの学校入ってきてるけど」

　椎名が、沙弥に顔を向けて言った。

「案外バレないもんだね」

　沙弥は頭を搔かきながら、軽い口調でそう返す。彼女は帝成のジャージを身につけていた。俺が貸したものだ。男子も女子もデザインが変わらないのは良かったが、さすがに体格差があったため、ぶかぶかだった。

　舞姫学園との帰宅戦争に向けた作戦会議のため、俺たちは屋根裏部屋に集まっていた。

　別に、わざわざ沙弥を帝成に侵しん入にゆうさせてまでここで行う必要もなかったのだが、織田の『作戦会議は秘密基地じゃないと』という主張と、沙弥の『太郎クンのガッコ入ってみたい』という主張によってこうなった。

　既すでに、帰宅戦争が行われる日時や細かな条件がマカから提示されていた。──決戦の日は、もう３日後に迫せまっている。

　今日の作戦会議に先立って、昨日、俺たちは舞姫学園の下見に行ってきていた。敷しき地ち内のどこに何があるのか、全く知らなければルート構築もできない。マカと交渉し、許きよ諾だくしてもらったのだった。

　作戦会議のメインは、下見のおさらいをすることだった。そこで、舞姫学園に詳くわしい、沙弥が進行役になった。

「……えー、こう、図にしますとですね」

　別の部屋から持ってきたホワイトボードの前に沙弥が立ち、俺を含む４人は椅い子すに座ってそれを見ている。

　沙弥は、ホワイトボードに、舞姫学園の概がい略りやく図を描かいた。

　ゴールである校門を上にして、その下にいくつかの施し設せつが置かれている。

　舞姫学園のメインとなる校舎は３つに分かれており、上空から見ると、３つの横長の建物が縦に並んでいるような印象だった。校門に近い順から、本棟とう、普通教室棟、特別教室棟と呼ばれているらしい。そして、その３つの校舎の周囲に、野球場やらプールやら体育館やらグラウンドやらが散らばっている。

「スタート地点は、ソコでいいんだよね」

　織田が指さしながら訊ねる。沙弥が頷いて、ホワイトボードに丸をつけた。

　──特別教室棟の４階。校舎内では、校門から最も遠い位置だ。

　椎名が口を開く。

「普通に行くなら、特別教室棟の校舎内を進んで、渡わたり廊ろう下かから、普通教室棟、本棟と移動していって、本棟の出口から校門に向かう、って感じだけど……」

　まぁ、そうなるだろう、と俺も思う。

　基本的に、屋おく外がいよりも屋内を通った方がいい。敵がわんさといる帰宅戦争においては、身を隠かくしながら進むのが原則だ。だだっ広い屋外で敵に見つかった場合、隠れる場所がなくて、最悪、こっちの息が切れるまで鬼おにごっこ状態が続く可能性がある。

「……でも、『とっておきの作戦』があるんでしょ？」

　椎名は、沙弥に問いかけた。

　沙弥は自信ありげに、うん、と頷いて、

「ここに──」

　言いながら、沙弥が示したのは、校門とは正反対の方向──

「ここにあるのが、地下道の入り口だよ」

　……地下道。沙弥は、そう言った。

「地下に蜘蛛くもの巣すみたいに道が張はり巡めぐらされてる。校門に近づく秘密のルートになるよ」

「どうしてそんなものがあるんだろうな……」

「アタシも詳しくは知らんけどね、昔使われてたんだと思う。舞姫って、昔から武道至上主義のガッコだったし、秘密が多いんだよね」

「他の生徒には知られてないモノなのよね？　よく見つけたわね、そんなの」

「アタシ、学校探たん索さくが趣しゆ味みだったりするんだよね。割とトモダチ少ないからかな……」

　沙弥は、ははは、と苦笑いしながら頭を搔いた。

　……他の誰だれにも知られていない（はずの）、秘密のルート。

　先日の下見では、実際に地下道を歩くことはおろか、その入り口に近づくこともしなかった。舞姫の生徒たちにその存在が露ろ見けんしてしまう心配があったからだ。

　その、『とっておきの作戦』のおかげで、一気に、希望が開けた気がした。うまく地下道に入ることができれば、の話だが……。

　そうして、作戦会議は、その後もしばらく続いた。

　舞姫学園の生徒たちは、１人ひとりがかなり手て強ごわい。準備は重要だ。例えば、椎名が銃じゆう弾だんを切らさないよう、ストックを十分に用意していこうとか、イリスはリュックの中身をすぐに取り出せるように整理していこうとか、そういったことを確認しあって、その日の会議は終わった。




　　　　☆




　椿ヶ原の町の外れに見える、小高い山。

　まるで巨きよ大だいな洋館のような佇たたずまいをした校舎と、広大な敷地面積を誇ほこる『お嬢じよう様学校』──舞姫学園。

　そんな場所を舞台に──今まさに、帰宅戦争は開戦しようとしていた。

　俺たち帰宅部のスタート地点は、特別教室棟の４階の廊下。スタート地点付近の区画には舞姫の生徒が入らないルールになっていて、静かな緊きん張ちよう感に包まれていた。

「…………」

　俺の隣となりに立つ沙弥は、緊張で顔をこわばらせている。

「帰宅部の本気を見せてやるわよっ」

　椎名が意気込む。それに、俺たちは頷きを返した。

　皆みな、トランシーバーを制服に入れ、それぞれの武器を構え、戦せん闘とうに備えた状態だ。

　俺は、今日も竹刀しないを携たずさえていた。武器に意思があるはずもないけれど、頼たのむぞ、と内心で声を掛かけた。

　その時──廊下の窓から見える空に、白い花火が打ち上げられた。

　ドンッ、ドンッ！　と、重低音が轟とどろいて、校舎がびりびりと揺ゆれた。

　開戦の合図だ。

　タイムリミットは、18時。

　腕うで時計を見る。現在16時。タイムリミットまでは、２時間ほどだ。

「よし──行こうっ！」

　俺たちは走り始めた。

　沙弥と俺が先頭に立ち、その後ろに、椎名、イリス、織田と続く。

　最初の目的地は、校門とは反対方向の、地下道への入り口だ。４階にいる俺たちは、まずは地上に降りなければならない。

　まずは階段を目指し、廊下を進む。曲がり角を曲がると、もう安全区域からは脱だつしている。そこに──待ち構えていたかのように、６人の敵の集団が立っていた。

　白い道衣に黒い袴はかま。武道では標準的な服装で、どの『派は閥ばつ』なのか判別はできなかった。

「こいつらは？」

　沙弥に訊たずねる。すると沙弥は首を傾かしげて、

「あー……誰だっけ？　ゴメン、アタシそういうのあんま把は握あくしてなくて」

　……おいおい。

「私たちが、最初の関門となりましょう。……通りたくば、倒たおして行くが良い」

　俺たちの前に立つ正体不明の敵は、まるで悟さとっているかのような落ち着いた態度で、そう言った。

「やってやるッス！」

　イリスが勇ましく言い放つ。相手は６人。俺たちなら、突とつ破ぱできる──

　先せん陣じん切って向かっていったのは、俺だった。竹刀を構え、飛び出す。それに、他の仲間も続いた。

「────ッ」

　正面から竹刀で斬きり込んだ。その攻こう撃げきは、敵が避よけるよりも速かった。身体を捉とらえ、竹刀のぶつかる鋭するどい音が──響ひびかない。

「!?」

　空くうを斬ったわけではない。確かに敵には当たったはず……しかし、手て応ごたえがまるでない。

　そのせいで、俺の体勢はやや崩くずれ、重心がふらついた。その瞬しゆん間かんを見計らったかのように──敵が、俺の腰こしに手刀を当てた。

　刹せつ那な、くるり、と。俺の身体は、一いつ瞬しゆん重力がなくなったように、回転する。床ゆかに、頭から落ちていく──

「……ぶねぇっ」

　咄とつ嗟さに受け身を取って、床を転がって相手と距きよ離りを取った。すぐさま立ち上がる。

　……なんだ、今の。

　仲間の様子を確認する。すると、イリスはあっけなく床に転がされていて、織田は敵との攻こう防ぼうを繰くり広げているところだった。

　織田の拳こぶしが敵の頰ほおを掠かすめると、敵は躱かわした織田の腕に、そっと手刀を置く。そして、まるで織田の動きに合わせるようにして、円を描くようにして捌さばいた。

「うぁ……ッ」

　織田の体勢が崩れ、床に落ちそうになる。それを──身体を捻ひねって強引に足で踏ふん張ばり、運動神経にモノを言わせて耐たえた。しかし反はん撃げきには至らず、いったん退ひいて距離を取る。

　椎名は拳けん銃じゆうによる攻撃を図はかって、まだ敵に近づいていない。そんな中、沙弥は突つっ立ったまま、難しい顔をしていた。

「……あ、思い出したよ、太郎クン！」

　沙弥が俺の方を向いて、叫さけんだ。

「このヒトたち、『合気道派』だ！」

　なるほど、言われてみれば納得だった。けれど、それを知ったところで────いや、

「……そうか……わかったぞ。こいつらの攻こう略りやく法がっ」

　気づいた。俺は、ひとまず敵から離はなれ、仲間を集める。

「ど、どういうことッスか」

　攻撃を受けて痛みに表情を歪ゆがませながら、イリスが訊きいてきた。

「要するに……攻撃しなければいいんだ」

「……へ？」

「『合気道』っていうのは、基本的に相手の攻撃に対する返し技だ。だから、攻撃しなければ相手も技を繰り出せない」

「……まさか」

　椎名が信じられないという顔をする。しかし、俺は言った。

「とにかく、無視すればいい。勢いに任せて、突っ切ろう」

「うん。それがいーと思うよ」

　沙弥が頷うなずいて同調した。となれば、半信半疑でも他の仲間は俺の言葉に従うしかない。

「一気にいくぞ……！」

　そして……俺たちは横並びになって、一いつ斉せいに駆かけ出した。

　敵が身構える。しかし、それに構ってはいけない。一切の攻撃をせず、相手を避けることだけを考えて────

「いけぇ……っ！」

　──敵を、抜ぬけた。

「……こんな簡単にいくなんてね」

　織田が、はは、と少し笑った。

　俺たちは、そのまま止まることなく廊下を駆けた。まだまだ戦争は始まったばかり。体力なんて気にするまでもない。

　目指すは、地上だ。

　下見のおかげで、いや、学校内の地理に（無む駄だに）明るい沙弥のおかげで、俺たちは様々な裏道を知っていた。

　前方に、階段が見える。けれども、それを無視して進んだ。

　とうとう、廊ろう下かの突き当たりまでやって来た。

　そこには、ほとんど壁かべに同化して見える扉とびらがついている。あまり知られていないという、非常口だった。……普ふ通つうの階段を使うのは、相手だって予測しているだろうからな。

「開けるぞ」

　言って、ドアノブを捻ると、外の光が差し込んだ。

　そこには、校舎の外がい壁へきに取り付けられた非常用の螺ら旋せん階段があった。

　俺たちはぐるぐると回りながら、長い螺旋階段を下りていく。鉄製の階段は、足を下ろす度にガンガンとうるさい音を立てた。

　無事に地面まで降りきった時、校舎の陰かげから、十数人の敵がバッと飛び出してきた。

「見つけましたわぁっ！」

「……ちっ、バレたか」

　沙弥が頭を搔かく。逃にげようとするも、行く手を塞ふさがれてしまった。

　ざっ、と足音を立てて俺たちの前に立ちはだかったのは──竹刀を構えた、敵の姿だった。察するに──『剣けん道どう派』といったところだろうか。

「残念ですけれど、ここで終わらせていただきますわよ」

　その中の、大きな胸が特とく徴ちよう的な、長い髪かみをなびかせた少女が、高たか飛び車しやな口調で言った。

　刹那──敵の群れが、跳とびかかるように襲おそいかかってきた。

　俺は竹刀を身体の前で構える。

「──らぁッ」

　振ふりかぶり、敵に斬りかかった。

「ふッ！」

　敵が身体を反そらし、俺の竹刀は空を切る。そこに、カウンターの突きが繰り出された。竹刀ではじき返す。続けて斬り込まれるも、なんとか躱す。体勢が崩れかけるも──地面に手をついて、踏ん張って耐えた。

　息いきつく暇ひまもなく繰り出される攻撃を、竹刀で受けた。そのまま互たがいに接近し合い、一いつ瞬しゆん膠こう着ちやく状態になる。

「っ」

　竹刀で相手をそのまま押し飛ばしながら後方に跳び、距離を取った。この辺りの動きは、散々ムサシに教え込まれた剣道の技術だ。

　１ヶ月も前、知らぬ間に舞姫学園に入り込んでしまった時の俺は逃げるばかりだった。

　けれども今はもう違ちがう。──戦える。

　ちら、と周囲の仲間の様子を確認した。

　皆、それぞれに戦っている。沙弥は、既すでに２人もノックダウンさせていた。

「……負けてらんねぇッ」

　俺も、敵に向けて踏み込んでいく。

　こんな敵に、手こずっていられるか。ムサシに比べれば、こいつらの剣道なんて──

　横よこ薙なぎに竹刀を振るった。敵が後方に跳び、空を切るも──そのまま、さらに踏み出す。

　敵が防ぼう御ぎよを図って前に出した竹刀に向けて、あえて思い切り攻撃をぶつけ、その手からはじき飛ばす。

　バチィン！　と鋭い音がして、回転しながら、竹刀が宙に舞まう──空いた相手の身体に、俺はまっすぐ突き出した。

「くッ!!」

　相手の肩かたに、攻撃がヒットした。衝しよう撃げきで後ろに、よろ、と数歩後ずさる。そこを狙ねらって、まだ攻撃の手は緩ゆるめない。

　守る術すべのない相手に、上から竹刀を振り下ろした。脳天を捉え、ついに、敵は崩れ落ちる。──敵の１人を、倒した。

　ふぅ、と息を吐つくのもつかの間──目の前に矢が迫せまってきていた。

　反射的に、地面にダイブして避けた。

「あぶね……ッ」

　周囲に視線を奔はしらせる。そして、そこで気づいた。

　敵が、増えてきている。もはやここにいるのは、竹刀しないを持った『剣道派』だけではない。普通教室棟とうの方から、弓を持った敵──『弓道派』がやって来ていた。

　おそらく応おう援えんを呼んだのだろう。俺たちの居場所を確定させた相手は、ここに戦力をつぎ込もうとしている。

　……剣道派を相手にしながら、飛んでくる矢を気にする余よ裕ゆうなんてあるわけない。それは、俺だけじゃなく、帰宅部全員にとってのピンチだった。

　弓道派あいつらを、どうするか。

　考えて、俺は地を蹴けった。１人を倒したことで生まれた敵の群れの隙すき間まを縫ぬって、そこから抜け出す。そして──やって来たのは、弓道派の真ん前。

　連中からすれば、最も狙いやすい位置だった。

「…………」

　矢は放たれない。彼らは弓を構えた状態で、俺を睨にらみ付けるばかりだ。

　俺の後方には、剣道派の連中が沢たく山さんいて戦っている。もしも俺を狙って矢を放ち、俺がそれを避けてしまえば──流れ弾だまになって剣道派の誰だれかに当たるかもしれない。

　位置取りを工夫して、膠着状態を作り出す。ずいぶんやり込んだネトゲで使っていた戦略だった。

　……しかし、このままでは、敵はどんどん増えるだろう。早くこの場を離れなければ、やがて囲まれるかもしれない。

「もう、行くぞッ」

　俺は帰宅部の面々を振り返り、大声で叫んだ。

　とにかく今は、相手を倒たおしきるよりも前進することが優先だ。

「こっち、ついてきて！」

　３人目の敵を倒した沙弥が、前方に駆け出しながらそう言った。俺も、そちらに走り出そうとする。

「ぬ……抜けられないッス────っ」

　イリスの叫び声。振り返ると、彼女は２人の敵と対たい峙じしていた。

　彼女の背負っているリュックの中には、俺が入れた様々な道具が入っているのだが、それらを使ってもなかなか倒すまでには至っていないようだ。

　イリスは、ロープをぶんぶん振り回して敵を威い嚇かくしている。……それ、そういう風に使う想定じゃなかったんだけどな。

　そこで、イリスのもとに、近くにいた織田が走った。

「こっちは任せてよ！」

　織田は、沙弥と俺に向けて叫んだ。

「そんなわけにいくかっ」

「大だい丈じよう夫ぶだって！　僕だってイリスちゃんにいいとこ見せたいんだから」

　織田は、俺に向かって親指を立てた。

　沙弥が言った。

「……進もう。きっとカレなら平気だよ」

　織田は跳びかかってくる敵に立ち向かい、イリスの前で奮ふん闘とうしている。……確かにアイツは強いけど……っ。

「…………っ」

　どんどん敵の増えていく状じよう況きよう下か──数秒考えてから、俺は前を向いた。

「ちょっと待ったっ、あんたら２人きりになろうとするなっ」

　その声は椎名だった。彼女のいる位置は、織田とイリスのすぐ近くだった。

「椎名、早く来いっ」

　声を掛かけるが、位置が位置であるが故ゆえに、織田とイリスの援えん護ごをするべきか、俺たちと共に進むべきか、迷っているようだ。

「がっ」

　その時、織田が敵の攻こう撃げきを避よけきれずに食らって、よろめいた。そこに、弓を構えた別の敵が、織田に狙いを定さだめていた。

「……このっ」

　椎名は拳けん銃じゆうの引き金を引いた。弓を構えた敵の顔面に、ペイント弾だんは見事にヒットする。

「あ、あいつをなんとかしなさいッ！」

　舞姫生徒の誰かが金かな切きり声をあげた。途と端たん、椎名にも大量の敵が襲いかかっていき、彼女は織田とイリス周辺の密集に巻き込まれる。

　椎名が俺と沙弥に向けて叫さけんだ。

「……あぁもうっ、さっさと行け────っ！　行っちまえ────っ！」

　……行きづらいわっ。

　しかし、もう躊ちゆう躇ちよしている時間はないだろう。すぐにでもこの場を去らなければ、俺たちも完全に囲まれる──

　沙弥が俺の手を引いて、進んだ。

「っ」

　足が前に出た。駆かけ出す俺の背中に、椎名の声が浴びせられた。

「２人で仲良く行けばいいわよっ。……その代わり、負けたら承知しないからねっ！」




　……そうして、椎名、イリス、織田の３人と別れ、敵の群れを突とつ破ぱしてきた俺と沙弥は、周囲の敵を警けい戒かいしながらそろそろと進んでいた。

　太陽の光に照らされた屋外を、太陽の光の当たらない物もの陰かげをつたって。

　校門からは真逆の方向──やがて、巨きよ大だいな体育館の裏手までやって来た。

　俺はそこでトランシーバーを取り出し、別れてしまった３人に連れん絡らくを取ってみた。今いる場所や状じよう況きようを確認し、指示を出したかったからだ。

「こちら佐藤。そっちは、無事か？」

　問いかけて、しばし待つ。

「…………」

　しかし、返事はない。沙弥と顔を見合わせた。

「大丈夫かな」

「……無事だといいけどな……」

　その時だった。

「隠かくれろっ」

　俺は言った。──２人の舞姫の生徒が歩いて近づいてきていたのが見えたからだ。

　慌あわてて周囲を見回す。幸運にも近場に生いけ垣がきがあった。そこに飛び込む。

「…………」

　身を寄せ合いながら、息を潜ひそめる。

　……ここから先は、なんとしても敵に見つからずに進みたい。

　秘密である地下道の入り口の存在を絶対に知られたくないからだ。知られてしまえば、今回の作戦は破は綻たんしてしまう。
















　彼女たちは──俺たちの前を、通り過ぎていった。

「……危ないあぶない」

　沙弥は、ふぅ、と安あん堵どの息を吐く。

　……周囲に敵の姿や気配がないことを確認して、俺たちはひっそりと生垣を出た。

　３人と連絡が取れないのは心配だが、２人でもとにかく進むしかない。

　体育館裏を歩く。舞姫学園の敷しき地ちの端はしまで来ていた。フェンスを隔へだてた向こう側には木々が生おい茂しげっていて、日の光が遮さえぎられて薄うす暗ぐらかった。

　やがて、すっかり人ひと気けのない場所で、沙弥が立ち止まった。

「ほら、あそこ」

　沙弥が、伸のび放題になっている雑草の一カ所を指さした。そこに近づいていく。するとその裏に、それはあった。

「これが……」

　地面に、マンホールみたいに、扉とびらが埋うめ込まれていた。

　沙弥はそこにしゃがみ込み、土を手で払はらいのけてから、扉をぱかりと開いた。

　扉を開けた先には、地下に繫つながる空くう洞どうがぽっかりと空いている。下りていくためのはしごも備え付けられていた。

　しかし、ずいぶん古くさい。はしごは下りる途と中ちゆうで壊こわれてしまいそうな印象を受けるほど、老ろう朽きゆう化かが進んでいた。

「見つからないうちに、入って」

　沙弥に促うながされ、先に俺が空洞に身体を入れた。ぎしぎしと音を立てるはしごをつたって、下りていく。続けて、沙弥もはしごに足をかけ、下りてくる。

「……あ。太郎クン、上見ないでね」

　気づいたように、沙弥が言った。言葉の意図が一いつ瞬しゆんわからず、見上げてしまった。

「あっ」

　スカートの中の、白いものが──

「……見たでしょ」

「見てないです」

「噓うそつき」

「ごめん、見た」

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ」

　沙弥は、恥はずかしそうな声を漏もらしてから、あぁもう、と言いながら入ってきた扉を閉めた。地下には当然ながら光源がなく、真っ暗になる。

　そろそろとはしごを下りて、ようやく底に足がついた。ライトを取り出して、明かりをつける。沙弥も下りきったことを確認してから、ライトの光に従って、歩き出した。

　思ったよりも広い空間のようだ。以前テレビで、マンホールの下にある下水道の中を見たことがある。地下道は、水は流れていないもののそれによく似ていた。

　歩く度たび、足音が反はん響きようして大きな音を立てるので、妙みように不安になる。

「ちゃんと、道は把は握あくしてるんだよな？」

「だいじょぶ。任せて」

　そこで、さらさらと、水が流れる音が聞こえた。

「……水？」

「うん。なんか、地下水路と途中で合流すんの。間ま違ちがっても水路の中に落ちないでね。暗いし、助からないかも」

　……死ぬってことかそれ？　あまりにも怖こわすぎないか。

「…………」

　暗くら闇やみの不気味さと、水路に落ちる命の危険にびくびくしながら、俺は進んでいった。




　…………────

「──おりゃああっ!!」

　織田の渾こん身しんの跳とび膝ひざ蹴げりが敵を捉とらえ、その身体を吹ふき飛ばす。

　３人は、太郎からの無線に応答できるはずもない程の厳はげしい戦せん渦かの中にいた。

「逃にげるなら今よ！」

　椎名が織田とイリスに叫ぶ。

　密集した敵の隙すき間まをぬって──３人は、突破を図はかった。

　椎名が拳銃を撃ちまくる。パァン、パァン！　と銃じゆう声せいが響ひびき渡わたる。そうして牽けん制せいしながら、全力で駆けた。

「追えっ！　追いかけなさいっ！」

　時間の経過と共に増えていった敵は、もはや何人いるかわからない状態で、様々な派は閥ばつがごちゃごちゃになっている。

　椎名はどかどかと足音を立てて追いかけてくる連中を、駆けながらちらりと振ふり返って確認する。そして、あまりのカオスさに悲鳴をあげそうになった。

『剣けん道どう派』、『弓道派』、それだけでなく『なぎなた派』の姿もあった。そして、

「ふ、吹き矢や!?　まってあいつらも武道なの!?」

　口に咥くわえた筒つつに息を吹き込こみ、ぷっ、と吹き矢を飛ばしてくる。それを走りながらやっているのだから、尋じん常じようじゃない肺を持っていそうだ。……それでも攻撃は地味だが。

　剣道派が勇ましく追いかけてきて、なぎなた派がリーチを活かして背後から突つき込んでくる。空からは弓矢と、そして吹き矢が雨のように降り注ぐ。そんなしっちゃかめっちゃかな攻撃をくぐり抜ぬけ、３人は、走って走った。

　目の前に見えた校舎──普ふ通つう教室棟とうに、渡り廊ろう下かの出入り口から、駆け込んだ。

　すぐさま扉を閉め、鍵かぎを掛ける。刹せつ那な、追ってきた敵の集団が扉に体当たりしてきて、がんがんと大きな音が響いた。扉が壊れてしまうかと思ったが、頑がん丈じように作られているようで、その心配は杞き憂ゆうに終わった。

「……危なかったね」

　織田が膝ひざに手をついて、荒あらい呼吸をしながら言った。イリスがへなへなと座り込む。

　扉の向こうから聞こえてくる怒ど鳴なり声を聞きながら、椎名は校舎内を見回した。

　目の前には、長い廊下がまっすぐに続いている。

　ここから地下道に向かうことは難しいだろう。となれば、校舎内を通って校門を目指すしかない。

「少し休んだら、行くわよ」

　そうして、数分の後。いつどこから敵が現れるとも知れない緊きん張ちよう感に包まれながら、３人は歩き出した。

「センパイたち、無事ッスかね」

　イリスが呟つぶやいた。

「あたしたちが犠ぎ牲せいになって進ませてあげたようなもんなんだから、むしろ無事じゃなかったらぶっ飛ばすわよ、あいつら」

　椎名は吐はき捨すてるように言って、腕うでを組んだ。

「無線使って、聞いてみようか」

　織田が制服のポケットから、トランシーバーを取り出して口元に寄せた。

「……あー、こちら織田。太郎と沙弥ちゃんは平気？」

　問いかけて、数秒待つ。

「…………」

　待つ。

「……あれ、返事ないね」

　まさか、と椎名とイリスも慌てて自分のトランシーバーを取り出す。

　……しかし、２人が無線を飛ばしてみても、太郎や沙弥に繫がることはなかった。

「心配ッス……」

　イリスはしょんぼりしている。

　太郎と沙弥の返事がないのは、地下にいるため無線が届かないだけなのだが、３人はそれに思い至らなかった。

「まさか……大だい丈じよう夫ぶかしら」

　椎名もイリスと同じく、酷ひどく表情が落ち込んだ。かなり心配そうである。

「……ツンデレだよね、凛りん花かちゃんって」

　織田が椎名を横目で見て、呟いた。

「なっ。なんか言った？」

　椎名が睨にらみ付ける。織田は肩かたをすくめて椎名から少し離はなれた。

「無事であってほしいッス……」

「どこかで合流できるといいね。希望を持っていこう」

　織田が前を向く。しかしそこに、１つの影かげがあった。

「希望、ですか。残念ながらそれは、ここで潰ついえることになりましょう」

　──３人の足が、止まった。

　広いおでこに、優等生然とした服装、切れ長の鋭するどい目つき──マカが立っていた。

「ふむ。３人だけですか。では……わざわざ味方を応おう援えんに呼ぶ必要もございませんね。下か名めい１人で十分です」

　見れば、マカの手にはトランシーバーが握にぎられていた。帰宅部の面々と同じように、無線で仲間と連れん絡らくを取り合っていたのか。しかしそれを、マカは制服の中にしまった。

「舐なめられたもんだねぇ、僕たち。そんなこと言って、どうなっても知らないよ」

　織田が言い返した。マカはそれを黙だまって受け、ゆっくりと近づいてくる。

　一本道の廊下。背後には先ほど閉めた扉。逃げ道は限られている。

　３対１。──覚かく悟ごは、できていた。

　何の合図もなく──一いつ斉せいに。

　椎名、織田、イリスの３人は、マカに向けて飛び出した。

「「うらああああああああああああああああッ!!」」

　マカは左足を一歩後方に引き、姿勢を落とす。両手を開いて身体の前に構える。それは──柔じゆう術じゆつの構え。

　マカは、柔術の使い手であり、接近戦には絶対の自信をもっていた。

　最初に攻こう撃げきを放ったのは椎名だった。走りながら、拳けん銃じゆうをマカに向けて引き金を引いた。

　パァン!!　銃声が鳴なり響く。しゃがんで避よけたマカの頭上すれすれを銃じゆう弾だんが掠かすめた。

　続けて、何発も撃うつ。それらを、マカは左右に跳びながら避ける。

「──このッ!!」

　叫さけび声と共に放たれた椎名の弾だん丸がんは──マカの避ける先に向かっていた。完かん璧ぺきに、予測してのけていた。

「ッ！」

　マカの回かい避ひは間に合わない。彼女は──右手を身体の前にかざした。

　弾丸を、手のひらで、受けた。弾たまははじけ、塗と料りようをまき散らす。その多くはマカの制服を汚よごしたものの、顔面を──その視界を、守ることに成功していた。

　ペイント弾とはいえ、銃弾を手で受けて衝しよう撃げきや痛みがないはずがない。しかし、マカの表情からはそれが全く感じられない。

　ぼたり、と右手や制服から塗料を滴したたらせながら、マカは不敵な笑みを浮うかべて椎名を睨み付けた。

　織田がマカに拳こぶしを放った。が、身体を斜ななめにして受け流される。

　マカが織田の胸むな元もとに摑つかみかかろうと手を伸のばす。──柔術の使い手であると、織田は見み抜ぬいていたのか。すばやく手を払はらいのけた。

　織田は反転しながら背後を取ろうとするが、先を読んだかのようにマカが身体の向きを変えた。

「────はッ！」

　織田は瞬しゆん間かん的に判断を変へん更こうし、回し蹴りを繰くり出した。

　意表をつくタイミングで放たれたその攻撃は──相手がマカでなければ、ヒットしていたかもしれない。

　──はっし、と。

　マカは、迫せまってきた織田の足を摑んだ。

「な…………ッ」

　織田が、驚おどろきに目を見開く。

　マカは摑んだ織田の足を脇わきに挟はさむ。そうして完全に固定した状態で──自分の身体を、プロペラみたいに回転させた。

　体操競技で、側宙という技がある。側転を、地面に手を付けずに行うものだ。マカがしたのはそれだった。織田は足が一回転分も捻ひねられる形になった。

「────ッ」

　織田の身体が、マカに続くように回転して、勢いそのままに床ゆかに打ち付けられた。

「がッ」

　悲痛な声が漏もれる。

「…………っ」

　あまりの強さに、イリスが足を止めた。マカはそんなイリスをキッと睨み付ける。

　イリスは一いつ瞬しゆん、びくっと肩をふるわせた。しかし──表情を引き締しめる。

　自分だって、仲間の役に立ちたい──

　リュックに右手を突っ込み、何かを取り出してマカに向かっていった。

「これでも……食らえッス！」

　プシュウウウッ!!　という音と共に、霧きり状の液体が噴ふき出す。手に持つそれは、催さい涙るいスプレーだった。

　イリスは、やった、と思った。

　しかし──マカは、姿勢を限界まで屈かがめて霧を避け、イリスの懐ふところに入り込んだ。

　一瞬で、イリスの右手のスプレー缶かんを払い飛ばし、足を刈かり上げ、宙でぐるんと一回転させて、地面にどさりと落とした。

　それだけでは終わらない。倒たおれたイリスの上に覆おおい被かぶさり、とどめを──

「っ！」

　イリスは、マカの顔の前に左手を出して、そこに握ったモノを突きつけた。

　手しゆ榴りゆう弾だん──

　まさか、とマカは顔をこわばらせ、刹那、後ろに跳んでイリスから距きよ離りを取った。

　そんなモノがここで爆ばく発はつすれば──大惨さん事じだ。マカだけでなく、イリス、椎名、織田の３人だってただで済むはずがない。

　マカは、ちっと舌打ちをした。

「……ハッタリ、でございますか」

「本物かもしれないッス」

　床に倒れていた身体を起こし、イリスが返した。

　こんなものを、リュックに入れておくなんて……それは、いかにも太郎らしい策であったかもしれない。

　マカは思考する。本物であるはずがない。しかし万が一本物であれば──

「……ワタシたちを、見み逃のがしてくれないッスか」

　イリスが手榴弾についたピンに手を伸ばしながら、問いかけた。このピンを引けば爆発するぞと言うように。

　マカは眉み間けんにしわを寄せる。

「駆かけ引きをしようというのですか？　……ふっ。まさか。それがもしも本物であれば、あなた方も大変なことになるでしょう。そちらにメリットがない以上……駆け引きとして、破は綻たんしています」

「ワタシたちが、ビビってるって言いたいッスか？」

　イリスが強気に言った。そこに、椎名が口を開いた。

「あたしたちに、その覚悟がないなんて──そんなわけないでしょう」

「…………」

　マカは沈ちん黙もくする。

　……ややあって、マカは、両手をあげた。

「仕方がありませんね……」

　そう言って──一瞬、腰こしを落とすと、足に力を込め、床を蹴った。

「ソレが本物でないことは──見抜いています！」

　爆発的な加速で、イリスに向かった。

「っ」

　イリスは──『手榴弾』のピンを、迷うことなく引いた。

「！」

　それに、マカは一瞬、硬こう直ちよくした。

　もし本物であったなら──そんな思いが、心の奥深くにあった。

　手榴弾は────爆発、しなかった。

「はぁっ！」

　その時、椎名がマカに向けて引き金を引いた。

　パァン!!　──弾丸が一直線にマカに向かう。すんでのところで、それを避けた。

「く…………ッ」

　そこを、織田が狙ねらっていた。

「やああああっ!!」

　蹴り込まれた足が、マカのふくらはぎの辺りを捉とらえた。

「ッッ!!」

　初めてマカの顔が歪ゆがんだ。耐たえきれず、床に崩くずれる。

　マカが脚あしを押さえながらキッと織田を睨み付けた。その時──

「さっさと逃にげるわよ！」

　椎名の声。それに反応し、イリスと織田が床を蹴った。

　３人は風のように去る。その後ろ姿を……マカは、悔くやしそうに見つめていた。

「…………くそッ」

　……その背中が、すっかり見えなくなって。

　そのタイミングで、マカに無線の着信があった。

　トランシーバーを制服から取り出し、耳に当てた。

「……どうしましたか」

　訊たずねると、無線の向こう側から、

『マカ様。月ノ宮沙弥、および佐藤太郎の居場所がわかりました』

　沙弥は、黙って報告を聞いてから、口を開いた。

「そうですか……では、下名もそちらに向かいましょう」

『ありがとうございます。居場所ですが……』

　そうして、無線の相手から告げられた場所を聞いて、マカの表情が怪け訝げんになる。

「……そんな道が……。存じませんでした」

　そして、無線のやり取りは終しゆう了りようする──かと思われたが、

「あぁ……最後に。絶対に、そこで２人を叩たたき潰つぶしますよ。一片の容よう赦しやもいりません。勢力をできるだけ集結させなさい」

　その瞳ひとみは──かつてないほどの怒いかりと、復ふく讐しゆうに燃えていた。

　────…………




「……水音が大きくなってないか」

「水路に近づいてるんだね」

　沙弥は軽い調子で答える。

　流れる水音を聞きながら──俺と沙弥は、未だ地下道の内部を進んでいた。

　もうずいぶん歩いたはずだ。そろそろ、校門も近いだろう。

「出口は把は握あくしてるんだよな？」

　今さら「実はしてない」なんて言われたら大問題だが。

　しかしそんな心配を吹ふき飛ばすような明るい声こわ色いろで、沙弥は答えた。

「あはは、問題なっしんぐだって。もー少しだよ」

　沙弥の声が、地下空間の中をぐわんぐわん反はん響きようする。

　真まっ暗くら闇やみの中で、先を照らすライトの僅わずかな光だけが、俺たちを導いている。

「ほら、幽ゆう霊れい～」

　沙弥がライトで顔の下を照らし、俺を振ふり向いた。

「ちょっと待ったっ」

　俺はライトをひったくる。「あっ……」と残念そうな声を出した沙弥をよそに、俺は前方を照らしつけた。

　何かが、見えた気がしたのだ。

　そこには──

　──数え切れないほどの、人の群れ。

「な………っ！」

　驚いて、硬直する。刹せつ那な、視界が真っ白になった。

　一瞬、何が起きたのかわからなかった。けれど数秒の後、相手が巨きよ大だいなライトを点つけたのだと理解した。

　バルーンライト──夜中の工事現場でよく見るものだ。光源の一切ない地下道に持ってきたのだ。暗闇の中、俺たち２人を見失わないように、ということだろう。

「……まぶしいっ」

　沙弥が目を細めている。

　しばらくして目が慣れてくると、前方の敵の群れの先頭に立つ者の姿が視認できた。

「……マカろん」

　沙弥が呟つぶやく。

「ごきげんよう、でございます。……まさか、このような地下道があるとは思っていませんでした」

　腰に片手を当てて立つマカが、そう言った。

　そこに、ゆらり、とマカの背後から姿を現す影かげ。──ミカだった。

　まっすぐに切り揃そろえられた前まえ髪がみから２つの瞳が覗のぞき、俺たちを見み据すえている。

「…………」

　不味まずいことになった。

　この地下道の存在が知られていたなんて。おそらく彼女たちは、校門付近の地下道で、俺と沙弥を待ち伏ぶせしていたのだろう。

　舞姫の生徒たちは、ゆっくりと俺たちの方に向かってくる。しかし決して近づきすぎず、一定の距離を取って、左右の壁かべ沿いに包囲してきた。

　囲まれる。俺と沙弥は背中合わせで立った。

「もう、降こう伏ふくしていただいても構わないのですよ。これだけの人数に囲まれれば、あなた方に勝ち目はないでしょう」

　マカは冷たい目を俺たちに向けて、そう告げる。

「……はは。マカろん、まさかそれ、マジで言ってるんじゃないよね」

　沙弥がマカに向けて、言い返した。その声色からは、余よ裕ゆうさえ感じた。

「アタシの実力、いつも一いつ緒しよにいたマカろんならちゃんとわかってると思ってたけど。マジで言ってんなら、超ちよう見る目がないよ」

　マカの眉間に、しわが寄った。切れ長の目で、沙弥を鋭するどく睨にらみ付ける。

「お忘れかもしれませんが……あなたは以前、下名とミカに敗やぶれたことがあるのですよ」

　言いながら、一歩、マカは前に出た。

　もう一歩踏ふみ出せば、手が届きそうな距離だ。

　沙弥は、両手を身体の前で握にぎって構えた。俺も、竹刀しないを強く握る。

「……太郎クン、いけそう？」

　背中を合わせたまま、呟くような声で沙弥が訊ねてきた。

「任せとけ」

「……頼たのもしいや」

　俺たちは、こんな状じよう況きようでも少しだけ笑いあった。

「笑顔でいられるのも、今だけですよ」

　マカが冷たい声で、言い放つ。沙弥が答えた。

「マカろん……なんか、雰ふん囲い気き変わっちゃったね」

　その言葉は、寂さみしげで。しかしそれを、マカは、ふん、と鼻で笑って流した。

「沙弥様。……あなたは、天子になるには優しすぎたのかもしれません。トップに立つ……いや、立ち続けるためには、もっとドライでなければなりません。人間関係とは、利害の上に成り立つものなのですから」

「……そんな風に生きるのって、疲つかれると思うな、きっと」

「甘いですね、とても」

　マカは、ため息を吐つくように、そう言った。

「申し訳ございませんが……あなた方を、利用させていただきます。下名が、『天子』としての地位を確たるものにするために」

「ぶっ潰すね、お姉ちゃん」

　ミカが笑みを浮うかべて、そう言った。

　そして──マカは周囲の生徒たちに向けて、叫さけんだ。

「今こそ、全力をもって戦うのです！　月ノ宮沙弥と佐藤太郎、この２人を倒たおした者こそが、３人目の『Ａクラス』となりましょう！」

　その言葉に、舞姫の生徒たちは歓かん喜きし、熱気が何倍にも膨ふくれあがった。

「さぁ、行きなさいッ!!」

　そうして、彼女たちは動きだす。俺と沙弥に向けて、四方八方から襲おそいかかってくる。

　沙弥が、呟いた。

「もう、手加減なんかできないよ。……ここからは、アタシ強いぞっ」

　そうして──俺と沙弥は、背中を離はなした。

　以前、沙弥を倒した自信があるためか──マカとミカは、２人とも沙弥に向かった。

　しかし、その分と言うべきか、俺の方にはとんでもない大群が襲いかかってきた。

　幾いく多たの拳こぶしが、蹴けりが、俺を狙って飛んできた。

「────ッ」

　それらを、竹刀で受けていく。回し蹴りをしゃがんで避よけ、足あし払ばらいを跳とんで回かい避ひする。ほとんど考える暇ひまはない。８割方、反射だった。身体に動きを任せ、後から脳が状況を処理しているかのような。

　全ての攻こう撃げきから自分の身体を守りきれるはずがない。けれどもそれで良かった。この戦せん闘とうにおいて、致ち命めい的てきとなり得るものだけを防いでいればいい。かすり傷に構っている余裕はないのだから。

「ちッ────」

　誰だれかの蹴りが、俺の頰ほおを掠かすめた。肌はだが切れて、血が飛んだ。

　振り返る。瞬しゆん間かん的にそこに見えた敵に、竹刀で斬きりつけた。

　バチィン!!　──鋭い音がして、敵が後ろ向きに倒れる。

　通常であればこんな状況、俺みたいな奴やつには耐えられないだろう。けれども今、俺は敵の攻撃を防ぎ、そして何人かを倒している。

　すごく身体の調子が良い。眼が、脳が冴さえまくっている。

　敵の渾こん身しんの拳を、竹刀で受けた。重い衝しよう撃げきが、腕うでをつたって胴どうまで響ひびく。竹刀が衝撃で吹き飛ばされかけた。離すもんか。意識を手に集中させて強く握る。

　しかし、カウンターにはいけそうもないか──

「──いや」

　固定観念を捨てろッ。

　竹刀を振りかぶる時間を捨てて──己の身体を武器にする。右足を軸じくに、跳んだ。

　回し蹴りを、相手の脇わきに叩き込んだ。

「ぐぁ…………ッ」

　吹き飛ばす。

「そこですッ！」

　刹那、左後ろから襲いかかってきた敵に──すんでのところで竹刀をぶつける。

「……あぶね」

「ちッ……！」

　敵はそのまましゃがみ込んで姿勢を落とし、懐ふところに入り込もうとしてきた。

　急ぎすぎだ。

　俺はくるりと反転しながら敵をいなし、空いた背中を捉とらえた。

　振り返ったところに──竹刀を振るった。

　打だ撃げき音が響き渡わたる。目の前でどさりと音を立て、その身体が地面に落ちるのを見た。

　沙弥の状況を確認するため、さっと周囲に視線を奔はしらせた。

　すると、彼女はミカと接近戦を繰くり広げていた。

「あのときは勝ったのに……どうしてうまくいかないのっ」

　ミカは苛いら立だちを隠かくせずにいた。バク宙や側宙をするように、アクロバティックに身体を回転させ、目にも留まらないような速度の蹴りを何発も繰り出すも、沙弥には当たらない。沙弥は、ミカの精神的な隙すきを突つくかのように、カウンターとなる拳を叩たたき込んだ。

「はぁあああッ!!」

　沙弥の叫び声。その攻撃は、ミカを完かん璧ぺきに捉えていた。

「がっ……！」

　──あの時は勝った、だなんて。

　あの時と今を、一緒にできるものか。沙弥はあの時、大切だった人に裏切られた悲しみにおぼれていたんだ。

　それだけ、沙弥にとってはその人が、大きな存在だったんだ。

　それを理解していないのだろう。全力を出せば、マカとミカが２人がかりになろうが、数え切れないほどの人数を動員しようが────

「お姉ちゃんの……邪じや魔まを、するなぁああっ!!」

　沙弥の攻撃を受けたミカは転がって受け身を取り、すぐさま地を蹴って沙弥に向かった。

「甘いっ!!」

　沙弥が上に跳んでミカの突とつ進しんを避けた。宙でくるりと回転して着地し、背後を取る。咄とつ嗟さにミカは身体を捻ひねって後ろ回し蹴りを繰り出す。沙弥も同時に、蹴りを放った。

　果たして……吹ふき飛ばされたのは、ミカだった。

　その一撃は、彼女を倒す決め手となり、吹き飛んだミカは地面に伏ふして動けなくなる。

　──沙弥が、負けるはずがないんだ。

「ミカっちは……お姉ちゃんのこと、大好きだね」

　沙弥は、ミカを見下ろして、少しだけ微笑ほほえんだ。

　しかし、戦闘はまだ続く。

　その時、俺の顔面に、敵の拳がヒットした。

「ぐふッ」

　くらりときたが、踏んばって耐たえる。すかさず竹刀を振ふって、その敵を斬りつけた。

　口の中で血の味がした。先ほどから、顔面に何度も小さな攻撃が当たっているから、俺の顔はぱんぱんに腫はれてしまっているかもしれない。

　はは……超格好悪い。

　でも。無我夢中で竹刀を振るう中で、何故なぜだか心はすっきりとしていた。

　誰かが言っていた。青春とは何かに対し、バカみたいに無我夢中になることだ、と。

　もしかしたら、こんなことだってその誰かは『青春』と呼ぶのかもしれない。

　おかしいな。ソレは、俺が大だい嫌きらいなものだったはずなのに。

　そんなことを言ってしまえば、俺の青春は『帰宅同好会』の結成時から始まっていたことになるじゃないか。

　そして『帰宅部』の設立を果たし、今回の騒そう動どうに至っても、俺は常に青春の中を生き続けていたことになるじゃないか。

　俺は、青春を捨てたはずだ。あの時──昔、プロ野球選手を目指していたはずの俺が、その夢を諦あきらめた時に。

「──やあぁぁあッ!!」

　誰かの蹴りが、迫せまってくる。

　俺は、竹刀を構え直した。──途と端たん、世界はスローになる。

　意識を集中させる。相手の動きが、数秒先の未来が、手にとるようにわかる。

　俺は敵の攻撃を回避し、踏み込んでいく。周囲の敵を、次々と倒していく。

「ぶ……分身ッ!?」

　敵が、声をあげた。まさか、そんなはずがない。

　あんたらの倍の速度で思考し、動いているだけだ。俺には、周囲がとんでもなくゆっくりに見えるから。

　目の前に、飛び込んでくる敵。俺は両手で竹刀しないの柄つかを握にぎり、身体の後ろに振りかぶる。

　それはまるで、バットを振るように──

「──らあぁああッッ」

　斬りつけられた敵が、衝撃で吹き飛んだ。

　……そうして気がつくと、俺は……周囲の敵を、たった１人で倒していた。

　沙弥を見やった。彼女もまた、周囲の生徒たちを既すでに蹴散らし、残るはマカのみになっていた。

　そこに俺も、急いで駆かけつける。沙弥が、さすがに疲ひ弊へいの色を隠せずにいたからだ。

「はぁあッ！」

　沙弥の拳がマカを狙ねらう。マカは頭を横に振ってそれを避けた。

「ッ」

　そして、沙弥の胸ぐらを摑つかんだ。

　──不ふ穏おんな予感がした。マカの表情に、まるで得意な形に入ったかのような、笑みが見えたからだ。

　柔じゆう道どうの技を繰り出すかのように──マカは沙弥の重心を支配した。細かな押し引きを繰り返しながら体勢を揺ゆさぶり、完璧なタイミングで、足を刈かり上げる──

「──ぐぅッ」

　しかしそこで、マカは表情を歪ゆがませた。ちょうど、ふくらはぎの辺りを沙弥の脚あしに当てたところだった。そこに、何らかの外傷があったかのように。

　マカの動きが止まったところを──俺が狙った。

「──んの……ッ!!」

　俺の攻撃は──マカを、捉えた。

　マカは摑んでいた沙弥を離し、数歩も後方によろける。

「太郎クン……っ！」

　助かった、という風に沙弥が俺を見た。

「く…………」

　マカは膝ひざに手をつき、ぜぇぜぇと荒あらい呼吸を繰り返している。

　今、俺たちと舞姫の生徒たちのどちらが優勢にあるかは、火を見るよりも明らかだ。

　それでもマカは、沙弥と俺を睨にらみ付け、まだ戦う意志を崩くずしていない。

「マカろん……」

　沙弥が呟つぶやく。それに、マカが叫んだ。

「その名で呼ぶなぁっ！」

　その声は、掠れていた。

「下名は……下名は、天子であるのだぞっ！　貴様に、名前で呼ばれるなどと……っ」

　マカはぼろぼろの身体を強引に動かして、俺たちに向かってこようとした。

　けれども、ふらふらとよろけてしまう。もう、戦えないだろう。

　その時──マカが、あっ、と小さく声をあげた。

　その身体が、後方に傾かたむいた。

　沙弥が地を蹴る。凄すさまじいスピードでマカに向かった。

「マカろんっ！」

　そうして、そこに飛び込むようにして──

　そこで俺は、気づく。

　俺たちはいつの間にか、ライトで照らされた場所から、ずいぶん離はなれてしまっていた。

　互たがいの顔は見えるものの、足元は薄うす暗ぐらくなっている。そして──流れる水音が、至し近きん距きよ離りにあった。

　地下道は、すぐ近くの水路と、合流していた。

　マカは──水路の中に、足を踏ふみ外はずして落ちたのだ。

　俺も急いでそこに向かう。そこで見たのは──暗くら闇やみの中に落ちかけたマカの手を、沙弥が身を乗り出し、握っている光景だった。

　ぎりぎり、というタイミングだったのだろう。沙弥が限界まで伸のばした右手と、マカの左手だけが結ばれている。

　俺は、急いで沙弥の腰こしを摑み、彼女ごと落ちてしまわないように支えた。

「…………」

　マカは、呆ぼう然ぜんと沙弥を見上げていた。自分の置かれている状じよう況きようを、理解していないかのように。

「マカろん、早く上がってっ」

　沙弥が声を掛かける。すると……マカは、キッと目つきを鋭するどくした。

「そ、その手を離せ……っ」

「離せるわけないでしょ！」

　沙弥は両手でマカの手を握り直した。しかしマカは上がってこようとせず、ぶら下がったまま、沙弥を睨み付けた。

　人ひとりの身体は、人ひとりが両手でぶら下げ続けるには重すぎる。ぎりり、と沙弥が歯を食いしばる音が、俺の耳にさえ届いた。

「どうして……どうして、下名を助けるのですかっ」

　マカは叫さけんだ。

「どうしてって……そんなのっ……」

　マカの手を握る沙弥は、苦しそうだ。

「下名は、あなたを裏切ったのです。あなたには、下名を助ける理由なんてないはずっ」

　沙弥に片手一本でつなぎ止められ、下方は水路。そんな状況なのに、マカは自らの身を案じる様子もない。

　唇くちびるを嚙かんで、沙弥を見上げるばかりだった。

「だって……なんて言うかさ……っ」

　沙弥は、言葉を探す。

　ギリ、と身体の関節が軋きしむような、嫌いやな音がした。それは、沙弥の腕うでなのかマカの腕なのか、判別できなかったが。

　ともかく、これ以上こんな体勢でいれば、限界が来るだろう。

　沙弥はマカに何か言おうとして、口をつぐむのを繰くり返していた。

「…………っ」

　俺が、口を開いた。

「友達だったら──助けるのは当たり前だろうがっ！」

　その言葉に、マカは、目を見開いた。

「友達だから……それだけの理由で、十分だろうがっ。沙弥は、お前を失いたくないんだよ！」

「…………」

　マカは、驚おどろいたような顔をして、俺を見る。

「それは……でも、下名は……」

　虚きよ勢せいが──とうとう崩れた。

　マカは呆然とした様子で、呟くような声で、そう言った。

「下名は……沙弥様を……っ。その、罪はっ」

　マカの瞳ひとみから一筋、涙なみだが頰ほおを伝って、水路の中に落ちていった。

「下名は、助かるべきじゃないんですっ。大好きな沙弥様を、傷つけてしまったんですっ。これは罰ばつです、落ちて死んだ方がいいんですっ」

　俺は、改めて下方の水路を見やる。暗闇の中ではあるが、辛かろうじてその先を視認することができていた。

「アホ、こんな程度の深さじゃ、落ちても中ちゆう途と半はん端ぱに骨折するだけだっ！」

　助からないかも、と沙弥は言っていたが、その深さは５メートルくらいで、さらさらと細い水が流れているだけの水路だった。

「下名は…………っ」

　マカは、嗚お咽えつをあげていた。

　そこに──沙弥が、言葉をかけた。

　それは、考えて考えてようやく出てきた、言葉だったのだろう。

「許すよ。ぜーんぶ」

　マカが──涙に濡ぬれた顔を、沙弥に向けた。

「マカがアタシにしたこと、今、ぜんぶ許したよ。だから、いいの。……つーか、アタシが先に勝手なことしちゃったんだよね。マカには合がつ併ぺい止めるって言ってたのに、ころっと意見変えちゃってさ」

「…………」

　自分のしたことが、なくなるわけじゃない。一度関係を壊こわしたことを、なかったことにするわけじゃない。でも、沙弥は言った。全部許す、と。

　それは、あらゆる罪悪感に救いの手を差さし伸べる言葉だったのかもしれない。

　マカは、再び嗚咽をあげて涙を流し始めた。しかしその涙の意味は、少し違ちがうものになっていた。

　沙弥は、ははは、と苦笑いして、こう言った。

「さ、そろそろ上がろっか。アタシ、もう腕痛くってさ……」

　それで、ようやくマカは上がってきた。沙弥と俺の２人がかりで地面の上まで引っ張り上げる。

「……沙弥様、ごめんなさいっ」

「うん。アタシも、ごめんね」

　謝りあって、仲直りする２人。その光景は、友達そのものだ。

「うぅ……っ」

　その時、先ほど沙弥にやられ、地面に伏ふしていたミカが、呻うめき声をあげて身じろぎした。

「……ミカ」

　マカが、彼女に顔を向ける。開いたミカの目が、マカに向いた。

「……お姉ちゃん、泣いてるの……？」

　ミカは気がついたようにそう呟くと、ぼろぼろの身体をしているくせに、キッと俺と沙弥を睨み付けた。

「いいえ、違うんです。……悲しいわけではないんですよ。仲直りして、嬉うれしくて泣いているだけです」

「仲直り……？」

　ミカが不思議そうにマカを見上げる。それにマカは、はい、と頷うなずいて、涙に濡れた顔で笑いかけた。

「……さて」

　俺は、よっこらせと立ち上がる。

　なんだかやり切った感があるけれど……まだ、終わってないからな。

「沙弥。……帰宅戦争は、校門を抜ぬけるまでが帰宅戦争だからな」

　言って、彼女も立たせる。

「うん。……いこう」

　沙弥は俺に頷いて、そして、マカとミカを見た。

「ごめんね。また、あとで」

　言って、俺たちは、２人で駆かけだした。

　あとは──ゴールを目指すのみだ。

　走りながら、腕時計にライトの光をちらりと当て、時間を確認する。現在、17時30分。タイムリミットの18時までは、残り30分だ。

　真まっ暗闇の先、地下道の出口が見えた。

　入り口と同じようなはしごが壁かべについていて、その上には扉とびらがある。

　今度は俺が上になるようにはしごを上って、扉を開いて外に出た。すると、空はすっかり夕暮れ色になっている。

　校門は、思っていたよりもずっと近くにあった。……ただ、そこはたくさんの生徒たちに守られていたが。

「さ、佐藤くん!?」

　後方から、驚くような声がした。振ふり返ると、椎名にイリス、織田が駆けてきていた。

　できすぎなタイミングだ。

「……よう」

　手を上げると、すこーん、と頭を叩たたかれた。

「無事なら無事って言いなさいよっ！」

「わ、悪い……」

　椎名の剣けん幕まくに圧おされて、思わず謝ってしまったが、謝るようなことをしただろうか。

　後からはしごを上ってきた沙弥を、手を引いて地面の上に上げてやる。

「……ありがと」

「全員集合、ッスね！」

　イリスが嬉しそうに言った。

「すんごい汚よごれてるけど、大だい丈じよう夫ぶ？　やっぱり地下って汚きたないんだね」

　織田が俺と沙弥をじろじろ見ながら、感心するように言った。確かに織田の言う通り、俺や沙弥の顔や制服は真っ黒になっていた。

「……なんか、あんたたちやけに距きよ離り縮まってない？」

　椎名が不満げな声で言った。

「……そうか？」

「そうよっ。なんで手つないだままなのよ！」

「へ？」

　言われてみると、先ほど引いた沙弥の手と、つながったままになっていた。慌あわてて離はなす。

「……てへへ」

　しかし、沙弥は照れたような笑みを浮うかべて頭を搔かいていた。

「あーもーっ。なんかムカつくっ。この間のアイスクリーム屋の件といい……あんたね、いっつも佐藤くんにべたべたしすぎなのよ！」

　椎名が沙弥を指さして言い放つ。そして俺を見て、

「佐藤くんっ。……あたしとも今度、一いつ緒しよに帰るんだからね！」

「な、なんだよ急にいきなり？」

「いいから、まずは校門を抜けないと」

　織田が間に割り込んできて、そう言った。確かにその通りである。

　俺、椎名、イリス、織田、そして沙弥。５人揃そろって、校門を向いて横並びに立つ。

「お前らっ」

「行くわよ！」

　そして──俺たちは、校門を守る敵の群れに突つっ込こんでいく。

「「いっけえええええええええッ!!」」

　椎名のペイント弾だんが次々に敵に命中し、道を切り開いていく。

　イリスが爆ばく竹ちくを投げて、鼓こ膜まくをつんざくような音が鳴なり響ひびく。

　向かってくる敵は、織田がばったばったと薙なぎ倒たおす。

　俺と沙弥も、最後の気力を振り絞しぼって戦う。ゴールはすぐそこだ。

　走りきれ──。

「もうすぐっ！」

　沙弥が叫さけぶ。

　勢いそのままに、俺たち５人は、校門を────抜けた。

　ゴール──

「よっしゃああ────────────────っ!!」

　瞬しゆん間かん──俺たちの歓かん声せいが、辺りにこだました。








Epilogue









　どこかで、セミが鳴いていた。

　すっかり夏になってしまった、とまでは言わないけれど、初夏である。

　私立帝てい成せい高校では、今日も青春バカどもがバカみたいに青春している。

　つまるところ、くそったれなほどに、平常運転です。

　進んでいた舞まい姫ひめ学園との合がつ併ぺい計画は、あちらの学校の意向変更によって、立ち消えになった。

　……それを、廊ろう下かの壁かべ一面に貼はられた『帝成青春新聞』の号外によって知った帝成の生徒たちが、嘆なげき悲しんでいたのは言うまでもないだろう。

　それはそうと。今日は──良いニュースがあった。

　とうとう、我らが帰宅部の５人目の部員にして俺の幼おさな馴な染じみ、橘たちばなひなぎくが、学校に復帰したのだ。

「授業、どこまで進んじゃってるかなぁ。一応、入院中も自分なりに教科書読み進めたりはしてたんだけど……」

　復帰早々、勉強のことを心配し始めたのが彼女らしい。

　ちなみに、ひなぎくの勉強は全く後おくれをとっていなかった……と言うよりむしろ、授業の遥はるか先を行く進行度合いだった。入院中なのに頑がん張ばりすぎである。

「太た郎ろう、少し見ない間に、またちょっと雰ふん囲い気き変わったかも」

　休み時間、俺の机の前にやって来たひなぎくと駄だ弁べっていると、彼女はふと気づいたようにそう呟つぶやいた。

「……そうか？」

　言われても、ピンと来ない。首を傾かしげる俺に、ひなぎくはうんうん頷うなずいて、

「困るなぁ。ねぇ、ひとりで大人にならないでよ？」

「……なるつもりは、全くねーよ」

　誰だれかが、青春とは、大人になるために必要な食べ物のようなものだと言っていた。

　きっとそれは、食べると頭がおかしくなって、振り返ればバカバカしかったり、後こう悔かいしたりするようなことばかりしでかしてしまう、サイケデリックな食べ物だ。

　とすれば、アンチ青春を掲かかげ、それを拒こばみ続けている俺は、いつまで経っても大人になんかなれないんじゃないか、と思う。

　……何か、別の食べ物に混入していたりすることでもない限りは。例えば、夕飯の鍋なべの中とか。

　さて。そんな中で今日は──不思議なニュースもあった。

　昼休み、トイレに行こうと教室を抜けた時、肩かたを誰かに摑つかまれた。

　振り返ると、そこに立っていたのは椎しい名な凛りん花かだった。

「さ、佐さ藤とうくん」

「椎名。……何？」

「今日……一緒に帰らない？」

「え？　いや、そのつもり、だけど」

　今日も何も、少なくとも校門を抜けるまでの道は、帰宅部の皆みんなで歩くのが日課だ。

「そういうことじゃなくて」

　椎名は否定すると、視線を逸そらし、少し頰ほおを赤く染めて、言った。

「校門抜けた後……アイスクリームでも、買い食いしに行かないかなと思って」

　要するに、２人で、ってことなのだろう。

　……そう言えばこの間の『帰宅戦争』の時に、今度一緒に帰ろうとか言われた気がする。

　よくわからないけれど、何故なぜだかとにかく断りづらい雰囲気だったので、それに吞まれるようにして俺は、

「……あ、あぁ」

　と、頷うなずいてしまった。

　そうして、放課後。

　いつものように、帰宅部の５人──俺、椎名、イリス、織お田だ、ひなぎくで、インフォメーションギャラリーを歩いていた。

「暑いねぇ。もう夏だねぇ」

「夏休みになったら、海とか行きましょうッス！　帰宅部の合宿ッス！」

「海に遊びに行くのって、帰宅部の活動内容と一切関係なさそうだけど……まぁでも、楽しいかもね」

「…………」

　皆でわいのわいのとくだらない話をしている中で、椎名は黙だまっていた。

　ちら、と彼女を覗のぞいてみると、背筋をまっすぐにして歩き、顔はどこか緊きん張ちようしたようにこわばっていた。

　……とその時、前方、校門の先に人ひと影かげが見えた。

「……あっ」

　椎名が、声をあげた。

　そこには。

　派手な外見──明るく染めた、巻き毛のサイドポニー。口元から覗いた八や重え歯ば。生足を剝むき出しにした、これでもかと短いスカート。

「太郎クーンっ！」

　こちらに向けて、えへへ、と笑って手を振ふる──月つきノの宮みや沙さ弥やが立っていた。

「あ……あいつっ」

　椎名が怖こわい声を出して、沙弥に向かって駆かけ出した。

「お、おいっ」

　取り残される俺たち。校門では、そこに辿たどり着ついた椎名が、沙弥と何やら言い合いを始めていた。

　俺たちが歩いて校門に辿り着くと、椎名と沙弥が俺に顔を向けた。

　２人が、同時に言った。

「「ねぇ、どっちと帰るっ!?」」





了
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　お久しぶりです、鬼おに火びあられです。皆みな様さまのおかげで再び本を出すことができました。

　さて。あとがきですが、何を書けばいいのやら。どうも僕はこういう自由記述的なものが苦手で、困ってしまいます。変に身構えてしまうためか……ツイッターだって、アカウント作ったものの呟つぶやく内容がなくて一時止やめてしまおうと考えたくらいです（笑）。

　前々から『あとがき』の存在意義について考えていたのですが、最近「ページ数の調整」という意味合いがメインなのではないかと思うようになりました。

　要するに大したもんじゃないのだ。とりとめもないことを深く考えず書こう。

『帰宅戦争』１巻を発売してから、ツイッターやらメールやら、あるいは飲み会の席やらで、いくつか質問を受けましたが、最も多かったのが『鬼火あられ』というペンネームの由来で、次に多かったのが主人公の名前を『佐さ藤とう太た郎ろう』にした意図でした。

　ペンネームについてはスルーです。よし、主人公の名前ですが、別に考えるのが面めん倒どうだったわけではないですよ。

　僕は物語の主人公を「特別」な存在にしたくなかったんです。それで、誰だれでも３秒で思いつきそうな、極きよく端たんに平へい凡ぼんな名前をつけました。帰宅するため──押しつけられた「青春」に反逆するために、全校生徒を相手に戦争まで起こすなど、やってることはハチャメチャですが、それを「特別な人間」の「特別な話」──「他人ひと事ごと」にしたくなかった。

　今この文章を読んでいるあなたに言いたい。誰かに押しつけられた人生なんてクソくらえだ。どんな自分になりたいのか、それはあなた自身が自由に決めて、誰になんと言われようがとことん目指せばいいんです。その方が楽しいし、そういう人の方が素敵です。

　それでは、以下謝辞とさせていただきます。まずは、イラストを描えがいてくださった、ちり様。今回も凄すさまじく可愛かわい過ぎるイラストをありがとうございます。特に月つきノの宮みや沙さ弥やのキャラデザがどストライクです。相変わらずの大ファンでございます。

　編集部の皆様。特に担当編集者のＯ様。優れた知見から、毎回的確なアドバイスをくださるだけでなく、精神的な面でも本当に助けられております。頼たのもしすぎます。

　Ｈ君を始めとした、僕の友人たち。１巻で感謝を伝えられなかったのでここに書きます。こんな面白い業界を知ったのは、君たちのおかげです。感想とか、いつもありがとう。

　最後に、この本を手に取ってくださった全ての読者様に、最大限の感謝を。
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第28回ファンタジア大賞〈銀賞〉受賞の『帰宅戦争』でデビュー。いつも、近所の喫茶店をハシゴしながら原稿書いてます。でないと集中保てない。コーヒーを摂取しすぎているせいか、たまに手足ががくがく震えてくる。作家ってマジ不健康。それでも、こんなに楽しい仕事は他にないと思います。
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